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　ごく普通の中学生をしていた丸まる宮みや敬けい太たが、『蛇へびの形の痣あざ』を持つ何者かの手によって、異世界ディルスマグナに飛ばされたのは三年前。そこで死にかけの体を蘇そ生せいしてくれたのは、残ざん酷こくにして美しい魔族の王、『魔王フードゥー』だった。

　彼女のもとで、魔王軍大だい元げん帥すい『黒くろ仮か面めんのヴェーレス』として歩み出したケータは、敵対するヒトとの戦いに身を置いた。

　しかし、征せい服ふくまであと一歩のところで、魔王から突如撤てつ退たい宣せん言げんが下される。ケータは彼女との亀き裂れつを深めたままその場を立ち去り、元の世界へ帰き還かんする方法を探るために、ヒトのふりをしてフレッドフォード召しよう喚かん学がく院いんに通う道を選ぶ。

　強大な魔力と、過去をひた隠しての学院生活。その中で、自分が拠きよ点てんにしていた魔王軍の城に調査団の一員として乗り込むはめになったが、そこでは他の候こう補ほ生せいたちとの絆を深めることもできた。

　──おまえがくれたピアスの条件は、ちょっと壊れてると思うけどな。

　魔王がくれた制御ピアスを再装着できる条件は、いまだ謎のまま。元東京都民。元魔王軍大元帥。そして落ちこぼれ戦術召喚士候補生、ケータ・マルミヤの転てん戦せんは続く。
















　──絶ぜつ対たい禁きん忌き。

　決して越えてはいけない一線というものがある。それはいわゆる『禁忌』と呼ばれるものだ。

　親殺しに子殺し、神殺しに火付けに簒さん奪だつ。

　どれも忌いまわしい、目を覆うような悪・悪・悪であり、憎むべき罪にふさわしいものだ。しかし、絶対禁忌とまでは呼ばれない。

　秘ひ匿とく名めいレッドリバーが覚えている限り、この言い回しが定着しているのはごくごく一部。戦せん術じゆつ召しよう喚かん士しの間でだけだ。




　──この技術でもって呼び出すのは、この世界に関わりのある精せい霊れいのみ。

　──誓いを破るべからず。これは絶対禁忌の罪である。




（わかっていますよ、教官）

　秘匿名レッドリバーは、わざわざ候こう補ほ生せい時代の指導教官の顔を思い出してうそぶいた。

　地ち水すい火か風ふう、このディルスマグナ世界を構成する精霊の力を借り受け召喚するのが、精霊召喚術の定義だ。それ以外の召喚は、基本的に想定されていない。

　フレッドフォード召喚学院の卒業式で、どの戦術召喚士も漏もれなく誓いを立てさせられてきたはずである。あの、現実に想定されていない存在を呼び出すことを禁じる文句を、意味も必然性も知らず、ただ闇やみ雲くもに。

　そしてその後どんな部隊へ配属されようと、右も左もわからぬひよっこ時代に唱となえさせられたあの誓いの言葉は、呪のろいのように染みついて離れないのだ。実によくできたシステムである。

「はじめるぞ。警戒を怠おこたるな」

　開始の合図に、わずかばかりの共きよう犯はん者しやたちが、無言でうなずく気配がした。

　現在時刻は真夜中。

　昼の間に行われた戦せん闘とうから、たっぷり二に里りは離れた野営地だ。

　遠目に見つけられるような火や明かりは、あらかじめすべて消してある。幸いにして空にも薄く雲が広がり、月や星の明かりも遮さえぎっている。

　まるで深海の砂底にいるような闇が、今はありがたい。

　このあたりの残忍な魔族や凶暴なモンスター、そしてヒトの目からも秘匿名レッドリバーたちの罪を隠してくれる──そんな気がしていた。

（皇こう帝ていにまで謝っているやつがいるな。今さら遅い）

　自分たちは今、戦術召喚士として、絶対禁忌の罪を犯おかそうとしている。







「……よし。いいぞ。その調子だ」

「しっ、黙っていろ」

　頭にたたき込んできた複雑な術式を唱えていくと、開かい門もん印いんが刻まれた右手が、いつものように虹にじ色いろに輝きはじめる。

　だがここで呼び出したいのは、いつも世話になっている精霊たちではない。

　いわゆるディルスマグナ世界の精霊とは異なる、こことは別の世界線の誰か。

　おそれ多くも異界の『稀人マレビト』、正確には『人間ニンゲン』なるものを、この場に引きずり出そうというのだ。

（さあ、ここからが本番だ）

　絶対禁忌の、罪の舞台のはじまりだ。

　秘匿名レッドリバー特有の、大たい河が、あるいは蛇にも似た赤い痣が、輝きの向こうへ消えていくのを、みな息をつめて見守った。

　ヒトは何な故ぜ禁忌に触れるのか。強しいて言うなら、救いが欲しかったと答えるだろう。

　ただただ、この終わりのない苦境を打開したかった。それだけだったと答えるだろう。





　　　　　＊＊＊






　次に襲いかかったのは、熱と痛み。灼しやく熱ねつとしか言いようのないもの。

　己の片腕を異界に飲み込ませたまま、秘匿名レッドリバーは絶叫した。

「あっ、ああああ──っ！」

「堪こらえろ！　今抜いたら全部終わるぞ！」

　日頃の精霊召喚術とは、明らかに勝手が違った。まるで煮にえ湯ゆに利き手をひたしたように、消えた右手に激痛が襲いかかる。

　反射的に手を引き抜きたくなるのを、なけなしの理性でおさえこむのが精一杯だった。

「あっ、か、かはっ」

「しっかり！　おい、誰か押さえてやれ！」

　秘匿名レッドリバーは、恥はじも外がい聞ぶんもなく叫び、仲間に総出で支えられ、盛大にもだえ苦しみながら、それでも利き手に神経を集中させ続けた。

　とにかく異界との通路は、この右手を通じて繋つながっているはずだった。

　焼けつくような痛みが、それを教えてくれる。

　今度は捜そう索さくだ。この先がどんな様子になっているかもあやふやだが、なんとか目的の『稀人マレビト』をつかんで、こちら側に引き下ろさないといけない。

　秘匿名レッドリバーが、見えない右手をのばし続けていくと、硬いレンガのような構造物に触れた。

「どうした」

「あった。建物だ」

　こちらの呟つぶやきに、周りがざわめく。

「いいぞ、引きずり込め！」

　おそらくは向こうの世界の城か、砦とりでのようなものだろう。中にはきっと『稀人マレビト』がいるはず。

「早く！　おまえがもたないぞ！」

　そうだ早く。早くしないと。

　もはや中の『稀人マレビト』の様子を、一つ一つ吟ぎん味みしている余裕はないようだった。そのまま城ごとこちらに、『稀人マレビト』を引き込むことにした。

「──顕けん現げん、せよ」

「そうだ行け！」

「うおおおおおおお！」

　出いでよ。禁忌よここへ！

　秘匿名レッドリバーは最後の力をふりしぼり、その右手で異界の構造物を握り込む。

　燃え上がり、炭と化すような激痛に耐え、握った手を現うつし世よへ引き戻す。

　爆音とともに、視界いっぱいに光が弾はじけた。





　　　　　＊＊＊






「──おい。しっかりしろ。大丈夫かレッドリバー」

　そして気がつけば、同どう胞ほうに抱き起こされていた。

　秘匿名レッドリバーは「ここは」と呟つぶやき、我に返る。一時的とはいえ、意識を失ってしまっていたらしい。

　起きられるからと助けをことわり、半身を起こした。

　禁忌の召喚に使った己の右手は、予想通り開門印ごと真っ赤に腫はれ上あがり、火傷やけどそのものの風ふう体ていをさらしていた。

　だが、それより気になるのは、そこまでしてやった召喚の結果だ。

「秘匿名ブラックオニオン。教えてください。『稀人マレビト』はどうしましたか」

「レッドリバー。まずは体調の報告だ。異常はないのか」

「異界のニンゲンです。確かにつかんだはず──」

　だが、秘匿名レッドリバーの前に膝ひざをつく男の肩越しには、茫ぼう漠ばくたる闇と荒野が広がるばかり。召喚前と、何一つ変わらない。

　全身から血の気が引いていった。

「ダメだった。何も現れなかった」

「まさか……失敗……そんな……」

「おい、急に動くな。危ない──」

「そういえば、何か、最後に指の間から抜けていった気もする」

　あれか。そのせいか。

　それが失敗に繋がったのか。

　秘匿名レッドリバーがどれだけ目をこらしても、側そばにいる男たちの顔が、悲しみに歪ゆがんでいくだけという、この状況はそういうことなのか。

　激しい怒りのあまり、痛む拳こぶしを、さらに地面へと叩たたきつけた。

「なぜだ！」

「やめろレッドリバー！」

「答えろ。我々は、弱い！　西の魔族のような魔力もなければ膂りよ力りよくもない！　眷けん属ぞくのモンスターもいない！　わずかな精霊召喚術と聖剣の勇者、有う象ぞう無む象ぞうの無む辜この民。たったこれだけで耐えろというのか!?」

　不平等にもほどがある。

　この脆ぜい弱じやくな身では、守れるものもあまりに少なすぎる。

「救いはどこにある。神よ。慈じ悲ひは、ないのか……」

　降り始めた夜の雨が、その場にいた者たちの涙を、一様に洗い流していった。

　撤収してしまえば、後にはもう何も残らない。

　誰に言うこともできぬ禁忌の実験は、無情にも終わりを迎えたのである。
















　丸まる宮みや敬けい太たは、異世界の『地ち球きゆう』から来た漂ひよう流りゆう者しやだ。




　中学二年でこちらの世界に召喚されてから、しばらくは魔王フードゥーと、一対一に近い生活が続いた。

「ヒトは、魔族のように眷けん属ぞくを持たない。基本は一いつ夫ぷ一いつ妻さいの結婚制度をもって、家族を作り繁はん殖しよくする。力も魔力も大きく劣る」

　暮らしていた場所はおそらく、彼女が西の闇あん黒こく大陸に用意した、個人的な離り宮きゆうのような所だったと思う。緑のない、陰いん鬱うつな禿はげ山に囲まれた邸てい宅たくで、暗いかわりに訪問者もやってこない、静かな環境で最初の足場を固めた。

　いわゆるこのディルスマグナという世界が、いかにケータのいた地球と違うか。

　西の大陸と東の大陸に分かれ、ヒトと魔族の二種族が争ってきた、歴史の流れや細かい文化風習の違い。文字の書き方と読み方。護ご身しん術じゆつや剣の稽けい古こ。

　まるで親鳥とその雛ひなのように。あるいは、導く教師と、導かれる生徒のように。時には友達のように。姉弟きようだいのように。あるいは──。

　とにかく魔王フードゥーはケータという漂流者に、様々なことを教えてくれたのだ。

　突とつ飛ぴすぎる現実を受け止め、覚悟を固められるだけの時間を、彼女はそうやって与えてくれたのだと思う。

「えーっと……現時点でのヒトの生息範囲は、東大陸のほぼ八割九分。魔王軍の侵攻により、それが七割六分まで縮小したこともあるし、逆にヒト側の勢力拡大により、西大陸の二割を獲かく得とくされたこともある。それは今から三十年前──おいこら。なに寝ねてるんだよフードゥー」

　読んでいた課題図書から顔を上げると、教師役のフードゥーが、すやすや隣となりで寝息をたてていた。

　ここは離宮の一角にある、勉強部屋のバルコニーだ。

　現在ケータとフードゥーは、部屋の中の作業に飽きたと言って、勉強道具と飲み物を持って、こちらに移動してきていた。

　飲み物は、細い硝子ガラスの瓶に入った、謎なぞの液体だ。材料も精製方法もわからないが、赤くてほのかに甘い味は気に入っている。

　葦あしの茎をストローがわりにさしてちびちび飲みつつ、柵さくの陰に座りこんで課題の音読をしていたケータではあるが、聞いてくれる者がこれではしょうがない。

　こちらが顔を近づけても、目の前で手を振ってみても、三角座りでぴくりとも動かないのはすごかった。

　はじめて見た時は女神と間違えた美び貌ぼうは、なんだか幸せそうにゆるんでいる。

　試しに頰ほお──いや、鼻をつまんでみた。

　フードゥーは、膝を抱えたまま眠りの体勢を維い持じしていたが、だんだん苦しくなってきたようだった。

「ふ、ふ」

　雪のように白い顔が、しだいに赤みを帯びてきて。

（くしゃみすんのか？）




《ふあっくしょん！》




　その瞬間、彼女を中心に巻き起こった黒い風が、竜たつ巻まきのように吹き荒れた。

　ケータも課題の本も筆記用具も、まとめてもみくちゃになって吹き飛ばされた。

「何をするケータ・マルミーヤ！」

「そりゃこっちのセリフだろうが！」

　ケータはバルコニーの一番端で、逆さまになったまま怒ど鳴なるしかなかった。

　まさかくしゃみだけで、魔力が暴走するとは思うまい。

「本当にそなたは礼れい儀ぎを知らぬやつだな。我を誰と心得る」

「……魔王フードゥー」

「その通り。我は地の底の永遠と、死と静せい寂じやくを崇あがめる魔族の王なり」

　隣に並べば、同じ十代の娘にしか見えない外見の上、何かというと寝てばかりの怠なまけ者ものだが、なめてかかれば痛い目にあうのだろう。

　彼女はこう見えて、このディルスマグナ世界の魔族と呼ばれる種族の中でも、圧倒的な魔力でもって他を従える、『唯ゆい一いつにして真なる魔王』だといわれている。

　詳くわしいことはよくわからないが、生まれついてそういう定めを与えられているらしい。

　ふだんはくしゃみで他人を巻き添えにする程度でも、死地のケータを蘇よみがえらせたのは彼女である。根本的に逆らえるはずがなかった。

　こぼれずに残った自分のぶんのジュースを飲みながら、フードゥーはすねたように言う。

「いい子守歌でよく眠れていたのに、なぜやめる」

「勝手にひとの声を利用するなよ」

　ケータはぼろぼろになった課題の本を抱えて、彼女のところに戻ってくる。

　こちらのジュースは、当然ながら木こっ端ぱみじんだ。

「同じ説明文を何度も聞くのは、眠るのにぴったりだ」

「読んでる俺は、もっと退屈だって気づいてくれよ」

「そうか。飽きてきたか？」

「まあ……ちょっとはな」

　谷底からこの離宮に連れてこられて、どれだけ時が過ぎただろう。

　課題に渡された本は、ごく初期から文化の説明に使ってきたテキストの一つだ。内容なら、とっくに頭の中に入っている。

　今では離宮のそこかしこで見かける、地球ではありえない意い匠しようや生き物についても、いちいち驚かなくなった。フードゥーより与えられる知識も、一通り吸収してしまうと、変化のない静けさが気にもなる。

「ふむ、なるほど。ぴーぴー混乱して泣きわめいていた頃に比べれば、格段の進歩だな。めでたいことだ」

「あっ、あれを持ち出すのは反則で──」

「ならばそろそろ次へ踏み出す頃か」

　フードゥーはそう言って、ぱちんと指先を弾はじいた。

　するとケータの背後にあった、硝子の戸口が開いた。

　部屋の中から、重じゆう厚こうな木製の『洋服ダンス』が進み出てきた。

（うっ）

　本当に、いきなりタンスの胴どう体たいに手と脚が生え、よたよたとこちらに歩いてきたのである。

『ごきげんよう、お客様』

「あ、ああ」

『しばしお待ちを』

　怪物洋服ダンスは、バーンと両開きの扉を開放。中から己の臓ぞう物もつを引きずり出し──ではなく、いくつかの服や小物を取り出し、ケータに手渡した。

『さよなら、さよなら』

「ああ、さよなら……」

　タンスは一礼し、また部屋の中へ戻っていく。

　いわゆるフードゥーが離宮の中で飼かっている、モンスターのうちの一匹だ。

　いちいち驚きはしないが、やはり一瞬息は止まる。

　向こうがよこしてきたのは、黒一色の衣服と、同じ色の仮か面めんだった。

「これは……？」

「そなたが身につけるものだ。今のままでは、いまいち魔族らしく見えないからな」

「え、魔族？」

　いまいち理解が追いついていないケータに、フードゥーは重ねて言った。

「つまりこういうことだ。そなたを蘇らせてからこちら、我としてもできうることを教えてきたつもりなのだ。幸さいわいこちらで思っていたより、そなたは物の覚えがいい。我にそなたを帰き還かんさせる術すべがない以上、次は自分の足で立たねばなるまい？　ディルスマグナの魔族なり、ヒトなりとして」

「俺は──」

「ここは安全な鳥とり籠かごだ。外に出ればその限りではない。我は魔族の王ゆえ、今後口くち添ぞえできることがあるとするなら、そなたを魔王軍の客かく将しようとして、我が配下に紹介してやることぐらいだと思う。だからこれを用意した。さあどうする──？」

　いきなり渡された無機質な黒い仮面と、その向こうにいる銀の髪の少女を、何度も見比べた。

　訳もわからずこの世界に連れてこられた時、拾ったフードゥー当人でも元の世界には帰せないと、早いうちから聞かされていた。

　だからこれからどうするのかという問いかけは、いずれめぐってくる問題ではあったのだ。

「……つまりそれって、あんたに仕つかえろってことか？」

「そうなるな」

　それでも彼女の側を離れるという選せん択たく肢しは、不ふ思し議ぎと思い浮かばなかった。

　本当に不思議なほど。

「……自分の足でって言われてもなあ……ここで俺が出ていっても、することなんてなんにもないし。ミケだって俺が面倒みないといけない」

「その通りだ。『ぺっと』だからの」

「まったく、魔王様が勝手に人間なんかにしちまうから」

　彼女の方も、こちらの言うことを尊重するふりをして、ずっと願い続けていたと思うのは、うぬぼれだろうか。

　拒絶しないでほしい。

　仲間になってほしいと。

「やるよ。『恩知らずにはなるな』って、死んだじいちゃんの遺ゆい言ごんだ。あんたの役にたってやる」

　ケータのかわいげのない決意に、魔王は──笑った。

　満天の星空の下もと、大輪の月げつ下か美び人じんが咲きほころぶように。












「よし、言ったな。本物の魔族は、ここの調教されたモンスターと訳が違うぞ。百ひやく戦せん錬れん磨まのうちの猛も者さどもに、取り殺されぬよう心してかかれ」

「お、脅おどかすなよ性格悪いな」

「脅しではない。新しい名が必要だな。魔族らしく威い厳げんに満ちた──」

　ヴェーレス。

　それが彼女の付けた、ケータの新しい名前だった。







　もちろん、はじめから順調だったわけではない。

　魔王プロデュースの新魔族、『黒仮面のヴェーレス』は、彼女の紹介で魔族社会にデビューすることになった。

　魔王城での最初のお披ひ露ろ目めは、いわゆる百ひやく獣じゆう族ぞくや竜りゆう人じん族ぞく、死し霊りよう族ぞくや地ち精せい族ぞくなどの、魔族の族長たちの前で挨あい拶さつをすることだった。

　デビュー当日は、居並ぶ連中の個性的かつ怖すぎる外見に、仮面の下で卒倒しそうになったものだ。

　魔族側は魔族側で、素顔も見せなければ背景も不明の一魔族（ケータのことだ）に、飛び抜けた地位を与えることへの、反発も多かったらしい。

　ただ普通にしているだけでも、不ふ穏おんな噂うわさや脅きよう迫はくが飛び込んでくる。

　こうなると、魔王様の後ろ盾だてだけでは心こころ許もとない。四方八方の敵に殺されぬためにも、必要なのは実績だった。

「フードゥー、フードゥー。俺が落っこちてたところにまた戻れるか？」

「は？」

「マンションの俺の部屋に、教科書とマンガが置いてあるんだよ！　あと順じゆん太たの部屋に百科事典。父さんの本棚に司し馬ばりよう太た郎ろうと三さん国ごく志しもあったはず！　母さんのクロゼットには──そうだ『王おう家けの紋もん章しよう』がてんこもり！」

「いや、いけることはいけるが……行ってどうするのだ？」

「今さら魔族あいつらと同じことやっててもダメだ。俺には経験も実力も足りない。チートでもしないと追いつけない」

　必死に頭の中をかき回し、少しでも役にたちそうな資料を思い返す。

　それからは、昼ちゆう夜やを問わず戦略や戦術を研究し、時には日本のマンガやアニメの知識まで動員して、魔王軍の中での勝ち星を稼かせいだ。時に功こうを急ぎすぎて寝首をかかれそうになれば返り討ちにし、忠ちゆう誠せいを誓う者には、相応のリターンを用意した。

　自分の中に、『黒仮面のヴェーレス』という、新しい仮想のキャラクターができあがっていく感覚だ。

　居場所ができていくのは何よりだったが、それより何より、魔王フードゥーの反応を見るのが楽しみだった。

　彼女はケータがどこで勝った、どこそこを改革したと説明すれば、いつも感心しながら聞いてくれた。

　およそ魔族の常識から外れているらしいケータのやり口に、時に苦笑し、時に驚きながらも、そこには感謝や信頼があったと思うのだ。役にたっているという実感があった。だからもっともっとと上を目指して。

　なのに──いったいいつから彼女は、ケータを必要としなくなったのだろう。

　考えても考えてもわからない。

　全軍の指し揮きを任せてから？　東大陸の遠えん征せいを命じてから？　もしかしたら、はじめからなにもかも間違えていたのかもしれない。

　ケータがずっと、知らなかっただけで。







　さんざんな目にあったその後は、魔王軍大だい元げん帥すいの地位を降り、闇黒大陸を離れて、ヒトの精せい霊れい召しよう喚かん術じゆつを学ぶフレッドフォード召喚学院に、ヒトのふりをして通いはじめた。

　現在は元の世界に帰還する方法を探すため、戦術召喚士候こう補ほ生せいとしての日々を送っている毎日だ。

　もういい。帰るんだ。

　いらないというなら、それでいい。元いた地球で日本で東とう京きよう都とで、荒あら川かわ区く民みんの丸宮敬太に戻るのだ。

　そんな焼けつく思いを、密かに燃やし続けながら。

「……あー、一ひと針はり、縫ぬっては……ちくちく、ちくちく……ちくしょう、魔王め……いだっ！」

　意識が朦もう朧ろうとしながら纏まつり縫いをしていたら、思い切り親指に針を突き刺した。

（つー）

　ケータは刺した親指を見つめる。すぐにぷっくりとした赤い血の玉が、指先に浮いた。

　なんだか悲ひ惨さんすぎて泣きたくなってきた。

「うう。これも全部やつのせいだ……」

　ここ最近の懸け念ねん事じ項こう。ただでさえスケジュールがたてこんでいるのに、余計な悩みの種まで『おっ被せて』きたあいつら。

　ケータは充じゆう血けつしきった目で、あたりを見回した。

　ここはあの魔王城でも、戦略拠点のベルタ城でもない。漂ひよう流りゆうの初期を過ごした、秘密の離宮でもない。東大陸第二の都市、パールバルにあるケータの下宿だ。

　二階にある寝室の窓は、カーテンが開いたまま。

　そこからさんさんと、よく晴れた朝の日差しがさしこんでくる。

　──けっきょく一度もベッドで眠らず、朝を迎えてしまったようだ。

　しかもケータが使うはずのベッドには、なぜかエプロンドレスのメイドが、丸くなって平和な寝息をたてている。

「……またこいつは当然のように……おいミケ。ミーケルウス。起きろって。俺はな、労働してる時に居眠りこかれるのが嫌いなんだよ」

　ケータが咎とがめると、メイドはぼんやりと薄目を開けた。

　地球にいた頃と変わらぬ澄すんだ草色の瞳で、まばたきを数回。

「あー、主人。おはようですだす」

「おはようですだすじゃなくて、おはようございますご主人様だ。というかな、スカート戻せ。尻しり見えてるぞ」

「んむー」

　まだ寝とぼけているらしいメイドは、のんびりとした手つきで、丸見えの下着をスカートで『ないない』した。さらには布の上からぱんぱんと小尻を叩き、これで安心ということらしい。

「ぐう」

「寝るな。おまえ、主人が徹てつ夜やしてるのに、よく脇わきでぐーすか寝てられるな」

「……？　それ、私に関係ありますか？」

　心底不思議そうに返される。

　いくら見た目は人間そっくりでも、元の姿は猫ねこなだけある。

　彼女の名前はミケ。由来は三み毛け猫ねこだからだ。

　例の召喚に巻き込まれた時、一緒のマンションにいたせいで、このディルスマグナ世界に来てしまったケータの飼い猫だ。今は魔王フードゥーのかけた魔法により、ケータと同じ人間の姿を取っている。

　東大陸のヒト社会に入ってからは、ケータに仕えるメイド『ミーケルウス』ということになっているが──根本的にお猫様の思考に、ヒトらしさを求めるのは限界があるようだ。

「いいですか主人。ここにふかふかのお布団があります。誰も使わないから、私が寝てあげます。ふかふかの無む駄だ遣づかいはいけない……」

「だから寝るなって。そんなメイド服着たまま。朝あさ飯めしの支度はどうしたんだよ」

　これにはミケも、痛いところを突かれたようだった。

　ふかふかのベッドの上で、メイドなミケは気まずそうに目をそらす。

「だって、キッチンに入れないです」

「え、なんで」

「……あのひとが使ってる……」

　消え入るような答えに、やっと意味がわかった。

　まったく、はじめからそう言え。

　ケータは縫いかけの布や針をサイドテーブルに置くと、ミケを置いて寝室を出た。

（苦手は、苦手だろうな。百獣族は、獣全般の支配に通じるっていうし。あいつ元は猫だし）

　一階への階段を降りていくと、途中からもう異様な臭においが鼻をついた。

　臭いの元であるキッチンでは、小こ柄がらな少女が一人、火を使って料理をしている最中だ。

　単純な見た目だけを言うなら、小学校高学年ぐらいだろうか。

　ふんわりと羊のような巻き毛を二つに結い、ピンクのドレスにフリルのエプロンを着けている。とても可か愛わいらしい。

　背中に大きなライオンのぬいぐるみを、おんぶひもでくくりつけ、踏み台に登って鍋なべをかき回しているので、本当にヒトの子供がお手伝いをしているように見える。

　だが、彼女がかき回している寸ずん胴どう鍋からは、紫色に変色した豚の鼻のようなものがはみ出ていて、料理にはふさわしくない、巨大な昆こん虫ちゆうの足だけが、まな板の上に散らばっていたりもする。

　なんというホラーショー。

「ベスティアリ……」

「あっ、閣かつ下かが起きてきたー」

　ぬいぐるみを背負った少女が、くるりと振り返る。

　やわらかい巻き毛の間から、尖とがった耳が、一瞬だけのぞいた。

「んふふー。もうちょっとでできあがるよ。待っててね。ベスティアリ特製、地じ獄ごく黒くろ豚ぶたの溶よう岩がんアリ煮込み」

「おい貴様。ふざけるな。なんだこの臭いは。ご近所の方からクサいって苦情が来たらどうするつもりだ。賃ちん貸たい暮らしなめるな」

「決め手はぁ、三種のハーブ。わざわざ西大陸から持ってきたんだよ。あの猫は用意してないと思ったから。ほーら見て、この色つや。サイコーでしょー？」

　聞けよ。

　少女がおたまを持ち上げると、忌いまわしい色合いの豚とん足そくが、でろっと現れた。

　ケータは激しい頭痛を覚え、眉み間けんをおさえる。

　完かん徹てつによる寝不足のせいなのか、非常識な異臭のせいなのか、はたまたその両方なのか、もうよくわからなくなっていた。

「とりあえずこれ食べたら、一緒に魔王軍に戻ろう？　ヴェーレス君」

「断る」

「またまたあ。遠えん慮りよしないで」

　彼女の名はベスティアリ。

　見た目は子供のようだが、魔族の中でも百獣族の長おさをしている傑けつ物ぶつだ。

　ともに第七次東大陸遠えん征せいを旅した、魔王軍四天王の一人でもある。







　魔族はもともと、部族ごとに分かれて統とう制せいをとってきた種族だ。

　百獣族や竜人族、死霊族や地精族といった四大部族の長に、力の象徴として魔王が君くん臨りんする。魔王軍でも同じ構造をとっていたが、そこに大元帥という地位でもって割り込んだのがケータなのだ。

　大元帥と四し天てん王のう。

　形の上では上官と部下にはなるが、背負っているバックボーンはまるで違う。

　上下関係を認めさせるまでも苦労が多く、実際、ケータは何度か殺されかけた。

（あれはあんまり思い出したくない。どいつもこいつもえげつなかったし）

　ある者は焼き殺そうとし、ある者はかみ殺そうとし、ある者は踏みつぶそうとし、ある者は取り殺そうとした。どれが誰とはあえて言うまい。

　そして、諸しよ処しよの衝突のあとに友情が生まれるという言葉もある通り、その後はなんだかんだと一緒に戦ってきたが、問題は今である。

　この大魔族様がケータの前に現れたのは、本当に突然だった。

　いわゆる合同調査団の旅も終わり、各候補生への聞き取りも、ようやく一段落ついた頃。ケータが学院から下宿の集合住宅テラスハウスに帰ってきたら、なぜか家の前に立っていたのである。

　まるで田舎いなかから出しゆつ奔ぽんしてきた家出娘のように。

　しかも、長なが耳みみをさらしたままの丸腰で。

　絶叫しなかった自分を褒ほめてやりたい。

　さらにやけくそで付け足すなら、ベスティアリが持ってきた地獄黒豚というものは、西大陸の一部に生息している、野や生せいの豚の一種だ。

　この豚は極度に温おん暖だんな気候を好み、活かつ火か山ざんの火口付近などに群を作って暮らしている。非常に特殊な生態のため、生きているうちから焼き豚の良い匂においが漂い、西大陸グルメには欠かせない食材の一つであると言われている。

「はい、いっぱいあるから食べてね。ダーリン」

「やめろ。貴様と新しん婚こんごっこをする趣しゆ味みはない」

「やだあ、新婚なんて。照れるよー」

　本日のマルミヤ家の朝食は、大皿いっぱいに盛られた、四天王ベスティアリ特製・地獄黒豚の溶岩アリ煮込みになった。

　その煮に汁じるは濃い紫色で、緑色の油ゆ膜まくが、ラーメンスープのように薄く浮いている。

　キッチンいっぱいに漂っていた異臭は、ご近所の苦情にそなえてすべての窓を閉め、食堂に鍋を移した時点で刺し激げき臭しゆうにまで高まっていた。

　まばたきをするだけで、悲しくもないのに涙がにじむ。

　ケータが生きてきた十数年という年月の中で遭遇した、明らかに食ったらいけないという姿形をしているのに、食べたら意外といける──それが西大陸および、魔族の作る食事というものだった。だから経験として、この見た目でも毒は入っていないことはわかっている。

　ケータは意を決し、紫色の豚足にナイフを入れた。

　ほとんど力を入れていないのに、肉はあっけなく骨から外れた。ほろりはらりと、驚きの柔らかさだった。

「溶岩アリと一緒に煮込まないと、この食感は出せないよねえ」

　ベスティアリのウンチクを、右から左に聞き流し、ゼラチン質の多く含まれた肉片を、慎しん重ちように口の中へと入れた。

　もぐもぐよく嚙かみ、飲み込む。濃のう厚こうなうま味とともに、地獄黒豚特有の、香こうばしい風味が口いっぱいに広がった。

「あははははは」

　ケータは涙を流しながら、絶妙な味わいにもだえた。

　何な故ぜだ。どうしてこんなに臭くてグロいのに旨うまいのだ。そういう理り不ふ尽じんな気持ちに胸が震える。

（実際、詐さ欺ぎだろ）

　はじめは警戒色バリバリの食材に拒否反応が出て、どんなに素晴らしいごちそうだと言われようと、一部のナッツ類と果くだ物ものぐらいしか食べることができなかったケータである。だが今はどうだ。『そこはそれ』と、グロい見た目を無視して口に入れることができるようになってしまった。本当に慣れとは恐ろしい。

　しかも、この地獄黒豚の溶岩アリ煮込みのように、ここでしか味わえない奇き跡せきの味が存在することもわかっているのである。

　隣ではミケが、テーブルの上に両手を乗せたまま、皿のぶつ切り肉を今か今かと凝視している。猫舌の彼女は、冷めないとかじりつけないのだ。ああここにも、異界に毒された猫が一匹。

　ベスティアリは、膝ひざに乗せたライオンのぬいぐるみをなでながら、にこにことこちらを見守っている。

「気にいってくれてうれしいなあ。そろそろこういう味に飢うえてる頃だとおもったんだよ。ベスティアリのカン、だいせいかーい？」

「ふん、まあ食えないこともないな」

「さっ、お腹なかいっぱいになったらここを出よ？」

「イ・ヤ・だ」

　即答してやった。

　ベスティアリは、頰を可か憐れんにふくらませ、

「ひどーい。嫌だじゃなくてイ・ヤ・だ？　区切っちゃうの？」

「区切る」

「聞いたモイモイ。ありえなくない？」

　ぬいぐるみに話しかけている。だが何度言われようと、考えは変わらないのだ。

　どうして今さら、魔王軍に戻れなどと言われないといけないのだ。

　家出娘同然でやってきた彼女の目的は、なんと『ヴェーレスを魔王軍に連れ戻す』なのである。

　はじめに聞いた時は、あまりの衝しよう撃げきで息ができなかったし、しばらく開いた口が元に戻らなかった。

　いったいおまえらのどの口がと、激しい憤いきどおりがわいたものだ。

「何度も言ったが、俺は戻る気なんてないからな。今さら恥はじを知れと魔王に言っとけ。先に無関係呼ばわりしたのは、そっちだろう」

「だからー、それについては魔王様も反省してるんだってば。ヴェーレス君がほんとにいなくなっちゃって、やっぱり手放すんじゃなかったって、すごい悔くやんでるんだよ？」

「ぐ──」

　ケータの心しん臓ぞうに、何かが刺さった。

　あのフードゥーが──反省？　手放すべきではなかったと悔やんでいる？　ケータのことを？　本当か？

「カドゥケス君の件は、聞いたよ。あれは完全にカドゥケス君の暴走。本当に災さい難なんだったと思うし、こっちの不手際ってことで謝るね。キミ直属の部下だったとしても、今はなんの関係もないもんね」

「一応聞くが、魔王軍が騎士団と裏で繋がってるって線は、本当にないんだな？」

　内心の動どう揺ようをおさえ、ケータは確認する。

　ベルタ城でガイ・カラベラスは、筆ひつ頭とう参さん謀ぼうカドゥケスにそそのかされて、『ハーメルン』に手を出したと言っていた。そこには騎士団側の軍ぐん縮しゆくに魔王軍がまきこまれないためという、もっともらしい理由までついていた。

「ないよ。和平死守の方ほう針しんは、今日まで魔王様の一貫したご意思だもの」

「だろうな」

「カドゥケス君はキミを慕したっていたし、キミのいない魔王軍に絶望していた。宝ほう物もつ庫こから『ハーメルン』を持ち出した後は、ずっと行方ゆくえをくらましていたの。なんなら死霊族の長の方から、お詫わびのレターでもしたためさせようか？　ウチの部族からスカタンを出してスミマセンって。そしたら戻ってくれる？」

「逆に嫌がらせだろうが。あれに手紙書かせるなんて終わらねえ・まどろっこしい・読みづらいの三コンボだろうが」

「そうだよね。キミがそう言うのもわかる。でもね、今でも軍でキミの存在が大きいことは、疑わないでほしいんだなあ」

「……ふん。騙だまされると思うな。口ではなんとでも言えるだろ」

「じゃあなおさら、ちゃんと魔王様に会って確かめるべきじゃない？　そうだよ。どんな文句も釈しやく明めいも、こんな遠いとこにいたら意味ないってことだし」

　この女、どうして一番嫌な時に正論を繰り出す！

「それでもだ。俺は、魔王軍には戻らない。魔王のやつから聞いただろうが、今のこの姿が、俺の本来の姿なんだ。このまま元の世界に帰る。ごちゃごちゃ言われようと、考えは変わらない。以上だ！」

「そうかなあ」

　ベスティアリは、ここまで言われてもマイペースだった。

「んー。ベスティアリが思うに、けっこうキミは、大元帥の地位に愛あい着ちやくっていうか、未み練れんがあるように見えるよ？　こんなの取っておくぐらいだし」

「ああ！」

　ベスティアリは、まるで料理番組の進行係のように、テーブルの下から、大元帥の黒い仮面を取り出した。

「き、貴様……！　卑ひ怯きような。クロゼット開けたのかよ」

「実はキミが魔族じゃないって魔王様から聞かされた時は、確かにびっくりしたよ。ベスティアリたちにとってのキミは、この仮面そのものだったからね」

　物珍しそうに、仮面の裏や表をなで回している。心の中で悲鳴が漏れた。やめろ、やめてくれ、大事な塗と装そうが剝はがれる！

「いろいろ噂したよー。『その目を直じかに見た者は石と化す』とか、けっこう本気で信じてたし。まさか仮面の中身が異界の稀人マレビトで、そんなさっぱりしたお顔だとは思わなかったけどね。稀人マレビトってヒトとほとんど変わらないのね。あはははは」

　ケータは黙って、ベスティアリから仮面を奪い取った。そして言った。

「いいか聞けベスティアリ。これは取っておいたんじゃない！　新しく作ったんだ！」

「へ？」

「創立祭の劇げきで使うんだよ！　いまマントの方も縫ってる！　衣装係だから！」

　まさかベスティアリの方も、元魔王軍大元帥『黒仮面のヴェーレス』の口から、『縫ってる』『衣装係』なる単語を聞くとは思わなかったらしい。

　なんのことか分からずきょとんとしているベスティアリに、ケータは重ねて力説した。

「無知で愚ぐ鈍どんな貴様に教えてやろう。今度この俺が通っているフレッドフォード召喚学院で、創立祭が開かれるのだ！　どうだ驚けひれ伏せ！」

「ヴェーレス君、かなり口調戻ってるよ。大元帥」

「い、いいから。とにかくそこじゃ、俺がやるような劇あり研究発表あり、成績優秀者による精霊召喚タッグトーナメントありって具合でな。わざわざ王都から『光の勇者』や『白しろの腕かいな』まで視し察さつに来るんだ」

「勇者」

「そう勇者。勇者ハイラント・ビスマス」

　勇者や英雄の定義は、古こ今こん東とう西ざい、世界が変わってもいろいろあるだろう。

　この世界における勇者とは、ジェムナスティア皇こう国こくに七振りしかない聖剣のうちの最強の一振り、『バリアントフレア』の適合者だと言われている。

　魔族に押されっぱなしだった先の大戦でも、勇者ハイラント・ビスマスが聖剣とともにあげた戦果は、ヒトの中でも図抜けていた。

　大戦が終わった今でも、通称『光の勇者』としての人気はとどまることを知らず、学院側も大物ＶＩＰが呼べたと気合いが入りまくっているのだ。

「……へえ」

　ベスティアリは、幼よう女じよな外見らしからぬ冷笑を浮かべた。

「あの『光の勇者』がねえ。あいつに斬きられた腕のことは忘れないよ」

「忘れんでもいい。でも余計な真似するなよ。とにかく俺は、そっちに戻る気はないから。あと飯はうまかった。じゃあな！」

　ケータは早口に言うと、食事もそこそこに二階へ舞い戻った。

　ヴェーレスとケータ。口調も混じりはする。なんせ全く寝てないのだから。

（締め切りまであと二時間！）

　そして縫いかけだった大元帥マントを、大だい車しや輪りんの勢いで完成させると、ダッシュで学院に向かったのである。
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　そうだケータ・マルミヤ。今さらの甘かん言げんに、惑まどわされてはいけない。

　ケータはいわゆる『蛇へびの開かい門もん印いん』を持つ戦術召喚士を探すため、フレッドフォード召喚学院に入学したのだ。

　ここに入学するにあたって、試験だって受けた。呼び出せるものはヒヨコだけだが、精霊召喚術だって使える。

「ちょ──」

　その学院まであと二百メートルという地点で、ケータは予想外の人ひと混ごみに行く手をはばまれた。

　なんの変へん哲てつもない、いつもの通学路である。

　ここパールバルは、新規住民が多い『新しん興こう地ち区く』、フレッドフォード召喚学院を中心にした『本ほん市し街がい』、さらに昔ながらの住宅地である『川向こう』の三つのエリアが、二つの川の流れで区切られている。

　ケータが暮らしているのは、新興地区の集合住宅テラスハウスだ。

　周りにも似たようなアパートメントや、新築の家があふれている。どこもかしこも新しいが、やや薄っぺらい急ごしらえな街並み。ここから橋を渡って、学院のある本市街へ向かおうと思っていたのだ。

　どうも街の治安を維い持じする保安兵が、本市街へ通じる橋の両側に立って、検けん問もんをしているようだ。おかげで歩道も車道も、完全に流れが止まってしまっている。

（早くしろよ！　時間ないんだから！）

　思わずその場で足踏みをしてしまう。ふと横を見れば、同じように本市街の職場に遅刻しそうな老ろう若にやく男なん女によが、同じ顔つきで足踏みをしていた。

　勇者がやってくると決まってから、この街の警備はいっそう厳しくなった。

　そこかしこで検問や職務質問が行われ、以前は多少あった、風ふう俗ぞくや政治的なビラは一いつ掃そう。勇者一行が泊まると目されるホテルは、現地入りの瞬間を狙ねらう記者と野や次じ馬うま、さらにはそれを追い払う警備の人員であふれ返り、建物の前で立ち止まることさえ許されない雰囲気だ。

　前にうっかりホテルの前で鞄かばんの中身をぶちまけてしまった候補生が、それを拾う前に保安兵に拘こう束そくされて、朝まで帰れなかったと聞いている。

　これはしばらく進まないと悟ったケータは、遠回りをするためきびすを返した。

（勇者のやつめ！）

　実を言うとケータは、勇者と直接手合わせをしたことがない。

　単純にタイミングの問題なのだが、こんなところで、勇者様のご威い光こうを体験するはめになるとは。

　そうしてなんとか学院までたどりつくと、また異様な熱気に包まれるのだ。

　ベスティアリに言った通り、現在フレッドフォード召喚学院は、来たる創立祭の準備に沸わいていた。

　どれぐらいと言われれば、『盛大に』だ。

　通用門から校舎へ向かう間も、設営委員の者たちだろうか。そこかしこで候補生の声が聞こえてくる。

「はいオーライ、オーライ、止まって。そこがゲートの目安になるからな──」

「手ぇ空あいてるやつ、グラウンドに集まれ！　精霊召喚するぞ！」

　あの任務達成率やポイント奪だつ取しゆにしのぎを削り、成績に一喜一憂する点取りの鬼たちが、正せい規きのカリキュラムもそこそこに、今だけは設営や出し物の準備などに打ち込んでいるのである。信じられない光景だった。

　校舎の中に入ると、今度は書類や模も造ぞう紙しを抱えた候補生が、「○○ページに誤字！」と叫んで走っていく。

　あちらはおそらく、何かしらの研究発表を受け持っているのだろう。共通点はインクの染み。目だけがぎらぎら輝いている。

（高校の学園祭とか、こういう雰囲気なのかな）

　ケータが経験しないで来てしまった世界だ。

　地球の学校に通っていたのは、中学二年の途中までだ。なんとなくしんみりしてしまったが、直後に閃せん光こうと轟ごう音おんが響いた。

　窓から表を見れば、どうやら精霊召喚術で土の精霊を呼び出し、グラウンドの地面を掘くつ削さくしたやつがいたらしい。さらにはスコップやツルハシを持った候補生が、列をなしてグラウンド内に入っていく。

（うん、普通にないな）

　たとえどんな高校だろうと、こんなやり方で土木工事をする現場はあるまい。比べても意味はない。

　彼らがあそこでやっている大工事は、創立祭のメインイベント、精霊召喚タッグトーナメントのスタジアム作りだ。

　成績上位陣のみが参加を許されるトーナメントで、華か麗れいな召喚技術を競うのだそうだ。

　今回はＶＩＰとして勇者も来るし、覚えのいい者は引き抜きもあるという噂だから、気合いもひとしおだろう。

　ケータはもちろん、トーナメントの選せん抜ばつからは漏れた。教官とともに行う、精霊召喚術の研究発表グループからも漏れた。残るは有ゆう志しによる演劇で、これはトーナメントなどの前座的な立ち位置だ。

　ケータはここの裏方の、衣装係に収まった。

　当日は誰に見られることもない、壮そう絶ぜつに地味なポジションだが、目立つつもりもないので問題ない。

（それより、勇者と一緒に『白の腕』が来るっていうのが、俺的には重要だろ。俺が探しているのは、俺を召喚できるぐらいの戦術召喚士なんだ）

　強大な魔力を持つ魔族がいる一方、他者を召喚する技を持つのは、ヒトのみだと言われている。

　勇者ハイラント・ビスマスの護ご衛えいとして、あの最強の戦術召喚士集団、『白の腕』が同行すると言うのだ。

　異界の人間を召喚してはいけないという、伝え聞いたタブーさえ無視してしまえば、『白の腕』以上に腕のたつ戦術召喚士はいない。

　彼らを調べて損そんはないはずだ。







　指定された教室のドアを開けると、「ちがあう！」と、鋭い叱しつ責せきの声がとんだ。

　とっさに肩をすくめるケータだが、怒っているのは、ケータにではなかった。

　イリス・カーネリアンが、なにやら居並ぶ候補生に、あれこれ注意をしている。

　彼女は劇の演出係なのだ。

「もういいわ。まずは五分休憩よ。いいわね──あらゼロパーセントじゃない」

「や、やあ。例の衣装、できたから持ってきたんだけど」

「本当？」

　イリスがポニーテールを揺らして、駆け寄ってくる。こちらが衣装を差し出すと、彼女はその場で広げ、さらに顔を輝かせた。

「うわあ……素敵！　やっぱり『黒仮面のヴェーレス』の衣装は、本家に任せた方がいいと思ったのよね」

「ははは……」

「このマントの裏地の処理とか、すごいリアル……見てきたみたい」

　見てきたどころか着てましたよと、乾かわいた笑いが漏れる。

　イリスは『魔王軍マニア』としてのケータに依頼したつもりなのだろうが、まさか『黒仮面のヴェーレス』本人に頼んでいるとは思うまい。

　こうして客観的にイリスを見ると、思っていたよりは背が低い。

　たぶん彼女自身の姿勢の良さと、制服ですらはっきりわかる抜ばつ群ぐんのプロポーションのせいで、実際の背丈よりも高く見えるのだろう。

　トレードマークであるポニーテールのリボンは、日によって色が変わり、今日は紺こんに落ち着いていた。

（べつに、態度自体は普通だよなあ）

　あれから一度も、魔力封じのピアスは外していない。

　ベルタ城での一件もあり、『ピアス再さい装そう着ちやくの条件は、ケータを愛する女性の登場』などという、フードゥーの言葉が気にもなった。しかし、あの時近くにいたのは、彼女ともう一人ぐらいだった。間違いである可能性の方が高いだろう。

「でも、軍ぐん曹そうも律りち儀ぎだよな。俺と違ってトーナメントの練習だってあるのに、こんな前座の劇まで面倒みてさ」

「軍曹はやめてって。単にどっちも手を抜きたくないだけよ」

「それがらしいって言うんだよ。次の席次発表では挽ばん回かいしたいとこだろ」

　ベルタ城から帰き還かんして、ケータたちの間で変わったことはいくつかある。

　まず、不動の女王の座を疑わなかったイリス・カーネリアンが、月間ランキングのトップから脱落した。

　これはそれなりに衝撃の出来事だった。

　かわりに一位に躍り出たのが、あの『天才』ライラ・アズライト。

　イリスは淡たん々たんと次の月には返り咲くと言っているが、トーナメントで優秀な成績を取りたいとは思っているだろう。

　あの合同調査団の旅の中で、本当なら『白の腕』入りは確実だと言われていた手て柄がらを、ドブに捨ててしまったのだから、なおさらだ。

「そうねえ。みんなそう言うんだけど、変な先入観はやめてほしいのよね。なんかもめ事が増えるばっかりだし」

「ん？　なんかもめてるのか？」

「知らないならいいわ。こっちの話……というかゼロパーセント。やっぱりちょっとこの衣装、地味すぎない？」

「は？」

　まさかそう来るとは思わなかった。

「地味って、どこがだよ」

　一応こちらは思い出せる限りで、魔王軍大元帥『黒仮面のヴェーレス』を再現したはずだ。

　イリスはマントをあらためて広げ、真剣な顔で考えこんでいる。

「いいか軍曹。たとえばこのあわせの部分の隠しボタンなんてな、小さいけど魔王軍の紋もん章しようが刻んであってな、ここまで表現してる舞台衣装なんて、プロの劇団でもないはずだぞ。あとはこっちの刺し繡しゆうとか」

「違う。違うの。そういう地味でマニアで些さ細さいなこだわりじゃなくてね、私が言いたいのは、こう──ぱあっとした華やかさなの」

　ケータは急に、ヒトの言葉がわからなくなった気がした。

「襟えりはもっと大きくして、客席から見えるところにスパンコールを縫いつけてくれない？　角度によってキラキラ輝いて、きっとかっこいいわ。肩布もただの赤じゃつまんないから、バラのコサージュを足すってどう？　パンツのサイドラインにもラインストーンをましましにして、ばさっとマントをひるがえせばダイヤがキラッと」

　一応地球にいた頃から、外国語のヒアリングだけは自信があったのだ。

　でもそれも幻まぼろしだったのか。

　なんでこんなにイリスの言うことが、意味不明に聞こえるのだ。

「ち、ちょっと待て。確認させてくれ。俺たちがやる劇は、『皇帝より聖剣を託された光の勇者が、魔王軍を蹴け散ちらし平和をもたらす来らい賓ひんヨイショ劇』じゃなかったのか？　悪役だぞヴェーレスは」

「そうよ。確かにヴェーレスは倒されるけど、悪と善って簡単に割り切れるものではないと思うの。そういうのって古くない？」

　おいおい。急に哲てつ学がくにはまりはじめた、中学二年生女子のようなことを言い始めたぞ。

　彼女は大元帥のマントをぎゅっと抱きしめ、遠い目をしている。

　うるんだ目元が、妙に赤い。

「悪は善であり、善は悪であり、だからこそヒトは思い悩み、歴史は繰り返す……私はヴェーレスも勇者も、等しく平等に扱いたい。ヒトと魔族の間に和平が結ばれたように、本編が終わった後のレビューでは、笑顔のヴェーレスと勇者を絢けん爛らん豪ごう華かな歌と踊りで彩りたいの」

「そ、そうか。歌と踊り……絢爛豪華……」

「ああヴェーレス。できればもう一度会いたい……なんて言ったらいけないわね。ううん、今のはなし。オフレコで」

「イリスさーん。休憩終わりましたよお。勇者と大元帥がラストで背負う羽は根ね飾かざりの件なんですが──」

「あっ、その前にバックダンサーのラインダンスだけ合わせてみてもいい？　気になるところがあるの」

　宝たから塚づかかよ！

　ケータはもう少しで絶叫しそうだった。

　これはトーナメントの片手間の演出どころではない。

（むしろむちゃくちゃ力入ってないか？　軍曹的にこっちが本命くさくないか？）

　イリスは生き生きと、水を得た魚のように出演者に指示を飛ばしている。実際にスパンコールに輝く自分を想像し、めまいとともに寒気を覚える。

「い、嫌だ……光もんは勘かん弁べんしてくれ……」

「なあ。ちょっと」

　振り返れば、見覚えのある小こ柄がらな少年が、ドアから顔だけ出していた。

　人呼んで『スキッパー』トッド・コランダム。

　一緒に合同調査団の旅もした、年下の候補生だ。

「ああトッドか。どうしたんだよ」

「……べつに。カーネリアン呼んでくれない」

「軍曹？　ちょっと待てよ。おーい軍曹！　トッドがお呼びだぞ！　目ーをーさーまーせ！」

「ばっ、声でかい」

　ケータが声をはりあげる。イリスが振り返った。

　トッドは大勢の視線を浴びて、きまり悪そうにそっぽを向く。

「なあに、どうかしたの」

「…………トーナメントのミーティング。大講義室でやるって」

「うそ、もう？　時間早まったの？」

「例の件で新しい提案が出たから、そっち含めて話し合うって」

「なによそれ。話し合うって、そもそも譲じよう歩ほする必要あるの──？」

　イリスはぼやきながら教室を出ていこうとし、思い出したようにケータの方を振り返った。

「ゼロパーセント。ラインダンス隊の足の角度だけでも、チェックしておいてくれない？　どうしてもつま先が綺き麗れいにそろわないの」

「……お、おう……」

「じゃ、よろしく」

　ポニーテールの赤毛が、忙せわしく遠ざかっていく。

　トッドとイリスは、今度のタッグトーナメントで、一緒に組むらしい。

　あの旅の中では、ディスコミュニケーションと本の虫ぶりを披ひ露ろうしていたトッドにしてみれば、目覚ましい変化と成長と言えた。

　ただ、それでもこういう時に、彼らのエリートぶりを実感するケータである。

　こちらが当然のように漏れた選抜に、彼らは普通に選ばれているのだから。

　留守を任された落ちこぼれはと言えば、スタイリッシュなラインダンスを直視するのも嫌なので、言いつけを守らず今後のことを考えることにした。

　稽けい古この邪魔にならないよう、教室の隅すみに腰掛けると、ポケットにしまっていた手帳を取り出す。

　手帳には、ここまでの街の警備状況と、創立祭当日のプログラム、さらに『光の勇者』と『白の腕』がどこに案内されるかの予想が、細かに書き込んである。

　やるとなったらネチネチ陰いん湿しつなぐらいにというのが、ケータの魔王軍時代からの信条であった。

　さきほどグラウンドの設営状況を見たので、気づいたことを書き足した。

（……『白の腕』は勇者の護衛だって言うんだから、勇者と一緒に貴き賓ひん席せきにつくんだろうな。人数は何人だろう。一人や二人ってことはないとして……パールバル在ざい駐ちゆうの騎士や保安兵が、どれくらい入るかがポイントだな。予算が出るなら、全部『白の腕』のみでそろえるってセンもあるだろうけど。あとはどうやって個人的に接触するかだ……）

　大戦が終わった今でも、勇者の扱いは皇族なみだ。

　街の警備の物々しさでも分かるように、どこに行くにしても、最上級の警備態勢が敷しかれるのはわかりきっていた。

　生意気な勇者殿の顔を拝おがんでみたい気持ちもあるが、今はとにかく『白の腕』だ。彼らに近づき、その開門印を確かめることができればいい。

「……どうするかな……いっそ空気読めない候補生のふりして、サインや握あく手しゆでも頼みにいってみるか？　勇者本人よりはまだ目があるかもしれないし……」

　無む邪じや気きなファンを装うには、魔王軍マニアの烙らく印いんが邪魔をする。

　試し行こう錯さく誤ごを、ぶつぶつと呟いていた時である。

「ああいたわ。そんなところにいたのね、マルミヤ君」

　甘やかな声音に、はっとする。

　ケータは慌てて、秘密の手帳をポケットに戻した。

　教室のドアから、一人の女子候補生が顔を出していた。

　長い黒髪を結わずに垂らし、細ほそ面おもての楚そ々そとした感じの少女だ。

　顔立ちは文句なく整っているが、どことなく雰囲気に影がある。

　彼女は切れ長の瞳を細め、「ちょっと来て」とケータに向かって手招きをした。

　誰だろう。見覚えのある顔ではなかった。

「俺に何か……？」

「悪いけど、一緒に来てほしいの。この腐りきった世の中を変えるのに、あなたの力が必要になったから」

「は？」

「みんな待ってるから。さ、早く」

　そう言って、ケータを教室の外へと連れ出してしまった。

　どうしよう。無能のゼロ野郎と呼ばれたり、魔王軍大元帥として、破壊のかぎりを尽くしてくれと言われたことはあるが、救ってくれ的なことを言われたのははじめてだった。

　楚々とした黒髪の彼女が、急に何かの巫み女こめいて見えてくる。

「そういえば、旅の怪け我がは大丈夫？」

「え、俺？」

「心配したのよ。道案内ってだけで合同調査団に選ばれて。あげくに想定外のモンスターに遭遇エンカウントして、全滅しかけたっていうじゃない。ちゃんと学院からポイントは貰もらえた？」

「……あー、まあ、ちょこっとは」

「本当に同情するわ。ああいうのはね、ポイントをあげたい相手が決まっているものだから。辞じ退たいするのも手だったわよ」

「ちょっと待て。ごめん、もしかして前に話したことあった？」

　救国の巫女さんは、その場に急停止した。

　綺き麗れいに切りそろえた前髪の下から、ギッとこちらをにらみつけてくる。

『屈くつ辱じよく』、と顔に書いてあった。

　──巫女、普通こんな顔しない。

「や、やっぱりあったんだな。ごめん、ど忘れして」

「……いいえ喋しやべったのは初めてよ。まさかド底辺のウジがごとき女のくせに、顔と名前が普通に知られているなんて、思い上がりもいいところだったわ。自己紹介が遅れて、本当に本当にごめんなさい。私は作戦行動班一の副班長をしている、シシー・トパーズと言います。合同調査団の選抜メンバーには選ばれなかったけど、今度のトーナメントにはエントリーできる程度の微び粒りゆう子し的存在だから。覚えておいて」

「そ、そうか」

「そうなのウジ女だけど」

　いきなり成績の話を持ち出されると、どう返していいかわからない。しかも超自じ虐ぎやく系けい。

「……ふん、そうよ。学院のポイントシステムなんて、思おも惑わく一つで簡単に変わる。これ以上運営のひいきにはつきあってられないんだから。覚悟してなさい──」

　シシーは独り言のように呟いていた。

　そのまま連れてこられたのは、大きめの講義室だった。

　扇おうぎ状じように机が配置され、黒板に近い位置に、四十人近い候補生たちが、半分にわかれてたまっていた。

「ゼロパーセント」

　その中でこちらの名を呼んだのは、イリス・カーネリアンだった。

　彼女の隣には、トッドもいる。

（──え、ってことは、これがタッグトーナメントのミーティングなのか？）

　確かに居並ぶメンバーは、合同調査班でも顔を合わせた、成績優秀者が多く交じっていた。

　シシーが教きよう壇だんにいる、角刈りの青年に向かって言った。

「実行委員長、連れてきました。彼こそが『鍵かぎ』です」

「本気か、君たち」

　青年は渋じゆう面めんで返す。

「本気もなにも、これだって譲じよう歩ほに譲歩を重ねてと申し上げてきましたが。私たちはライラ・アズライトの、トーナメント出場取り消しを求めてきたんですから」

「だから、そういう真似やめなさいよ！　みっともない！」

　イリスが椅い子すから立ち上がって怒る。

「いくら自分がかなわないからって、ひいきだなんだって難なん癖くせつけて排除するなんて、恥ずかしくないの？　そんなに勝ち残りたいってわけ？」

「ええ、残りたい。一勝でも多く勝ち残りたい。あなたは違うの？　カーネリアン」

　シシーは真顔で反論した。

「偽ぎ善ぜんはやめにしましょう。誰だって勝ちたい気持ちは同じ。だからこそ、運営には公平を保証してもらわないといけないの。でもアズライト家の至し宝ほう、ライラ・アズライトがいる限り、今の運営では公平なジャッジが望めない」

「そんなの決めつけだわ」

「決めつけじゃないわ。あなたが一番よくわかってるはず。卑ひ劣れつな連中ときたら、とうとう臆おく面めんもなくアズライトを首席にもってきたわ。最低限の建たて前まえまでなくしてきてる証拠よ」

「──あ、あれは、単に私が油断したからよ」

「油断？　完璧主義のイリス・パーフェクト・カーネリアンのあなたが？　ランキング操作の不正がまったくなかったって言い切れる？」

「静せい粛しゆくに！」

　ドン！　と実行員長が机を叩いた。

「とにかく運営本部からは、ライラ・アズライトの欠場は認められないということだ」

「でしたら私たちは、トーナメントをボイコットいたします」

　シシーは、教室の左側──全体の半分を占める候補生を背に、長い両手を広げた。優ゆう雅がで、どこか芝し居ばいがかった仕草だった。

「どうぞ上位陣の出来レースを、納得がいく方々のみでお楽しみください。定員に足りないぶんは、さらに下位から引っ張ってくればすむでしょう」

「それも『不可』だ。勝負が成り立たない」

「──ね？　さっきからこんな感じで、ぜんぜん話がかみ合わなかったのよマルミヤ君。困ってしまって」

　シシーは、ケータを振り返った。

　呆ぼう然ぜんと目の前のやりとりを聞いてはいたが、つまりどういうことだろうか。

　一部のタッグトーナメント参加者は、審しん査さの公平さに疑問が残るライラ・アズライトに、欠場してもらいたいと思っている。でも、学院側がそれを認めない。そういうことだろうか。

　それはケータの知っている、ライラの評価ではない。驚くほどに違う。

　思わず講義室内でライラの姿を探すが、彼女はどこにもいなかった。

（欠場してくれってそんなの無理に決まってるだろ。現首席のライラ抜きでトーナメントって……第一そんな要望受け入れたら、学院側がやましいことしてるって認めることになる）

　大事な来賓もやってくる創立祭で、それだけは受け入れられないだろう。

　シシーたちにしてみれば、それさえもライラへのひいきに見えるのだろうか。

　だめなら集団ボイコットとは、穏やかでない。いったいどうして、こんな事態になってしまったのか。

「……状況はともかく……俺はなんでここに呼ばれたんだ？」

「そう、それでなのよ。ケータ・マルミヤ君。是非あなたに、トーナメントに出場してもらいたくて。アズライトさんと一緒に」

「はあ？」

　すっとんきょうな声が出た。

「これが、反対派の出している譲じよう歩ほ案あんなんだ。ライラ・アズライトの出場は認める、ただしペアの相手は君、ケータ・マルミヤに限定する、とのことだ」

　トーナメントの実行委員長が、苦りきった顔で説明した。

　ここに来るまでの長いやりとりに、心底うんざりしているようだった。

「なんだよそれ……もしかして、俺みたいなド底辺ならハンデにちょうどいいって？」

「そうとは言っていないが」

「そうそう。そうよ。あんまり自分を卑ひ下げするのは良くないわ、マルミヤ君。仮にも私を差し置いて、選抜メンバーに選ばれてベルタ城にも行ったヒトじゃない。上位二パーセントの逸いつ材ざいをつけるんだから、ハンデどころかむしろ戦力？」

　あんたさっき、俺が合同調査団に選ばれたのは『道案内ってだけ』って、思いっきり言っただろう！　何とぼけてるんだよ！

　普通の成績で見れば、当然のように足切りにあった側のケータである。ここで出場する意味など、ハンデや足かせ以外何ものでもない。

　いくらなんでもあんまりな扱いだし、何より、ライラに対して失礼すぎる。絶対に断ろうと思ったが、

「ライラ・アズライトの了りよう承しようはもう取ってある。あとは君が頷うなずいてくれれば」

「え」

「本当です、ケータさん」

　静かな声が、講義室の後ろの扉から聞こえた。

　ライラ・アズライトが、部屋の中に入ってきたのだった。

　ほっそりとした体つきに、森の中の鹿しかを思わせる穏やかな容よう貌ぼう。いつもの、優しく謙けん虚きよで人当たりのいいライラだ。

　手にファイルの束を抱えた彼女は、淡々とした様子で実行委員長にたずねた。

「お話し合いはどこまで？」

「彼がうんと言ってくれれば終了だ」

「そうですか。ではケータさん、どうかわたしと一緒に、ペアを組んでくれませんか？　お願いします」












　あらためて丁てい寧ねいに頭を下げられるので、ケータは困惑した。

「……おい、本当にいいのか？　こんなのおかしいだろ」

「わたし自身は、問題ありません。これ以上運営が混乱するのは、わたしとしても本意ではありませんから。ケータさんと組むだけでみなさん納得されるのなら、それで……」

「でも」

「ケータさんにご迷惑はかけないようにするので、お願いします。どうか一緒に出てくれませんか」

　参った。こんな展開ありだろうか。完かん璧ぺきな依頼態勢だった。

　ケータは、もはやどうにでもなれとばかりに、ため息をついた。

「わかった。ライラがいいなら出場するよ。大した力にはなれないけど」

「──本当ですか？　ありがとうございます」

　なんでこんなに、ほっとした顔ができるのだろう。自分が相当貶おとしめられている状況なのに。

「すみません、委員長。まだ設営会議の途中なんです。この後のことは」

「ああ、いいわよアズライトさん。全てこっちで進めておきますから安心して。お疲れさま。お家うちの方にどうぞよろしく」

　関係ない家のことまでからめ、白しら々じらしく笑うシシーにも、ライラは丁寧に挨拶をして、講義室を出ていった。

　残りは、本来のミーティングだった。

　練習のためのグラウンドの割り振りや、選手同士で模も擬ぎ戦せんをする場合の注意事項が、実行委員より告知された。

　解散時にケータの手元に残ったのは、トーナメントのルールを細かに記しるした、ルールブックだ。

　表紙を見ながら考えこんでいたら、後ろから肩を叩かれた。

「話したいから、お昼食べない？」

　仏ぶつ頂ちよう面づらのイリスである。

　話したいのは、こちらも一緒だった。異議はないのでつきあうことにした。







　学院内にある食堂は、本格的な食事が取れる大食堂と、軽食中心のカフェテリアの二つがある。

　昼食時に職員を含めた全員を収容するには、やや座席の数が足りず、よく末端の候補生たちで奪い合いになる。今日はピークよりは早い時間だったので、大食堂の端にまとめて席を取ることができた。

「──ほんっと、私ああいうネチネチしたノリ嫌いなのよね。自分が弱いの棚にあげて、腹たつったら！」

　イリスがぶりぶりと怒りながら、大盛りのパスタランチを持って席につく。

　その隣には、野菜のサンドイッチのみをトレイにのせたトッド・コランダムが、不ふ服ふくそうに腰掛けた。

「……なんで僕までこないといけないのさ……」

「なんでもいいじゃない。ああもう、私の方こそボイコットしてやればよかった」

　ケータもフライのセットを持って、イリスの向かいに座る。

「ボイコットなんて、軍曹ができるのか？　ライラと一緒で学院から止められるんじゃ」

「わかってるわよ、言ってみただけよ。でもむかつくって話よ」

　ぐるんぐるんと、渦うず潮しおのようにパスタがフォークに巻き取られていく。とても一口では口におさまらないサイズになっても、まだ巻きは大きくなっていく。

（というか──）

　ケータは講義室でのやりとりを思い返し、なんとも言えぬ違い和わ感かんにみぞおちのあたりをおさえた。

　魔王やベスティアリの問題に振り回されているうちに、なんだかとんでもないことが起きていないか。この学院。

「あなただって納得してないでしょう、ゼロパーセント」

「そりゃもちろん。納得もなにも。よくわからないんだけどさ……ライラってあんなだったか？」

「あんな？」

「俺が知ってるライラ・アズライトっていうのは、もっとこう周りに取り巻きがいて、持ち上げられて本人が困ってるぐらいだった気が」

　なのに今日見た彼女の周りには、誰もいなかった。

　ライバルのイリス以外、誰も表だってかばおうとしなかった。

　これは異常だろう。気き丈じようにはしていたが、ケータがやってくる前は、一人であの糾きゆう弾だんを受けていたのかと思うと、二重の意味で信じられないことだ。

　ケータの疑問に、イリスも表情を曇らせた。

「あなたの言うその評価は、先月までのアズライトよね」

「ああ。たぶんそうなんだと思う」

「じゃあ、ちゃんと説明するわ。認めるのも悔くやしい話だけど……彼女に良くない風が吹いているのは、本当だと思う。合同調査団の旅が終わって、取り調べがすんで、新しいランキングが発表されて……その間に、彼女と距離を取り出すヒトがものすごく増えた。特にランキング一位の後は、距離を置くを通り越して、非ひ難なんするやつまで出はじめたのよ」

「シシー・トパーズみたいに？」

「そう。ひいきされてるとか、学院から答えを教えてもらってるとか」

「ありえないだろあのライラが」

「ええ、私もそう思うから、その手の話に乗るつもりはない。上位になれないヒトたちが、やっかみで言ってるだけって聞き流してた。でもねゼロパーセント。私が一番悔しいのは、そう思う私もあなたも、少数派だってことよ。今回の件だって、誰かかばってくれるヒトが出てもいいと思わない？　でもいなかった。一緒に旅した連中とか、元々の取り巻きも沢たく山さんいたのに、本当に一人もよ」

　みぞおちの違和感は、はっきりと寒気に変わった。

「バルドとリアルドの双ふた子ごコンビは、まだリアルドの怪我が治ってないからエントリーしてないにしても……他の連中もひどいのよ。今までさんざんアズライトにくっついてよいしょしてきたくせに、こんなことがあったらなに？　急に中立ぶってだんまりよ。ビム・コーラルなんて、誰がペアになったと思う？　なんとよりにもよってあの粘ねん着ちやく系けい女のシシー・トパーズ当人と組むのよ」

「え」

「ほんと。『それが一番癒ゆ着ちやくを疑われない。彼女にとってもためになる』とかわかったようなこと言ってたけど、単に自分が可愛いだけじゃない。あんなやつだと思わなかったわ。ほんと情けないっていうか……」

　イリスは巻きに巻いていたフォークから手を離す。

　フォークはレストランの食品サンプルのように、パスタに突き刺さったまま自立していた。

「なんだったのかしらね。あの合同調査団の旅」

　イリスは頰ほお杖づえをついたまま、憂ゆう鬱うつそうにそれを眺めた。

　あれはひと言で言うなら、悪夢だった。

　雨の日も風の日も馬を走らせ街道を進み、道中はケンカばかりで、ベルタ城の中では、文字通り生死の境さかいをさまよった。

　人生観を覆くつがえす危機に瀕ひんして、一致団結して立ち上がった。

　他には代えられない経験を、地上に持ち帰ってきたはずだった。

　なのに今は、本当に全てが夢だったように、団結は薄ればらばらになろうとしている。ライラ・アズライトの疑惑という、たった一いつ滴てきの毒によって。

「……僕は、みんなの気持ちもわかる」

　対して囁ささやいたのは、トッド・コランダムだった。

「どういうこと？　口つぐむ連中の気持ちがわかるって？」

　横のイリスに食いつかれ、トッドは苦虫を嚙みつぶした顔のまま、目をそらした。

「……だってアズライトが学院にとって特別で、合同調査団の旅が出来レースだっていうのは、旅がはじまる前から噂にあっただろ。あんたら意識高い系だからぜんぜん気づかなかったと思うけど、べつに目新しいもんじゃない」

「わ、私たちはべつに」

「それがなんで一気にこんな形で表に出てきたかって言ったら、もちろんあんたの言う取り巻きの勢いがなくなったからなんだろうけど──そいつらはそいつらで、実際に城の地下で思い知らされちゃったからさ。学院にとって必要なのはアズライトだけ。オマエら三下は違うって」

　この少年の視点は、いつもケータたちにないものに当てられている気がする。

　八方ふさがり。閉へい塞そくした状況に、まったく新しい側から光を当てるような。

「これは……ショックだったと思う。理屈じゃなくて」

「だからアズライトを、かばえなくなったっていうの？」

「なんていうかな……僕は今でも、あんたらのことは……仲間だと思ってやってもいいよ。一緒に死にそうな目にあって、命預けて、預けられて、地上に戻ってきたから。でも、あのライラ・アズライトは違うだろ」

　ライラ。希き代だいの天才少女。アズライト家の至宝。二十年に一度の逸いつ材ざい。

「僕らが必死になって地下を這はいずり回ってた時に、外でのうのうと待ってたやつを、仲間だとは思いたくない。いくらアズライト本人に非はなくても、だめなんだ。違うものは違うんだって、心が思ったりすることを……僕は責められないから」

　気づけばケータたちは、何も食べずにトッドの独どく白はくを聞いていたのだ。

　いきなりイリスが、目の前で頭を抱えた。

「なにそれ。嫌み？」

「ちょっとなんなのよこの僕ちゃん……ほんとに年下？」

「僕ちゃんとかやめろよ！」

「先日めでたく三巡目の十三歳をむかえました的な」

「おっさんかよ!?」

「だって自分がなんにも考えてなかったみたいで……でもだからって今の状況が好ましいとかぜったい違うけど……うー」

　どつぼにはまって考えこんでいるイリスに、トッドはため息をついた。

「まあこれも、あくまで一意見ってやつだから。たとえばあんたとかカーネリアンとかが」

　顔を上げているケータに向かって、トッドは付け足す。

「アズライトも含めて仲間だって思うのも、間違ってるわけじゃないと思う。正しいよ、とっても」

「トッド……」

「案外ライラ・アズライトの方は、こんなもんだろって達たつ観かんしてるような気もするけどね。名門の生まれって、そういうとこ徹底してるから」

「……よくわかった。おまえほんとは三十九歳職業住じゆう職しよくとかが転生してるだろ。中身そのままで異世界転生」

「は？」

　この洞どう察さつ力りよくと達観ぶりは、とても十三歳のそれとは思えず、思わず言ってしまったが、トッドは怪け訝げんな顔をしただけだった。

「あとなートッド」

「なに」

「俺のこと、仲間だって思っててくれてありがとな。うれしかった」

　これにはトッドは顔を真っ赤にし、ぷいとそっぽを向いたので、ケータは声を出して笑ったのだった。







　──そうだ。こんな空っぽのどっちつかず。しかも底辺の無能候補生さえ、仲間だと思っていてくれるのはありがたい。感謝しなければ。

　ケータは自宅に帰ると、一階の長椅子に座り込み、持ち帰った精霊召喚タッグトーナメントのルールブックを熟じゆく読どくしていった。

　簡単なルールはこうだ。

　まずグラウンドに四角いコートを作り、両チームが任意の場所に宝珠オーブを設置する。自分たちの宝珠を守り、相手側の宝珠を破壊すれば勝ち、ということらしい。

（この場合、素手や武器を使って、相手の宝珠を破壊するのは禁止。ふうん……なるほどね。あくまでも『精霊召喚』タッグトーナメントってことか。戦術召喚士のための技を競うことが目的っぽいしな）

　読みながら大事なところには、テストよろしく下線を引いていく。

　ふむふむとうなずいている横を、ミケがモップがけしていく。

「この場合の定じよう石せきとしては、一人が攻撃用の精霊を呼び出してオフェンスに専念し、もう一人が防御の精霊を呼び出してディフェンスに徹てつする。やっぱそうなるよな」

「主人、邪魔。足どけて」

「ん、悪い」

　両足を床から、椅子の肘ひじ掛かけに移動する。お行ぎよう儀ぎは悪いが、このまま読書を続行した。

　問題は、このオフェンスとディフェンス、どちらになるとしても、ケータはヒヨコしか呼び出せないということだ。

「どうするんだよマジで。ヒヨコで何を守るの？　魔力解放するとか？　うわあすごいね、お客さんびっくりだ──って、できるわけないだろ」

「今度は頭さげて」

「うぷ」

　ミケがわざわざ、ケータの頭上にある額がく縁ぶちにハタキをかけはじめた。

「……おまえさ、どうしてヒトがいる時にかぎって掃除するわけ？」

「やりたくなるから」

　もろに埃ほこりが落ちてくるのだが。

　背伸びをしてハタキをかけていたミケだが、何を思ったのか、そのままケータのところにのし掛かってきた。

「やめろミーケルウス。字が読めない……」

「勉強の邪魔するのは、猫のつとめ」

「なんのつとめだ。重いってこら」

　メイド服越しに、温かい肉の重みがのしかかる。

　確かに地球にいた時から、宿題やテスト勉強をしようと教科書を広げた時にかぎって教科書の上に乗られたものだが、あれは承知の上だったのだろうか。

「……また変なことしようとしてる？　危ないこと？」

　至し近きん距きよ離り。ミケは真顔でたずねてくる。

　けっきょく一番言いたいことは、これらしい。

「大丈夫だミーケルウス。怖いことなんてないから」

「ほんと？」

「本当本当。そういやベスティアリはどうしたんだ？　ぜんぜん顔見ないけど」

「さあ、しらないです」

「知らない？」

「はい。お日様が真ん中あたりの頃に出ていって、そのままです」

　窓の外を見る。完全に夜だ。

　すでに夕飯もすませ、風呂に入って寝るだけの時間帯である。

「おお、つまり──諦あきらめて帰ったか。万ばん歳ざい！」

　だがしかし、ケータの願望も混じった予想は、あっけなく外れた。




「たすけてー、たすけてー、誰かたすけてー！」




　この声は、残念ながらベスティアリである。

　なにやら玄げん関かんのあたりで騒いでいる。

　百獣族の長が苦手なミケは、さっさと部屋から消えていく。

　ケータは舌打ちしつつ、様子を確かめに玄関へと顔を出した。

「ああっ、ヴェーレス君。いいとこ来た。お願い、お家うちの前に辻つじ馬ば車しや待たせてるから、お勘かん定じようお願いできる？」

「はあっ？　馬車？」

「ちょっとお店でヒトのお金使いすぎちゃったの。払わないと帰ってくれないから、どうかベスティアリを助けて！」

　目をうるうるとにじませて、懇こん願がんしてくるのである。なおさら訳がわからなかった。

　ドアを開けてみれば、本当に家の前に二輪の辻馬車が止まっている。

「いくらだよ」

「わかんない。御ぎよ者しやのおじさんに聞いて」

「貴様」

「ダメ？　ならあのおじさん食べるしかない！」

「ああくそ！」

「やっほー。だいすきー」

　財さい布ふを取りに走り、停車中の辻馬車に精算を申し出る。

　御者の男は、特に余計なことは言わなかった。ただ、質素に学生生活を送るケータにしては目玉が飛び出る金額を請求し、ケータの家計用財布は空からとなった。

「兄ちゃん。あんまり若いうちにね、贅ぜい沢たく覚えさせちゃだめだよ。本人がダメになる」

「お、おおお……」

　灰になりそうな思いで、家の中に戻る。

　さっきまでルールブックを読んでいた居間には、ベスティアリがいた。

「どお、ヴェーレス君。辻馬車のヒト帰ってくれた？」

「帰ったぞ。帰ったさ。というかな、どんだけ使い倒せばあんな金額になるんだ」

　一週間分の食費が飛んだ。この世の終わりが来た気分だ。

「どんだけって言われても……んー、まず最初に○○○に行ってもらって、その次に××商会に寄ってもらって、あと□□□で服仕立てたいからよろしくって言って、あとはー……」

　指折り数えていく店は、ここパールバルでも本市街にある老舗しにせや、『川向こう』に店を構える高級商店ばかりだった。

　言われてみれば彼女の肩には、そこで買い物したとおぼしき袋が、大量に下がっていた。

「ヒトなんて弱っちいくせに、作るものだけはセンスいいと思うんだよね。一度戦い抜きで、ちゃんとお店のもの見てみたかったんだ。ああ大たい漁りようだったー。買うってゆーか狩ったわあ」

「ベスティアリ……貴様という魔族は、本気でその格好のまま買い物してきたのか？　本市街も川向こうも？」

「そうだよ？　ねね、見てこれ、新作の帽ぼう子しなんだって。かっわいーでしょ。ヒトごときが作ったのにベスティアリに超にあう！　ヒト意外とあなどれない！」

「痴しれ者ものが！」

「きゃうん」

　ケータは怒ど髪はつ天てんの勢いで、感情を爆発させた。

「ヴェーレス君、戻ってる戻ってる。むっちゃ大元帥入ってる」

「知るか。今はどっちだろうが関係ない。身バレしたらどうするんだ、そんなどっから見ても魔族な面つらで！」

　和平で結んだ、取り決めというものがあるのだ。

　確かにベスティアリは、戦場やヒトとの交渉の席などでは、『もう一つ』の姿を取っていたことが多い。今より百獣族の特徴が出た、原始的な形態だ。しかし、今の顔なら安全というわけでは決してない。

　もし魔王軍四天王が、不ふ可か侵しんの掟おきてを破って東大陸にいると知れたら、パニックですむレベルではないだろう。

　今は勇者の来訪に備え、ただでさえ警備が厳重になっているのだ。

　だが、そんなケータの危き惧ぐにも、ベスティアリはけろりとしているのだ。

「あー、それは平気。これね、完全に仮装だって思われてるから」

「え……」

「なんかー、ヒトって、『反抗期』ってものがあるんだって？　創そう造ぞう主しゆのオヤに反抗して、校舎の窓ガラスを割ったり、魔族の付け耳つけて深夜に徘はい徊かいしたり。そういうのの一つに思われてるっぽい」

　ケータは脱力のあまり、目の前が白くかすんでいくのがわかった。

「さっきの御者のおじさんとか、検問の兵隊とか、せっかくだから、話あわせてあげたんだ。ベスティアリはすっごいお金持ちのお嬢じようさん。何不自由なく暮らしているけど、刺激と家族の愛は不足気味。召喚学院に通ってるお兄ちゃんがいて、こっそり遊びにきては羽をのばしてるの」

「またろくでもない妄もう想そうを……」

　確かにそういうこじらせた小娘が、いないこともないが。

　さらにはそういうけだるい役柄が、今の彼女の、浮き世離れした容よう姿しにとてもよく似合うということも。

　ケータは御者の訴えるような目の意味が、ようやくわかった気がした。

　魔族の付け耳をして散財しまくる放ほう蕩とう娘むすめの、お遊びにつきあわされたと思っていたのだろう。そりゃ軽けい蔑べつもする。親御さんの教育を疑いもする。

「信じる方もお馬鹿さんなんだけどね。まあそういうわけで心配ご無用。お金の方はどうもありがとね」

「ふ……ふざけてる。貴様それでも魔族か。四天王の誇りはどこいった」

「四天王の誇り？　てゆーか今のキミに言われたくないよ、魔王軍大元帥から敵側に転じたケータ・マルミヤ」

　最後の響きの鋭さに、ケータはぎくりとした。

　彼女はこちらと目が合うと、いっそう笑みを強くした。

「ねーねー。一度ちゃんと聞いてみたかったんだよねえ。少し前までヒトの暮らしを蹂じゆう躙りんしてきた身で、さもヒトらしくヒトの作った学校に通い、ヒトに寄り添おうとするのはどういう気分なんだろうって」

「それは──」

　ベスティアリの絡からみつくような視線が、長椅子に放ったままのルールブックにあると知り、どこかにやってしまいたくなった。

　いつか言われる、叩かれると思っていながら、気まずさにうまく言葉が出てこない。

「……それはたぶん……俺はよくわかってなかったんだ。おまえたちのために、倒すべき目標としか思ってなくて、中身がどういうものだかなんて考えてなかった。馬鹿だったんだ」

「ううん、それはちがうよヴェーレス君。キミは一度だって、魔族のためになんて思ったことなかった。だってキミが信じていた味方は、魔王フードゥー様。ただお一人だけでしょう」

　今度こそ心臓を叩かれた気がした。

　ベスティアリは、図ず星ぼしで絶句するケータに、優しく言った。

「帰っておいでよ、ヴェーレス。魔王様にとっても、キミは必要な存在なんだ」












　ケータは、歯を食いしばった。

　ここで流されてはいけない。

「必要な相手にする仕打ちとは、とても思えなかったがな」

「そうだね。確かにひどかったかもしれない。もっと別のやり方があったかもしれない。でもね、魔王様は選んだの。その気持ちをおもんぱかることはできない？」

「なんの気持ちだ？」

　ベスティアリは、そこまで聞いても、物わかりの悪い子供を見るように、どこか困った、優しげな笑みを張りつかせたまま、何も言わないのだ。

　フードゥーも、よくこんな顔をしていた。ケータが必死に撤てつ退たいの説明を求めても、決して口を割らずにごまかした。

　この怒りが、不当なものだとは思わない。

　ベスティアリは四大部族の長であり、昔ながらの重じゆう臣しんだ。魔王とも私的な交流があったのを知っている。

　いくら魔王軍大元帥などという、臨時の上級職をもらったところで、しょせんはケータはよそ者で、戦争の駒こまなのだ。だからここでも彼女はフードゥーのことを知っていて、こちらは何も知らない。

「ごめんね。ベスティアリの口からは言えないの。魔王様と直接会って聞いて」

「もういい。帰れ。今さら遅い」

「遅くなんてない。今ならまだ間に合う──」

「しつこい！」

　ケータは、右手を一いつ閃せんさせた。

　近くにあったペーパーナイフが、ベスティアリの頭があったところを通過し、後ろの壁に深々とつきささる。

　ベスティアリは、その本体をぬいぐるみのライオンに移して、難を逃れていた。

　布と綿でできた体が、物言いたげにこちらを見たが、そのまま開いた窓から逃げていった。

　次に何か口を開けば、本格的な戦闘になると思ったのかもしれない。

「ばっかじゃねえの……こっちはピアスしてるのにさ」

　決して魔力を解放するつもりもなかったが、かと言ってベスティアリの選択が、的外れだとも思わなかった。

　あの一瞬、ケータはベスティアリを『消す』ことしか考えていなかった。

「……敬太」

　姿をくらましていたはずのミケが、気がつけば後ろにいた。

　不安げにこちらを見ている。

　わきあがっていた殺気を押し殺し、ケータは笑った。

「大丈夫だ、ミーケルウス。なんでもない」

「なかないで」

「泣いてなんかないだろ」

「でも、ないてる」

　猫はときどき不思議なことを言う。

　ベスティアリが出ていった窓からは、冷えた夜風が吹き込み、無音でカーテンを揺らしていた。

　ヒトでも魔族でもなく、ただ魔王だけが信じるにたる存在だった。たぶんそれは、ベスティアリの言う通りなのだろう。

　戦って、戦って、ただ戦って、右も左も分からない異世界で居場所を作るのに必死で、魔王の喜ぶ顔が見たくて、そのために剣をふるい続けていたあの頃。

『すごいな。さすがだなヴェーレス』

『次はどんなものを見せてくれるんだ？』

　金こん色じきの瞳を輝かせてそう言われることに、どれだけ心を砕いてきたか。

　鈴の声を震わせ、桜色の唇くちびるが紡つむぐ言葉が、どれほどの喜びだったか。

　自分の中の、血肉の全てだった。決して誇こ張ちようではない。

　でもベスティアリ。君も間違えてはいけない。全ては『だった』の過去形であり、今ではないのだ。





　　　　　＊＊＊






　第七次東大陸遠征は、魔王フードゥーの決断によって終結した。

　魔王軍四天王、ベスティアリは覚えている。

　あの時、まずベスティアリたち四天王を中心にした軍団が、順次西大陸への撤退をはじめ、最前線のアレンガルド区にいたヴェーレス直属部隊が、一番最後に海を渡ったのだ。

　あれはそのヴェーレスが、魔王城に帰き還かんした時のことだ。

　胸に怒りの炎を燃やし、陰鬱な曇どん天てんの下を裂くように、竜の群が飛来する。

　竜を眷けん属ぞくとする竜人族の長が、真っ先にその気配に気づいた。

　地精族の長が、小さく口笛を吹いた。

　ベスティアリは言った。

「来たようですよ、魔王様」

「……わかっている」

　答える魔王フードゥーの唇は、寒さのせいか緊張のせいか、色をなくしていた。

　すでに帰還済みの四天王には、ことの次第の通つう達たつが出ていた。

　だんだんベスティアリたちの肉眼にも、軍団の全体像が見えてくる。

　先頭の黒竜に騎き乗じようしているのが、『黒仮面』こと大元帥ヴェーレスなのは、地上の跳ね橋にいるベスティアリたちから見ても明らかだった。

　フードゥーは、供の一人もつけず、たった一人で跳ね橋の先へと進んで行く。

「よくぞ帰った。待っていたぞヴェーレス！」

　荒ぶる彼らの帰還を出迎えた。

　ふだんは城の頂上にある寝室と、玉ぎよく座ざの間を往復してばかりの彼女にしては、珍しい行動だった。それだけ『しんがり』を務つとめたヴェーレスの帰還に、敬意を払っていたとも言える。

　だが、そんな敬意も、今のヴェーレスには通じるまい。

　飾り気のない魔王のドレスは、この時期の荒天にも負けず、彼女の美貌を引き立てる。

　巨大な竜が彼女の目の前に着地すると、巻き起こる風で裾すそが揺れ、白い脚がほんの一瞬露あらわになった。

　当のヴェーレスは竜の鞍くらから降りると、手をさしのべるフードゥーの前で、あらためて膝を折った。決してその手に触れることなく、頭こうべをたれる。

　仮面と黒衣の、特異な姿。

「撤退作戦、完了です。陛下」

「……ご苦労であったな。疲れたろう」

「お気遣い痛み入ります」

　日頃の尊そん大だいな態度から一転、丁寧に過ぎる口調が、余計に怒りの強さを窺うかがわせた。

　ああ可か哀わい想そうなヴェーレス。いったいどれだけの損害が出たか、いくらでも恨み言が繰り出せるだろう。

　せっかく軌き道どうに乗った作戦を、自分の手でぶち壊してきたのだ。この魔王軍大元帥は。

　遠征で制圧した東大陸の土地の数は、歴代の魔王軍史上最高。ベスティアリたち部族の諸侯ではなしとげられなかった偉い業ぎようを、まさか半ばで止められるとは思っていなかったに違いない。

　仮にもし同じことをベスティアリがされれば、全部族と眷属の結束をもって呪い殺せる自信がある。あくまでヴェーレスの立場に立った場合はだが。

「何か言いたいことがありそうだな」

「──答えてくれますか。どうして撤退なんですか」

「未来がないから」

　ヴェーレスの全身から怒ど気きがわきあがったのを、察したらしい。

「──すまない」

　フードゥーは素早く訂正し、表情をやわらげた。

「とにかく、我の考えは変わらない。これから和平の段取りについて話そう──おい、ヴェーレス。聞いているのか？」

　無視して歩き出すヴェーレスに、フードゥーが抗こう議ぎする。けれど彼は聞き入れない。

　四天王の一人が、いくらなんでも魔王に向かって無礼に過ぎると、怒りを露わにした。

　けれど、それも魔王はなだめて止めた。

「良いのだ。怒っても仕方のないことを、我はしているのだから。責せきはすべて、我が受ける」

　しかしそう言う彼女自身の肩が、一番心細げに震えていたことを、ベスティアリは覚えているのだ。

　本当にこういうところだけは、嫌なぐらいに忘れられない。







　可哀想なヴェーレス。馬鹿なフードゥー。

　不器用でひたむきで、だからこそ愛しくてならない。

「まったく、ほんとに短気なんだからヴェーレス君のやつ……！」

　ベスティアリは、四つ足のぬいぐるみ『モイモイ』の中に入ったまま、パールバルの市街を走っていく。

　大元帥のあの怒りよう。ここは少し時間を置いて、向こうの頭が冷えるのを待った方が良さそうだ。

　川を越え、屋根の上から屋根の上へと飛び移り、最後に塀を足場に大ジャンプ。中空で一回転をし、おみごと次の屋根へと着地する時には、元のライオンのぬいぐるみを背負った少女の姿に戻っていた。

「ふう」

　ベスティアリは、屋根の上に座りこんだまま、可愛らしく汗をぬぐうふりをする。

　日の落ちた夜の闇に、ヒトが生きる営みの声や、風や水音、葉ずれなどが、雑ざつ多たに混じって聞こえてくる。

　夜は好きだ。ベスティアリたち魔族に、優しい色合いになる。

　ヴェーレスたちが潜せん伏ぷくしていた小屋（本当に信じられないあばら屋だ！）がある住宅街から、大きな建物が続く本市街を抜け、また新しい川が見えていた。

　この川を挟んだ向こう側だけが、特別に『川向こう』と呼ばれ、昔からの地権者が住む高級住宅街が広がるのだと、御者の男は言っていた。

　ヴェーレスに怒られようが、昼の間に馬車を乗り回したおかげで、だいぶ地理はつかめた。

　昼間の明るさが噓うそのように、眼下を流れる川は、とっぷりとした闇色に染まっていた。

『姫サマ』

　その声は、暗い暗い川の底から聞こえてきた。

　水みな面もにいくつもの泡と波紋がたち、濡れた皮ひ膚ふを持つ怪かい物ぶつたちが顔を出す。

『コンナ、トコロニ、イラッシャッタ。僕ラノ、魔ノ姫サマ』

『姫サマ』

『姫、サマ。姫』

　──ケルピーと呼ばれる、百獣族の眷属にあたる水すい棲せい馬ばだ。

　上質の白い毛並みは、水に濡れると、よりいっそう青みがかって見える。

　遠征の足としてこの東大陸にやってきて、一部はこの地に根付いて新しい営みをはじめたと聞いていた。

　ヒトと魔族が不可侵の条約を結んだ今、この地に暮らすのも窮きゆう屈くつだろうに。久しぶりに部族の長の気配を察知し、隠れ住んでいた水の底から出てきようだ。

　ふと頭上を仰ぎ見れば、こんな闇夜にいるはずのない、三本足の鴉からすまで飛び回っていた。

　ベスティアリは、彼らにもわかる、モンスターの使役言語で話してやった。

『駄目だよ、おまえたち。今は連れて帰るわけにもいかないんだから』

『デモ』

『ヒトに見つかったらどうするの』

「あ～、なんだあ、こりゃあ！」

　ほら、言った側からこれだ。

　川べりの歩道を、赤ら顔のヒトが歩いてくる。

　表通りの繁はん華か街がいで、したたかに酒を浴びてきたらしい。喋る言葉はろれつが回らず、歩行は千ち鳥どり足あし。完全なる酔っ払いだ。

「こーんなところにい、お馬さんがいっぱいだぞお。どーしたこりゃあ。あひゃははは」

　屋根の上のベスティアリは、ケルピーたちに言った。

『自分の面倒は、自分でみなさいね。ベスティアリは知らないよ』

　ケルピーたちは、素直に言われたことを実行した。

　青白い、鬼おに火びのようなたてがみをなびかせ、ヒトの男のところへ寄っていく。

「なに、なに、乗ってくれって？　みんな俺のもんだって？　そうかあ分かった！　大金持ちだあ！」

　ヒトの男は上じよう機き嫌げんで、ケルピーにまたがり駆けていく。その行き先が、ケルピーの領域である水の中であるとも知らずに。

　すぐに悲鳴があがるが、ベスティアリは聞かないふりをした。

　明日あたりに水死体があがるか否かは、五分五分と言ったところだろうか。

　あらためてベスティアリは、ここまで走ってきたルートを振り返った。

　ここは脆弱なヒトの住む街。そして姿を偽り、転身を続ける、魔王軍大元帥が暮らす街。

「……あきらめないよ、魔王様。ベスティアリは、あなたの味方」

　時間は巻き戻らず、落ちた卵は戻らないということわざがある。

　本当に馬鹿なフードゥー。今やっていることは、あなたが割った卵の殻からに、流れた黄身を戻そうとしているようなものかもしれない。

　でもね、心から同情してあげるの。

　たとえあなた自身がいらないと言おうと、あなたはこの忠ちゆう誠せいを受け取ってもいいと思うのだ。
















　あの日のことは、今でも昨日のことのように思い出せる。

　アズライト家の至し宝ほう、ライラ・アズライトが、はじめて学院の首席を取った日。

　とてもおめでたく、今までで一番、最悪の日。







　昼なお暗い、都市の地下水道に、精せい霊れい召しよう喚かん術じゆつの術式を唱える声が響きわたる。

　その日ライラたち作戦行動班五のメンバーは、朝から地下に潜っていた。

　目の前の水路では、三匹のモンスターが牙きばをむき、唸うなりをあげていた。

　見た目はネズミそのものだが、『青あお牙きば鼠ねずみ』と呼ばれ、大きさは大型のイノシシぐらいはある。

　危険性はそれほど高くないが、こうしてヒトの生活圏まで出没するので、ライラたち戦術召喚士候補生が、実習の一いつ環かんとして駆く除じよにあたっていた。




『疾とく此こ処こに開かれよ。顕けん現げんせよ』




　水路の水かさは、深いところでも脛すね程度。流れはほとんどない。

　滑って足場が悪い現場の、先頭に立って術式を唱となえているのは、ライラと同じ作戦行動班の、ビム・コーラルだ。

　ベルタ城の地下で切ったという、短い髪型がまだ見慣れない。彼は中空へと伸ばす手を、さらに七色の光で消していく。




『出いでよ、山海に並ぶ存も在のはなし。汝なんじの名は──風かぜノ飯い綱づな！』




　術式の完成。まっすぐ腕を、地へと引き下ろす。すると、光の中に消えていた右手が再び現れ、呼び出した狐きつね型の使役精霊が、モンスターへと襲いかかった。

　周りの空気を青く帯たい電でんさせながら、精霊は次々にモンスターに絡からみつき、打ち砕いていく。

「二匹仕留めた。残り一匹！　アズライト！」

　ビムの声に、ライラはうなずいた。

　呪じゆ縛ばくを逃れた一匹が、水路の支流へと逃げていく。これを追つい撃げきするのは、作戦行動班長である、ライラの役目だ。絶対に地上へ出してはいけない。

　現出させるぎりぎり手前で止めていた使役精霊を、物質世界へと顕現させた。




『出でよ、終しゆう末まつの黄昏たそがれ。汝の名は──破壊ノ火か槍そう！』




　地下水道の暗闇に、まばゆいほどの光が弾はじける。

　そのまますべての青牙鼠を駆除し終えると、メンバー全員で地上へと戻ってきた。

「う……まだ臭におうぞ……」

「早くシャワー浴びて着替えたいわ」

　昼過ぎにはパールバル内にある、フレッドフォード召喚学院の前までやって来ることができた。

　みな早朝からの駆除作戦に、すっかりくたびれ果てていた。制服や髪に染みついた下水の臭いを嗅かいでは、学院の無む慈じ悲ひをぼやきあっている。

「あの、でもみなさん、本当によくがんばってくださって、ありがとうございます。おかげで全て予定通り。助かりました」

「ああいいから、いいから。これもポイントのため成績のため。たとえ騎士団を楽させるためでもな」

「とどめ刺したのは、ほとんどアズライトだものな」

　一緒に行動するメンバーは、ライラが入学する前から繋がりのある者ばかりだ。

　親同士が知り合いだったり、遠とお縁えんでも親しん戚せきだったり。これらは学院側の配はい慮りよなのかもしれないが、年下のライラが浮かずにいられるのは、ありがたいことだった。彼らもライラを大事にしてくれた。

「……というか、まだダメだな」

　ふいにメンバーの一人が、独り言のように呟いた。

「ああいう、地下で空が見えない場所。息がつまる」

「ディック・オパール」

　ビム・コーラルが、そう言った青年の肩を、後ろから叩いた。

　青年は、それだけで何かを受け取ったようにうなずいた。

「……うん。だよなコーラル」

「卒業しても、地上だけの任務なんてありえない。これからもこういう場面は出てくる。慣れるしかない」

　この二人とライラは、先日合同調査班の一員として、アレンガルド区のベルタ城に行ってきたところだ。

　あの城の地下に閉じ込められた二人は、かなり大変な目にあったと聞いている。

　こういう時、ライラは言うべき言葉を持たない。彼らと違い、ライラはずっと地上にいたのだ。

「あっ、見ろ。今月の席せき次じが発表されてる」

　学院の通用門をくぐったところで、別のメンバーが声をあげた。

　いつもは空白の掲けい示じ板ばんに、大きな白い紙が張り出されていた。

　あれは学院側が張り出した席次表だ。先月のランキングが、もう出たようだ。

　フレッドフォード召喚学院の候こう補ほ生せいにとって、あの紙は絶対だ。みなさっきまでの疲れを忘れ、大騒ぎしながらランキング上の名前を探しはじめている。

　ライラも後ろから遠巻きに、自分の順位を探した。

　男子の中に入れば埋もれてしまいそうな背丈のライラだが、幸さいわいすぐに名前を見つけることができた。

（──一位）

　張り出された用紙の、一番上にあったからだ。

　何度見ても間違いない。月間ランキング一位。

　今までの成績は二位が最高だったから、これで新記録達成だ。

　ここまでの努力が実ったようで、思わず飛び跳ねたくなるぐらい嬉うれしい。

「あー、やられたわ。抜かされた」

　少し離れたところに、イリス・カーネリアンがいた。

　大勢の中にいてもひときわ目立つ、鮮あざやかな赤毛と均きん整せいのとれたプロポーション。

　今回、ライラの一つ下に名前を連つらねた彼女は、失敗したとばかりに己の拳こぶしをこめかみに押しつけている。

（カーネリアンさん）

　しかも近くにライラが立っているのに気づいた彼女は、怒るどころか──にこりと笑った。ライラは胸がいっぱいになった。

「カーネリ──」

「残念だったな、カーネリアンという名の班長よ！」

　だが、ライラが駆け寄ろうとするその前に、別の少年がイリスのところへ駆け寄ってしまった。

「ちょっとバルド。なによその呼び方。あなたのとこの班長にまで、なった覚えないけど」

「まあいいだろ、作戦『生せい還かん』班なんだから。それより次がんばれよ。あんたならすぐに取り戻せるだろ」

　イリスも気安く少年と話している。

　彼も合同調査班で、一緒だった候補生だ。バルド・マンガン。

　ふとした肌寒さを覚えて見回せば、自分の周りには誰もいなかった。

　いつも自分のことを褒ほめてくれていたヒトも、必ず首席を取ると応援してくれていたヒトも、実際に首席を取ったこの場にいない。誰も話しかけてこない。

　ディック・オパールが、怪け訝げんそうな顔でチームメンバーと話している。

　どうしてとは言えなかった。

　たった一人で『一位』の輝かしい文字を、受け止めるしかなかったのだ。







　あの最悪の日から、一週間が過ぎた。

　彼らと自分を隔へだてるものは、たった一つ。あの日、城の外にいたか地下にいたか。たぶんそれがすべての明暗を分けたのだ。

「おはようございます、ライラお嬢様」

「おはよう、ミリアン」

　現在時刻は、朝の七時。

　ベッドメイクのためにメイドが現れる頃には、全ての身み支じ度たくを整えているのが、ライラの理想だ。本日のライラ・アズライトは、最後の三つ編みのリボンをとめている所で、ハウスメイドのミリアンが登場。心の中で減点一。

　窓辺から見る屋や敷しきの庭は、晴れた空を吸い込むように緑が輝いている。

　都会のパールバルでこの広さは、十分に高級と言われるだろう。

　ライラの家系は、戦術召喚士を輩はい出しゆつすることに特化した家いえ柄がらだ。

　ここパールバルのタウンハウスは、召喚学院に通学する時期の子供を住まわせるために造られたと言われる、古い別宅である。

　いま就学時期にあるアズライトの子供は、ライラ一人。おかげで療りよう養よう中ちゆうの父と二人きりの別宅暮らしは、無む駄だに広々としている。

　芝生しばふの上を、飼い犬のベティが走っていた。

「きのう……」

「ん？　どうかしましたかお嬢様」

「昨日の夜、ベティがずいぶん吠ほえていたけど、何かあったのかしら」

　夜よ更ふけの話だ。あまりに騒いでうるさいぐらいだったが、ライラが庭へ出る前に静かになってしまった。

　メイドが「さあ」と首をかしげる。

「吠え声はわたくしも聞きましたけど、叱しかったら引っ込みましたから。鳥でも見つけたんじゃないですか」

「鳥が夜に飛ぶ……？」

「じゃあコウモリとか」

　べつに正しい答えが、どうしても知りたいわけではなかった。

　ただ、日頃は鳴き声すらあげず、鳥もコウモリも追わないベティの行動だったので、少し気になっただけなのだ。

　てっきり川の対岸にある繁はん華か街がいで、火事でもあったかと思ったが、そういうわけでもないらしい。

　ライラは「そうかもね」とだけ言って、話を終わりにした。

　シーツの交換をはじめるメイドが、なおも陽気におしゃべりを続ける。

「今日もいいお天気になりそうですね、お嬢様。絶好の洗濯日和びより」

「そうね。雨だとお父様のお加減に障さわるから」

「わたくしの腰もですよお。もう、年々言うこときかなくなるから困っちゃいます」

「大事にしてね、ミリアン」

「そんなお優しい言葉かけてくれるの、お嬢様だけですよ。こないだなんてうちの嫁とついだ娘がですね──」

　会話が大好きな彼女は、それからもひとしきりしゃべり続けた。

「──あっ、そうそうお嬢様。わたくしも今回は奮ふん発ぱつしちゃいましたよ。最前列」

「なあに？」

「嫌ですねえ、もう。トーナメントの席に決まってるでしょう。お嬢様が初優勝されるなら、アズライト家の使用人として見ておきたいじゃないですか」

　笑う彼女に、なんの悪気もないことはわかっていた。

　知らないのだから。今ライラがどんな状況にいるかなんて。

　ライラはもちろん「そうね。がんばるわ。ありがとう」と言って笑い返した。

　それが一番、良い返事だと知っていたからだ。







　ベルタ城から帰き還かんし、ライラの成績が一位になったあたりで、ライラの日常は目に見えておかしくなった。

　いつも優しかったヒトがいなくなり、不ふ審しんの目で見るヒトが増え、あからさまにライラを糾きゆう弾だんする者さえ出て来た。

　朝の身支度に引き続いて、ライラがなすべきことは、父、オーキッド・アズライトとの朝食。時刻はいつも通り、七時十五分きっかり。

　オーキッドは食堂で新聞を読んでいる。彼の習慣だ。

　ライラが入ってくると、新聞の向こうからほんの一瞬だけ顔をあげ、厳げん格かくと厳げん粛しゆくという単語から生まれてきたような険しい目を細めた。

「おはようございます、お父様」

「うむ」

　会話もふれあいも圧倒的に足りないだろうが、朝食だけは一緒に取ることになっていた。それがこのヒトなりの愛情なのか、己に課した義務なのかは、聞かないようにしている。

　大柄で筋肉質の体たい軀くに不似合いな杖つえが、オーキッドの椅い子すの肘ひじ掛かけに立てかけてある。今の彼は、これがないと歩けないのだ。

　優秀な戦術召喚士であり、皇こう国こく騎き士し団だんの将軍をしていた父、オーキッド・アズライトは、終戦の直前に戦場で負傷し、現役騎士の道をほぼ絶たれた。

　今は療養と称して、この別宅に引きこもる日々だ。熱心にリハビリをしている様子は、今のところない。

　抜ぬけ殻がらになったかと心配していたぐらいなのに、政治につながろうという意志はまだあったようだ。

　ライラを学院と騎士団の、広告塔に仕立てようという計画があったと聞く。そこに将軍たる父の、意向がないはずがない。ベルタ城の顚てん末まつをケータたちから聞いた時は、あまりの怒りと恥ずかしさで声が出なかった。

「ルクスから手紙が来た」

　卵に添えられたベーコンを切りながら、オーキッドが言った。

「……叔お父じ様から？」

「そうだ。おまえの所の祭りに、光の勇者殿が来らい賓ひんでやってくるだろう。その護衛に選ばれたそうだ」

　互いのナイフとフォークを使う音が、不作法でもないのにやけに大きく聞こえる。

　ルクス・アズライトは、オーキッドの年の離れた末の弟だ。たしか今年二十六になると言っていたか。

　彼はライラと同じフレッドフォード召喚学院を卒業し、現在は首都の水すい晶しよう府ふで、最強の戦術召喚士部隊、『白しろの腕かいな』の一員として働いていた。

　長ちよう兄けいであるオーキッドにとっては、才能も自由度も上な弟は、あまり好ましい存在ではないらしい。

　それでもライラにとっては、尊敬すべき優しい叔父だった。

「日々勇者殿に振り回されているというのは、本当のようだ。皇帝の直属部隊が」

「そうですか……お会いできるといいですね」

「会えるだろう。勇者の護衛となれば、生なま半はん可かな者では近づけないだろうが、おまえはトーナメントに出るだろう。表ひよう彰しよう式しきもあれば、その後の打ち上げもある」

　当たり前のように言われ、ライラは口ごもった。

　父もライラが優勝すると信じているようだ。

「そういえば、おまえは誰と組むんだ。コーラルの末息子か？」

「いえ、違います」

　その末息子たるビム・コーラルは、数日前に思い詰めた顔で『トパーズと組むことになりました』と報告してきたところだ。

　オーキッドは他にも思いつく『知り合いで成績も優秀な家の候補生』を挙げていったが、ライラは全て否いなと言った。

「……大丈夫なのか。あまり妙なモノと組むのは、賛成できないぞ。なんならこちらから口をきいて──」

「あの、お父様。聞いてくださいますか。わたしのためを思ってくださるなら、これ以上周りに疑いをもたれるような根回しは、やめてくださいませんか。お父様のお気持ちは、とても嬉うれしいのですが──」

「何を言っているのかわからん」

「ライラは自分の力で勝ちたいのです。どうかお父様の娘であるわたしを、信じてくださいませんか。とても素晴らしいパートナーを見つけたのです」

　こうでもしないと、父の先走りは止められない。実際は、ケータ以外の組み合わせを許されない状況でもだ。

　オーキッドはふんと鼻を鳴らした。

「偉そうな口をきくようになったものだな。よほど自信があると見える」

「ご期待ください。精一杯やらせていただきます」

「まあそうだろう。おまえはこの私を超える逸いつ材ざいなのだからな。ルクスなどよりも上なのだ」

　そう。『ライラ・アズライト』はいつだって、期待される重じゆう責せきよりも、弱くて甘い。

　ヒトを困らせるのは嫌。自分が困るのも嫌。何かを決めるのも嫌。逆らうのも嫌。

　だから精一杯の抵抗もここまで。なんの味もしないベーコンを、父が見つめる前で口へと押し込むことしかできないのだ。

　さあがんばりましょう。今のあなたにできる精一杯を。

　全て望まれる方向で、受け入れてしまえばいい──。





　　　　　＊＊＊






　ミーティングの翌々日から、ケータたちは精霊召喚タッグトーナメントに向けた練習に参加した。

　ベスティアリの突っ込みは、今は頭の中から追い出そうと思った。

　過去は過去。今は今。かつての自分がどうだったかなど、関係ない。今やるべきことに集中するのだ。

　そう言い聞かせてグラウンドにやってきたケータは、すっかり見違えてしまった光景に口を開けた。

　先日までは、平らな芝しばのフィールドが、広がっているだけだったのだ。それが今は土の地面に白いラインが引かれ、グラウンドの周りも、当日に向けて観戦スタンドができあがろうとしている。完全に非日常の光景だ。

　その非日常の空間で、ウォーミングアップをかねた候補生たちが、自由に精霊を呼び出している。

「うわ……すごいなこれ」

　歩きながら、きょろきょろとあたりを見回す。

「これがいつもアホほど走らされてるグラウンドか……剣の素振りをさせられてるグラウンドか……ヒヨコしか出てこなくて罵ののしられるグラウンドか……」

「最後のヒヨコはあなたぐらいでしょ、ゼロパーセント」

「いて」

　後頭部にコツンと衝撃が走る。

　イリス・カーネリアンが、ケータに木ぼつ剣けんをつきつけていた。

「やっぱり忘れてた。だと思ったのよ」

「なんで精霊召喚術の試合で、剣が必要なんだ？」

「試合が騎士の儀ぎ礼れいに則のつとるからよ。最初にジェムナスティア皇国騎士団の宣せん誓せいからはじめるの。ルールブック読まなかったの？」

　イリスはすでに、自分の綺き麗れいにくびれた腰に、剣帯を装着して木剣もさしている。

　確かにもらったルールブックの最初の方に、騎士団の起き源げんがどうこうと書いてあった気がする。

　木剣本体に続けて、剣帯も放られたので、ありがたく身につけることにした。

「ちなみに今は、複数で模も擬ぎ戦せんできるよう、コートが四面あるでしょ。当日は一面だけになるように、ライン引き直すから。お客さんの視線、全部釘くぎ付づけ。興奮するでしょ」

「ますますすげえ」

「まあ、あなた初めてだものね。私なんてもう三回目だから」

「そういやそうだよな。大昔はどんな感じだったんだ？」

「……ヒトを年寄りみたいな言い方しないでよ。同い年よ一応」

　イリスは腹をたてながらも、教えてくれた。

「出たとは言っても、私の時はもっと地味だったわよ。最初の一年目は、先輩と組んで優勝したけど、学長と来賓の市長に褒められておしまい。まだ若すぎるって理由で、スカウトとかの話もなし。二年目は戦せん況きようが厳しくなって、学院自体が東部に疎そ開かいしちゃったでしょ」

「ああ」

「『光の勇者』はもちろん、『白の腕』だって見に来てくれなかったわ」

「そりゃそうだよな……」

「戦時中だったから、しょうがない話だけどね」

　イリスの言う通りだ。

　その頃の勇者や、騎士団の精せい鋭えいといったヒトたちは、子供の発表会を見るより、ケータたち魔王軍の進撃を食い止めることに必死だったろう。騎士団の最大戦力だったのだから。

「せっかくの大戦終結よ。ゲストも豪ごう華かで盛大に開ける最初のトーナメントだっていうのに、ケチがつくのはもったいないわ。ねえ──どこかの薄はく情じような誰かさん？」

　イリスの視線の先には、グラウンドにやってきたばかりの青年がいた。

　ビム・コーラルだ。

「……なんの話ですか」

「いいえ別に何も。やっぱり言うべきだと思ったから、口にしただけ。素晴らしく薄情で計算高いどこかの誰かのことを話してはいたけど、心当たりがないっていうならヒト違いだと思うわ。もう一度胸に手をあてて考えてもらいたいけど、聞き流してくれてけっこうよ。ところで何か思い当たった？」

「嫌みにつきあっている暇ひまはないんですが」

「あ、薄情だっていう自覚はあるんだ」

「前にも言ったはずですがね。これは僕なりに考えたことですよ。無関係のヒトに文句を言われる筋合いはない」

「だからってなんで──」

「それより君だ。ゼロパーセント」

　いきなりビムは、ケータに向かって言った。

「俺？」

「どうしてここにいる」

「は？　いや、どうしてって言われても……俺もエントリーすることになった、から」

「出てどうする。君の実力じゃ何もできないだろう。恥はじをかきにきたのか」

　真ま面じ目めに糾弾され、ケータも面食らった。

「恥って、なんだよそれ。出ろって言ったのは、あんたたちだろ。俺が出ないとライラが出場できないから」

「だったらおとなしく欠場していればよかったんだ。いくら運営が渋ったところで、組む相手が誰もいなければいつか折れる」

「……そんなにライラを出したくないのか」

「ああ。これは君が思っているほど、簡単な遊びじゃない。ある程度の家の者にとっては、家名も関わる真剣勝負なんだ。今の彼女は、公正な判断を受けられる状況じゃない。今期は見送って、来年以降に出場したって十分間に合う」

「ほとぼりが冷めるのを待つってか？」

「そうだ。外がい野やからひいきや不正のそしりを受けながら、足手まといと試合をするよりずっとましだ。将軍だってわかってくださる」

　ビムの言い分は、一見まともそうに思えた。

　ただ一つを除のぞいて。

「……ビム。けっきょくあんた自身は、どう思ってるんだ？」

　ライラ・アズライトのことを。

「ひいきで一位を取ったと思ってるのか？　それとも違う？」

　ケータはケータなりに真剣に、ビムの答えを待とうと思っていた。

　だがその返事は、最後まで聞けなかった。




「──あっ、コーラルくーん！　見つけたあ！」




　ビムの頰ほおが、やや強こわばった。

　シシー・トパーズが、後ろからええいとばかりにぶつかってくる。

「もうもう、先にいっちゃうなんてひどいわ。いっぱい探しちゃったじゃないの」

「……それは、申し訳なかった……」

「でもね、許してあ・げ・る。さっ、行きましょ。模擬戦の前に、一回でも多く連れん携けいを試しておかないと。それじゃあねみなさん、ごきげんよう！」

　シシーはビムの空いた腕に手を回すと、さっさと移動していく。

　声を高くしてはしゃぐ様子は、彼女の日頃のテンションからすると、異様ではあった。

「ほらこれ、今日使う宝珠オーブ。コーラル君、忘れていっちゃったでしょ」

「ど、どうもありがとう……」

「本当にコーラル君は忘れんぼさんなのね。週末の件までは忘れないでね？」

「週末？」

「あ、ほらやっぱり。父と母に会ってほしいの」

「あの、なぜそこでご両親が？」

「ドレスは白にレースと真しん珠じゆを飾りたいわ」

　そして、ここまでの一連のやりとりを聞いていたイリスが、激しくげんなりした顔つきのまま言った。

「偉そうなこと言うのはいいけど、なんでよりによってあんなのに捕まるのよ……」

「あんなのとまできたか……」

「あいつマザコンだけど、女運までないの？　あのままじゃトーナメント終わる頃には、結ゆい納のうまで済まされるわよ。賭かけてもいいわね」

「なにその絶望の賭け」

　女子怖い。

　確かに家いえ柄がらも良く見目も悪くないビムは、ライラの崇すう拝はい者しやという側面を除いてしまえば、有望株になる──のかもしれないが。

「アズライトも、馬鹿の面倒みなくてすんだって思えば気が晴れるかしら」

「そういう慰なぐさめ方はありなのか……」

　怖々と呟つぶやいた時である。

　ケータの鼓こ膜まくを震わせたのは、やわらかいソプラノの女声だった。




『──出でよ、雪せつ原げんを踏む行軍。汝なんじの名は──凍テツク軍ぐん靴か』




　直後、ケータたちのいるグラウンド上空の色が変わった。青から暗い灰色へ。

　さらに上空から巨大な氷の『脚あし』が、つぎつぎに降ってくる。

（すげ）

　ドン！　ドン！　ドン！　と、激しい地響きをたて、グラウンドの対角線上の地面をえぐっていくのだ。

　脚の破は片へんは細かなダイアモンドダストとなり、あたり一帯に光の乱反射をまき散らし、精霊による行軍は、再び空へと帰って消えていく。

　ケータを含め、グラウンドにいた全員が、突然の大だい規き模ぼ召喚に固まった。

　間近で脚の通過の一部始終を見たシシーとビムなどは、口まで開けている。

　そして、水と地の合成召喚モンタージユによる二重精霊ダブルエレメントを呼び出した主は、グラウンドの入り口で一人、手首を曲げ伸ばししているのだ。

　あくまで他の候補生と同じ、準備運動の一いつ環かんとばかりに。

「ライラ……」

「──あ、ケータさん。おはようございます。今日はよろしくお願いします」

　フレッドフォード召喚学院、新首席候補生ライラ・アズライトは、いつものように深々と頭を下げたのだった。







「あのさ、ライラ。念のため確認しておきたいんだけど……俺の精霊召喚術の腕うで前まえは、知ってるよな？」

　ケータは、あらためて聞いてみた。

　ウォーミングアップが終われば、次は対戦相手を見つけての模擬戦が中心になる。

　タッグトーナメントの練習に、授業のような教官の指導は入らない。

　ペアの間で相談して連携を確かめ、話し合いで模擬戦を行い、当日を迎えることになる。実に上級者向けの、不親切かつ自主性を重んじたメニューだ。

　対してケータの正式なあだ名は、『任務達成率ゼロパーセントの男』である。

　精霊を召喚しようと思えばヒヨコが降ってきて、作戦行動班の任務でモンスターに会えば、倒すどころか逃がしてしまう。そういう、無能・オブ・無能なのがケータなのだ。

　今さらながら、『出てどうする』という、ビムの言葉が気になってしまう。

「腕前、ですか？」

「そうだよ。本当に俺、何もできないぞ。ライラの足引っ張ることしかできないかも」

「またまた。大丈夫ですよケータさんですから」

「いやいやライラ。ヒヨコだぞ？　ヒヨコなんだぞ？」

「ヒヨコさんなんて可愛いじゃないですか」

　ライラはどこまでもおっとり笑っている。

（怖い）

　それがなおさら、ケータを不安にさせる。

　ライラはいい子だ。育ちのいいサラブレッドで、優しい娘こだ。

　いらないハンデを押しつけられて不満に思っていても、ケータに負担をかけないよう、こんな気き丈じようなことを言ってくれているのだろうか。

（名門の生まれは、案外達たつ観かんしてるって、トッドは言ってたけどさ……こういうことなのか？）

　彼女と接しているかぎり、裏のゴタゴタなどまるで感じなかったから、最近までケータは、彼女が孤立していることすら気づかなかったのだ。

　いくら魔王問題にリソースの大半を取られていたとはいえ、ライラ自身が取り乱すなりなんなりしていたら、さすがに気づいていたと思うのだ。

　本当に騒ぎが気にならないのだろうか。

　今回のボイコット事件だってそうだ。まさか『たかだか学生同士のトーナメントざます。躍やつ起きになって勝ちを狙うなんて、品がないざます。どうぞ他に欲しい方がいるなら、持っていってくださいざます』などという、アズライト家の慈じ悲ひが炸さく裂れつしているのだろうか。

　そこまで行くと、完全無欠の聖人だ。あるいはすべてを受け入れる、諦めの境きよう地ちに入っているとしか思えないが──。

「──はっ」

　ケータは気づいた。さらに恐ろしい可能性だ。

　名門中の名門の彼女は、こちらのヒヨコ召喚病を、冗談だと思っているのかもしれない。

　いくらなんでも、千回精霊を呼び出して千回ヒヨコが降ってくるなんてありえない。ちょっと誇こ張ちようして話しているだけで、土ど壇たん場ばになれば、そこそこ戦力になると思っているとか？

（ありえる！　それだ！）

　でもそれは大変な間違いなのだ。

「おい、ライラ。ど、どうか落ち着いて聞いてくれ。実はな──」

「なあなあアズライト。試しに対戦してみないか？　一番コートの使用権が取れたんだ」

「まあ、素敵。ぜひお願いします」

　遅かった！

　男子候補生ペアが、さっそく腕試しを申し込んでいる。即座に快かい諾だくされてしまい、ケータは頭を抱えた。

「悪いけど、練習になんないからある程度は本気で行かせてな？」

「ある程度だなんて。どうぞ真剣にやりましょう」

「真剣にって言われてもなあ」

　少年たちは、ケータとライラを見比べ、にやにやと含み笑いをしている。

「んじゃ、コートに移動しようぜ。準備が終わって開始の合図は、剣で知らせるってことで」

「はい、わかりました」

　二人は勝手知ったる様子で、一番端のコートへと歩いていく。

　ライラは、こちらを振り返って笑った。

「ほらケータさん、わたしたち大人気。向こうから誘ってくださるんですから」

「いや、どう考えてもナメられてるよ……」

「わかってくださる方は、わかってくださるんです。嬉しいですよね」

　天才の、天才ゆえのポジティブシンキングが恐ろしい。

　まだ向こうの方が、こちらの戦力を正常に把は握あくしている気がする。悲しい話ではあるが。

「ケータさんケータさん、これ、持っていてください。わたしたちの宝珠です」

　指定のコートへ歩きながら、ライラは袋の中から、革のボールを取り出した。

　それはソフトボールよりやや大きく、バレーボールよりやや小さい、ちょうどハンドボールサイズだ。色は絵の具で塗ぬったように、濃のう淡たんのない赤だった。

「宝珠……？」

「あ、気持ちはわかりますよ。でも練習用ですから、落ちて割れないのが優先なんですね。当日は本物の宝玉を使うそうですから」

「そうか。ならいいけど。ところでライラ」

「あとそれと、この台座の支柱を地面に刺してと──よいしょ」

　ライラは一番コートの端にたどりつくと、かわいらしいかけ声のもと、組み立て式の鉄てつ棒ぼうを、地面に突き刺した。

　棒の長さは、一メートルほどだろうか。さらに十五センチほどの、金属製の皿を棒の先端に取り付けた。鳥の餌えさ台だいのような雰囲気だ。

「ケータさん。宝珠をここに置いてください」

「こ、こうか？」

　皿の上に革のボールを置く。

　ライラが、満足げに目を細めた。

「これが、わたしたちが守る領域になります。この珠を台座から落とさないようにすること。そして、向こうにある相手の宝珠──」

　四十メートルほど先に、さきほどの男子候補生ペアがいる。台座の上のボールは、同じように原色の青に塗ってある。

「あちらにも、わたしたちと同じものがありますよね。それを動かして地面に落とせば、わたしたちの勝ちになります。武器や手や足を使うのは禁止」

「いやそれはわかってるけど」

「さ、剣を抜いてください。最初に騎士の誓せい約やくの交換、そしてゲーム開始です」

　ライラが腰の木剣を引き抜き、高く振り上げる。

　彼女に「早く」とうながされ、ケータはもはややけくそだった。




『ジェムナスティアの皇国の剣つるぎとして、ここに正義と公正の戦いあり！　照しよう覧らんあれ！』

『し、照覧あれ！』




　一いつ拍ぱく置いて、相手ペアからも同じ文句が返ってきた。

「これ、もうはじまっちゃったってことだよな」

「そうですよ。ケータさんはここにいて、宝珠を守るのに専念してください」

「というかな、俺、本当に何もできないぞ！　冗談でも誇こ張ちようでもないからな！」

「問題ありません」

　いいのか。本当にいいのか。

　ケータが問いかけ続ける一方で、ライラが腰の剣を鞘さやに戻しながら走り出す。

　残り三面のコートでは、別のペア同士の模擬戦がはじまっているようだ。虹色の光が次々に瞬またたき、精霊を呼び出す召喚の術式が聞こえてくる。

　こちらでは、相手陣営の精霊召喚術が、最初に完成した。




『出でよ、そこにあってそこにない。汝の名は──白はく蛇じやノ舌した！』




　地ち属ぞく性せいだ。現れたのは、流動する砂でできた、大きな白しろ蛇へび。

　蛇は自陣営が守る宝珠と台座を、完全に囲う形でとぐろを巻いた。思わずうまいと舌をまく。

（やっぱりそうだよな、こういうのをやるわけだろ、『精霊召喚』タッグトーナメントっていうぐらいなんだから！）

　対する自分はなんだ。

　ライラにああ言ってはいるが、せめて形だけでもがんばってみるべきだろうか。

　当の彼女は相手の術に動揺も見せず、走りながら複雑な術式を唱となえていく。その間に相手ペアのオフェンスが、精霊召喚術を完成させた。




『出でよ、勝ちどきの声を上げよ。汝の名は──火か炎えんノ凰おおとり！』




　中空に炎の塊かたまりが現れ、大きな翼ある鳥に変化した。

　ケータのいる敵陣に向かって、一直線に飛んでくる。

（ど、どうするんだよ！）

　なんのアクションも取れず冷や汗をかくケータだが、それがセンターラインを越えるあたりで、ライラの精霊召喚術が発動した。




『出でよ、荒れ狂う大たい海かいの覇は者しや。汝の名は──極きよく北ほくノ鮫さめ』




　彼女がその右手で引き出したのは、文字通りの『海』だった。

　ごぼりと。

　はじめは小さな水滴ほどだったその水は、見る間に大きく盛り上がり、波しぶきをあげる、大量の海水へと肥ひ大だいする。

　ほの暗い水の中には、黒々と濃い魚ぎよ影えいを見せる鮫の群。

　それらがケータたちのいる一番コートだけを切り取る形で、津つ波なみのごとく相手陣営へと押し寄せていくのだ。

「ひ」

「マジかよおおおお！」

　彼らの呼び出した火の鳥も砂の大蛇も、あっけなく丸ごと飲み込んだ。そのまま誰もいないグラウンドの端の端まで、水は流れていった。

　精霊召喚術の法ほう則そくに従い消しよう滅めつする頃には、びしょ濡れで地面にへたりこむ少年二人が残されるのみ。

　いずれその湿り気も、大気の中に消えていくに違いない。

　敵陣で守っていた青いボールは、もちろんはるか遠く、エンドラインの外にまで転がっている。

（これが──アズライト家の至宝ってやつか）

　スケールが違いすぎる。ディフェンスもオフェンスも宝珠も、まとめて一撃で吹っ飛ばした形だった。

　苦もなくそれをやったのは、森の中の鹿しかを思わせる、ほっそりとした少女なのである。




　──問題ありません、と彼女は言った。




　ああそうだ。よくわかった。たぶん、わかっていなかったのはケータの方だ。

　ペアを組む相手が、ヒヨコ以外を呼べるかどうかなど、関係ない。どうでもいい。彼女にとっては、些さ細さいな違いにすぎないのだ。

　なぜならここにいるのは、『天才』ライラ・アズライトだから。

　自分一人で勝つつもりでいるのだ。





　　　　　＊＊＊






（よーしよしよしよし、その調子よ！）

　イリスが呼び出した炎の狐きつねは、相手の呼び出した氷の大男にくらいつき、全身の熱で溶とかしていく。

　可愛い可愛い狐さん。どうかそのまま燃えていて。

　しかし、敵の大きさが大きさなので、なかなか消滅とまではいかない。

「む。面めん倒どうね……」

　このままではこちらの精霊の方が、タイムアップで消えてしまうかもしれない。

　相手陣営が呼び出したのは、大きな氷の本体に、申し訳程度の手足がついているだけの、自分の力で移動すらできないでくのぼうなのだ。

　それがコートのちょうど真ん中、サイドラインの端から端までをふさぐ形で、どどんと居座っているのである。やっと半分近く溶けたところだが、まだ相手陣営へ行くには、隙すき間まが足りない。

「氷ひよう山ざんのトンネル掘りじゃないんだから」

「実際、突破に時間かかってるんだから有効な戦法だ」

「うるさい。ひとごとみたいな言い方しないのトッド。試合中なのよ」

「でも、これだけ溶けてくれれば、僕でも動かせる」

　トッドはそう言うと、精霊召喚術の術式を唱え、新しい精霊を呼び出した。




『出でよ、かの爪は鋼こう鉄てつのごとし。汝の名は──地ヲ這はウ竜』




　作法に則りトッドは右手を振り下ろすが、その先に精霊らしい姿は見あたらない。

（え。失敗？）

　初心者にはありがちなミスだが、あの『スキッパー』が珍しい。

　イリスが完全に不発かと思った瞬間、地面の一点が、ぼこりと盛り上がった。

　そのまま地面の下を、畑の畝うねのように、何かが這い進んでいく。さらには巨大な氷山の精霊の足下にももぐり込み、数秒後には。

（わお）

　氷の巨体が文字通り『裏返った』。

　どおんと轟ごう音おんをたてて天地が逆さにひっくり返るが、元々の手足が小さいので、起きあがることもかなわない。本来の体勢が維い持じできず、精霊は霧散消滅した。

　現場には、そこまで移動した畝の跡と、地面に空いた小さな穴があるだけだ。

　敵側のペアも驚いているが、イリスも状況がわからず目を白黒させる。

　いったい何が起きた？

「……え、いま何が起きたの？　トッド」

「地属性のモグラ的なものを呼んでみた」

「モグラっ？」

「光にあたると消えるんだけど、地面の中なら移動可能。そういうの」

　この世のあらゆるものが気に入らないような反はん抗こう期き顔で、トッドは答える。

「ま、またややこしい精霊ね……ひねくれてるっていうかねじくれてるっていうか」

「ごちゃごちゃ言ってないで、あとはなんとかしてよ。あんたの番だ」

「わかったわ。あなたよくやった」

　イリスはあらためて前を向く。トレードマークのポニーテールが、生き物のように跳ねる。

　精霊召喚タッグトーナメントで対戦するのは、魔族やモンスターではなく、ヒトと精霊だ。より正確に言うなら、精霊対精霊のぶつかり合いだ。

　イリスが考えるに、こういう時に重視すべきは、威い力りよくよりも再現性とスピード。

　限定されたフィールドの中で、どれだけ素早く正確に、思い描いたイメージを召喚に結びつけることができるかの方が大事だと思っている。

（悪いけど、術式発動のスピードなら負けたことないの）

　たとえ向こうが先に術式を口にしはじめても、唱え終えるのはこちらが先だ。




『出でよ、研とぎ澄ます音を聴きけ。汝の名は──疾しつ風ぷうノ槍やり！』




　イリスのシンプルにして力強い術式が完成し、呼び出された風の精霊が槍と化す。

　相手ペアの間にあった宝珠という名の革ボールを、ピンポイントで粉ふん砕さいした。

　ぐっと拳こぶしを握りしめる。

「──よし、勝ったわ！」

　我ながら完璧だった。

　振り返って思う存分喜ぼうと思った瞬間、反対側のコートで、大きな歓声があがった。

　なにやら模擬試合が、盛り上がっているところのようだ。

　せっかくの練習時間なのに、二番コートと三番コートは、誰もいなくて完全に空からになっていた。残りのスペースで、連携の確認をしている者すらいない。

　本当にたった一つのコートの周りにヒトが殺さつ到とうして、ギャラリーができあがっている様は、異様だった。

「あそこのコートは今……」

「アズライトだろ。あとマルミヤの」

「行ってみましょう」

「ちょっ、引っ張るなよ！」

　イリスはトッドの服をつかんで、一番コートへと走った。

　密集するギャラリーの間をかきわけ、一番前に出ると、轟音とともに火と火がぶつかりあい、火柱となって空を焦こがす様がまともに見えた。

　本番前の模擬戦とは思えない、激しい召喚合戦だ。

　試合はライラ・アズライトとケータ・マルミヤのペアと、因いん縁ねんの相手であるビム・コーラルにシシー・トパーズのペアの戦いだった。

「おいこら、気合いいれろビム！　もうちょっとで削れるぞ！」

「疲れてる疲れてる！」

「二対一でやられてんじゃないぞ！」

　ギャラリーの大半は、手前にいるビムたちに声せい援えんを送っているようだ。

　イリスは、手近な候補生の肩をたたいた。

「ねえ、何がどうなってるの？」

「おっ、カーネリアンか。どうなってるもこうなってるもないさ。ただいま怪かい物ぶつ退たい治じに挑んでるとこ」

　相手は興奮気味に答えた。

　なんでもライラ・アズライトが、化け物じみた力を発はつ揮きして敵をねじふせ、連戦連勝を続けているらしい。

「連戦連勝って……冗談でしょ。だってペアはゼロパーセントなのよね。あいつヒヨコしか呼び出せないはずよ」

「そうだよ。だから『怪物』退治なんだよ。ハンデでお荷物なマルミヤの穴を、自分一人だけでカバーしてるんだぜ？　誰がそんなの予想したよ」

　候補生の言わんとしていることがわかって、イリスは戦せん慄りつした。

　召喚術で戦力にならないケータは、同じコートの中にいながら、複雑な面おも持もちで佇たたずむだけ。

「アズライトも、いったいどんなつもりでエントリーしたのかと思ったら、これだもんな──おおいマルミヤ！　どうせならあんたもこっちで応援しろよ！　いる意味ないだろ！」

　外野からのヤジに、ケータは苛いら立だたしげに「うるせえ！」と叫び返す。

　そんな戦力にならない彼と、自陣の宝珠を一身に背負って、ライラは一人、精霊を召喚し続けている。

「……これで、連勝……」

　恐ろしい事態だ。

　こんな戦い方はありなのだろうか。自分にはできるだろうか。

「でもなあ、カーネリアン。いくら馬鹿みたいに強いってもさ、もう七組目だぞ。そろそろヤマが動いてもいいじゃないか」

　ライラ・アズライトの術式が完成する。




『出でよ、荒れ狂う大海の覇者。汝の名は──極北ノ鮫』




　コートに呼び出された大海が、ビムとシシーの陣営へと押し寄せる。だが、ビムとシシーが呼び寄せた氷の精霊二体によって、流れがせき止められて相そう殺さいした。

「よっしゃあ、止めた！」

「いいぞいいぞ、着実にやってけ！　効いてるぞ！」

　ギャラリーが沸わく。シシーの汗で紅こう潮ちようした顔が、歓喜に染まる。ビムはまだ余裕がないようだ。

　ライラがわずかに眉をひそめた。

「止まるなライラ！　すぐ次が来る！」

　ケータの孤こ独どくな声援を受け、ライラは新しい召喚体勢に移る。ビムとシシーが同時に呼び出した二体の精霊を、新しく呼び出したライラの精霊の一撃が粉砕した。

「七戦目の戦いじゃないわよこんなの……」

「でも変なの」

　トッドが後ろで呟いた。

「変？」

「変だろ。余裕こいた召喚連発してるけど、呼び出す精霊がでかくて遅いから、どんどんぶつかる場所が自陣に近くなってる」

「そりゃあそうだけど……そうでもしないと、二体を同時にねじふせるなんて無理よ」

「つまりじり貧ひん。もうちょっとスピード重視すればいいのに。あんたみたいに」

　トッドの言う通りでもあった。

　最初の大海の精霊と、その次に呼び出した精霊と。どちらもシシーたちの呼び出した二体の精霊とぶつかって相殺の形を取っているが、同じ場所でぶつかっているわけではない。

　徐々に徐々に、内側へと押されている。

　一見して超然と術を操っているように見えて、その内情は紙一重。シシーとビム相手では、他に対抗手段が見つからず、やむなく一撃必殺級の大技に頼っている可能性はある。




『出でよ、戦場に駆ける灼しやく熱ねつ。汝の名は──燃ユル軍ぐん馬ば！』

『出でよ、戦場に駆ける灼熱。汝の名は──燃ユル軍馬！』




　シシーとビムが、まったく同じ属性の精霊を呼び出した。

（どうするの。アズライト。このままじゃ後がないわよ──）

　ライラが迎げい撃げきの術を展開させた。またも速度がワンテンポ遅れ、だが十分に強力な合成召喚モンタージユ。




『出でよ、太たい古この強大なる蛮ばん族ぞく。汝の名は──風ふう化かノ石せき斧ふ』




　今度は大きな変化があった。

　ビムとシシーの呼び出した精霊が、ライラの呼び出した精霊と激突。だが、ビムの呼び出した精霊が生き残ったのだ。

「残ったあああ！」

　ギャラリーが叫ぶ。

　一方、ライラの石斧を持つ巨人も、相殺で消滅とはならなかった。シシーの赤い馬を打ち砕いたその足で、勢いを失うことなく敵陣へと突進していく。そのまま宝珠さえも食らおうとし──足下から崩れ瓦が解かいしていった。

　ライラの顔に、はじめて『しまった』と動どう揺ようが出た。

（残りは？）

　ビムの使役精霊である炎の馬は、半身をライラの攻撃によって失いながらも、よろよろと敵陣へと走っていく。まだ完全に消えてはいない。

　あとにあるのは、ケータとその後ろにある宝珠のみ。

　ケータは相当悩んだ末、

「ええいくそ！」

　やけくそのように宝珠の前に立ちふさがる。

「だめですケータさん、避けて！」

「ええ!?」

　あわてて一歩下がるケータ。

　その目の前を、ビム・コーラルの傷ついた精霊が通り抜けていった。

　ころり、と赤いボールが地面に落ちた。

　精霊も、そこで力つきたように消滅する。

「だめですよ。生身のヒトが、精霊に触れるのは危ないです……」

　戻ってきたライラの真剣な説教は、その後に起きた爆発的な歓声によって、かき消された。

「うおおおおおおお！」

「すげえ！」

「やった勝った！」

　周りは「やった！」「ついにやりやがった！」と拍はく手しゆ喝かつ采さい。

　シシー・トパーズは、汗だくで呆然としているビム・コーラルに飛びつき歓喜し、さらには友人らしい女子候補生の間で、涙まで流している。

「やったわ！　私でも勝てた！　勝てたのよ！」

「おめでとうトパーズ！　すごい試合だったわ！」

　まるで本番の決勝のような盛り上がりだ。

　対して負けた側のペアはといえば。

「ライラ……」

「負けちゃいましたね、ケータさん」

　ライラはここまでの大技連発で、赤くなった顔のまま、心配そうなケータに向かって笑っていた。

　彼女の名はライラ・アズライト。アズライト家の至宝。その時も穏やかだった。

　不利な状況で、最後まで全力を尽くし、友人のぶんまで戦いきった。そんな心打つ筋書きを添えるにふさわしい、模も範はん的てきな立ち振る舞い。そう思ってしまうのは、イリスのうがちすぎだろうか。





　　　　　＊＊＊






　十勝三敗。

　それがケータたちが得た、今日一日の戦せん果かであった。

　ケータは放課後の学院内を、一人歩いていく。

　今もどこかの講義室では、研究発表や劇の準備が進められているのだろうか。ケータがトーナメントに出ることになって、衣装係のノルマの方は、だいぶ減らしてもらった。

　そもそも『ケータたち』などと言って、今日の戦果に自分を含めるのは、おこがましいかもしれない。今日の模擬戦。実際はライラ一人きりで戦っていたのだから。

　はじめの何戦かは、ライラの強力な精霊召喚術により、ほぼ一撃で敵の精霊を粉砕した上に、相手の宝珠も破壊という、一方的な試合運びで勝利していた。

　だが、みなが躍やつ起きになってライラに戦いを挑んでいくうちに、どんなに強くても慣れが出てくるのは避けられない。

　データは出そろい、分析され、対抗策が生み出される。

　甲こう子し園えんの強きよう豪ごう校こうと一緒だ。

　どんな時でも二人がかりで相手の精霊に対処し、ライラが繰り出す、出で鼻ばなの一撃必殺を避けるという戦略が定着すると、すんなり勝つことは難しくなった。

　そうすると、長期戦に持ち込んで精度の低下や、スタミナ切れを狙うという戦略も有効となり、ビムとシシーと対戦した七戦目にしてついに、敗北を喫きつした。

（みんな大喜びだったな……くそ。こっちはハンデだらけだってのに忘れてないか）

　あのシシー・トパーズが、まるで人類最後の戦いに挑んで、ボスキャラに勝ったような喜びようだったのが忘れられない。こちらは元魔王軍大だい元げん帥すいだが、ライラは普通の少女だろうに。

　そう。ライラが普通のヒトであり、残りの候補生もまた馬鹿ではない以上、全戦全勝ができるほど甘くはなかった。

　一度勝ちの自信がついた挑戦者たちは、その後もつぎつぎと対戦を申し込み、最終的にケータたちはさらに二回ほど負け、四回勝ち、模擬戦の時間終了となった。

「ライラ。荷物取ってきたぞ。これでいいのか──」

　医い務む室しつのドアを開ける。

　中で治ち療りようを受けているという話だったが、誰もいない。

　医務教官も、席を外しているようだ。事務スペースにも治療スペースにも、ヒトの姿が見当たらない。

　ケータははてと首をひねりながら、ベッドのカーテンを開ける。

　そのまま目をむいた。

　上半身裸のライラ・アズライトが、シーツの上に座り込んでいた。

　全体に華きや奢しやな肉付きだが、肌の透明感は発光しているかと思うほどだ。森の中の澄すんだ小川で、透明な小石を見つけた時のような。

　半端に持ち上げた腕の間から、小振りながらも形のよい胸が見え隠れしていた。彼女の周りには、脱いだばかりの制服と下着が散乱していた。

　ライラは、突然の非常事態に、何が起きたかわかっていないようだった。

　それ以上どこを隠すというわけでもなく、裸ら身しんをさらしてぽかんとしている。

　しかし、やはり馬鹿ではない。

「あっ、ああああ、すみまっ、すみません！」












「こっ、こっちこそ！」

　大慌てで脱ぎ散らかした制服や下着をかきあつめ、ベッドに突つっ伏ぷすライラ。ケータも慌ててカーテンを閉めて後ろを向いた。

　血圧が一気に上がった気がする。

　突っ伏した背中の、想像以上の色の白さも含めて、いいものを見てしまったという思いは止められない。

　しかしサイズ的にはライラ＜ミケ＜越えられない壁＜イリスになるのかと、知られたら殴られそうなことを考えていたら、再びカーテンが開いた。

　あたりまえだが、彼女はちゃんと服を着ていた。

　茹ゆでダコのように顔を赤くし、悲ひ壮そう感かんにあふれた顔で一礼する。

「…………お見苦しいものをお見せしました……」

「い、いやべつに。見苦しいなんてそんな」

「湿しつ布ぷの位置が気持ち悪くて、貼り直そうと思ったんです……」

　実に綺麗なもんでしたよと言いそうになって、口をつぐむ。

「──怪我、本当に大丈夫なのか？」

　かわりにたずねた。

　最後の試合で派手に転んですりむいていて、そのため医務室で治療するという話だった。湿布を持ち出すほど、他に痛めたところがあるとは聞いていない。

　ライラははじめて微笑ほほえんだ。

「大丈夫ですよ」

「ほんとか？」

「ええ、とても元気ですから。この程度でしたら、怪我とも言えないレベルです。訓練でよくやるじゃないですか。精霊召喚術の連発で、筋肉の方が先に参っちゃうんです。筋肉痛ですよ。力がないのがいけないんですよね──」

「そっか。なら行こう」

「え？」

「帰るんだろ？　送ってくから」

　いつも通りのけなげな笑顔を見ると、勝手に胸が痛んでくる。せめて、それぐらいはやらせてほしかった。







　ライラの家は、パールバルの『川向こう』と呼ばれる、古い住宅街にあるらしい。

　むりやり聞き出した住所を頼りに、石いし畳だたみの道を進んでいく。

　ケータの住んでいる、下町めいた新しん興こう地ち区くと違い、このあたりは一つ一つの庭が大きく、建物も大きかった。高級住宅地というのは本当のようだ。

　ライラは、おとなしくケータの後をついてくる。

　彼女の鞄かばんを人質に取っているので、ついて来ざるをえないとも言う。なんとなく足取りはとぼとぼとして、売りに出される子牛のような風ふ情ぜいだ。

　制服のスカートの膝小僧には、真新しい絆ばん創そう膏こう。対するケータは、完全なる無傷。だってなんにもしていないから。

（足手まといって、ほんとにきついのな）

　今日のことでよくわかった。

　自分自身が、無能ゆえに無能呼ばわりされるのはまだいい。何を言われようが、本当のことだと受け入れられる。

　それより味方がなんの援護も受けられずに負けていくのを、ただ見ていることしかできないというのは、想像以上にきつくて歯がゆいことだった。

　心ないヤジや、相手チームへの拍手がついてこようと、ケータ自身は何もできない。せいぜい後ろで応援するだけ。

　せめてケータが今よりほんの少しだけでもマシな腕を持っていたら、ライラは負けることなく連勝を続けられたのでは？

　躍起になって打ち負かしにくる候補生たちに、胸を張り続けていられたに違いない。そうだ。たったそれだけのことが、自分にはできなかった。

　ふがいなさを悔くやむ思いが、じりじりと胸を焦こがし続ける。

「あの、ケータさん」

「なに」

　己への向かっ腹をおさえながら顔を向けると、ライラがびくりと震えた。まずい。ぜんぜん向かっ腹、おさえられていなかったらしい。

「あの、き、今日は本当にすみませんでした……！」

「はあ？」

　なぜそこでライラが謝る？

「ケータさんにはご迷惑かけないって、わたし、自分で言ったのに。なのに負けてしまいました。本当にすみません」

「ちょっと待てよ。それはないだろ」

「次は同じことがないよう、対策も練りますから。だから──本番ではもっとがんばります。だからどうか、今日は許してくれませんか」

「いやいいから、いらないんだよそんな言葉！」

　ケータはつい語気を荒くしていた。

「あのな。やめろよ。謝るなよ頼むから。あんた十分がんばっただろ。これ以上ないってぐらいがんばった。それで負けたのは、俺のせいだ。俺がなんにもできなかったからだ」

「そんな、ケータさんは悪くありません」

「じゃあ誰が悪い」

「だから、わたしが──」

「噓つくなよライラ！　いっぱいあるだろう」

　そういう無能を押しつけられた、運営に文句は？

　かつて自分の取り巻きだったやつらに、躍起になって攻め込まれ、負けたら自分の努力不足だと謝る。どんな悪意や偏へん見けんにまみれても否定しない。いったいどこに意志があるのだ？　矜きよう持じはないのか？

　──単純に、悔しくないのか？

　変わらぬ優しさを見せるライラを見ていると、ありがたいよりもどかしくてたまらなくなる。どうして彼女は怒らないのか。

「そうやっていつもいつもお綺麗な言葉で、どこまで本音なんだよ。ライラ・アズライト」

　ケータはライラを見下ろした。

「そうだな。ここで俺は、壮そう絶ぜつに下げ衆すなことを考えてみる。たとえばあんたはアズライト家の名門だから、下しも々じもの者には何を言われても平気なんだ。俺がここでへたくそな挑発をしたって、実は一言一句響いていない。腹の中で笑ってる」

「……不快な思いをさせて、ごめんなさい」

「そう言いながら、謝っときゃいいと思ってる」

「本当に」

「だから謝るなよ。俺は、ライラが自分で考えた言葉が聞きたいんだよ。違ってるなら違ってるって言えよ。がまんしてないで。聞こえてるんだろ！」

　ケータとライラは違いすぎる。だからもどかしい。

　何を言われても反発しないライラ・アズライトは、ケータより大人なのだろうか。子供なのだろうか。

　ライラは、ここまで言われても、悲しい顔をするだけだ。

　最後はうつむいたまま、だんまりと答えなくなってしまう。

　ケータはできることなら、その肩をつかんで揺さぶりたい。

「ライラ！」

「……言えません」

「なんで！」

「なんででもです」

「なら訳を言え！」

　ライラが、無言でケータを見上げた。

　その時見せた彼女の瞳の光は、なぜかケータの口から、いっさいの言葉を奪った。

　彼女はケータの手から、素早く自分の鞄とケータの鞄を両方むしり取った。

　そのまま右手の鞄をフルスイングさせて、ケータの頰を殴おう打だした。

（ご──）

　衝撃のあまりよろめいたところに、今度は左手の鞄が逆方向の回転で打ちのめしてくる。

　もんどりうって地面に倒れたところに、ライラが追い打ちで鞄を振り上げた。衝動に任せた動きのくせに、一連の動作が機械のように無む駄だがない。

　これ以上鞄を叩きつけられないよう、必死に上半身を起こしたところで、ケータは止まった。

　鞄を持つライラの目から、ぼろぼろと大粒の涙がこぼれ落ちていく。

「うるさい。うるさい。うるさいうるさい。本音……？　それなら、だいきらいですよ……みんな好き勝手なこと言って……わたしだって好きでアズライトの家に生まれたわけじゃない。ひいきされたかったわけじゃない。大嫌い。大嫌い！」

　だいっきらいとライラは呪じゆ詛そを吐く。

「ビム・コーラル。わたしは何も変わってないのに、なんで勝手に逃げるの？　ほかのひとたちも、手のひら返しが激しすぎるわよ。アズライトの名前はそんなちっぽけな覚悟でつきあえるものなの？　シシー・トパーズ。やっと優位にたててよかったわね。うれしい？　安心して、あなたがいくら調子にのろうと、わたしは言い返したりなんかしないから。できない、から──」

　彼女はそこまで立て続けに喋り、糸が切れたようにその場にしゃがみこんだ。

　両手で顔をおおう。

「言うべき言葉がないんです。だってわたしがなにを言っても、『ライラ・アズライト』になってしまうんです。ひいきでみんなを危険にさらした家の者であることは、変えられない。投げ出してしまったら、お父様が何をするかわからない。自分の実力がどこにあるかなんて、そんなのわたしが一番わからない！　だったら、黙るしかないじゃないですか。いちいち取り合わないで、受け流すふりぐらい、させてくれたって、いいじゃないですか。せめて」

「でもふりなんだろ。全ぜん弾だん貫かん通つうしてぼろぼろだ」

「あ、ああああ！」

　ライラは泣きながら、ケータの肩にしがみついてくる。

　額ひたいをこちらの腕に押しつけ、シャツの袖そでを握りしめ、ぼろぼろと涙をこぼして嗚お咽えつした。

　痛々しい、幼おさな子ごのような姿だが、それでようやく、彼女の本音に触れられたような気もするのだ。

「……そうだよな。普通に悔しいよな。みんな好き勝手なこと言って押しつけてきてな」

　ここまで振り回してしまったケータが言うのも、ひどい話かもしれないが。

　今彼女は、がんじがらめの鎖くさりに縛られ、どこにも逃げることができない。

　よすがであるはずの実力さえ、彼女の助けにはならない。

　だからせめて日常を貫こうと思ったライラの想い。心を守る手段。それをケータは、弱腰だと責めてしまったのだ。

「どうにかして鼻あかしてやりたいよな。負かそうとして喜んでる連中に、ひいきだって思ってるヤツらにここで、ふざけんなって言ってやれたら──」

「でも、できなかったっ」

「わかるよ」

　勝ちたいのに、勝ちきることができなかった。悔しくて悔しくてたまらない。焼けつくような痛みは、体の痛みか心の痛みか。

　ライラを勝たせてやりたいと、今ほど切実に思ったことはないかもしれない。

　ケータは、そこでふと思った。

「なあライラ。ちょっとトーナメントのルールについて聞いてもいいか？」

　泣いていたライラが、ケータから顔を離した。

「……え？」

「いやさ。もしこれがありなら、俺たちいけるんじゃって……うん、いけるかもしれないぞ。確か禁じてたの、武器と素手だけだし──」

「い、いけるって、勝てるってことですか？　今のままで？」

「ああ」

　ライラが涙の浮く顔で、あらためてこちらを見上げてくる。

　ケータの中の脳みそが、フル回転をはじめるのがわかる。しかもこの戦法なら、ケータもただのカカシにならずにすむかもしれない。

　ケータが思いついた考えを説明しようとした、その時だった。




「いよおし。いけいけいけいけ。やれ。そこだっ」




　その声は、まったく別のところから聞こえた。

　ケータたちの『頭の上』からである。

　ここは川向こうの高級住宅街。どこもケータの背丈の倍近くある、厚く立派な塀が続くが、その塀の上に、ヒトがよじ登っている。

　若い男だ。二十歳をいくらか超えているだろうが、二十五までは行っていないだろう。そんな感じの、ヒトの男。

　髪は淡い金髪。長ちよう身しん痩そう軀くを赤いロングコートと細身の黒パンツで引き立て、黒の遮しや光こう眼鏡めがねまでかけている。これで楽器ケースでもかつげば、路上で歌うミュージシャンのできあがりだが、彼が背負っているのは長めの剣である。

　塀の上にヤンキー座りをし、なにやら敷地の中に向かって「そうだその意気だ」とシャドウボクシングを繰り返している。

「あの……そこで何をしてらっしゃるんでしょうか」

　ライラが涙をぬぐい、おそるおそるといった雰囲気で呼びかける。

　やめろ、うかつに変質者に触るなと思うが、地元住民の使し命めいか、ライラは関わるのをやめない。

「何かいいものが見えるんですか？」

「うん見えるよー。むっちゃ見えるよー。ルクスのやつが言ってたんだけどさ、ここの家のメイドさん、十九歳金髪美人でばいんばいんなんだってさ。こっから見るとちょうど従業員用の風ふ呂ろ場ばがグッドロケーション……いけやれ、そこだ！　湯ゆ気げをものともしない心しん眼がんを手にれろ！」

　男はこちらのことなどそっちのけで、風呂覗のぞきの実況をしてくれる。

「ライラ。なんか知らんがやばいぞ。こういうのこそ保安兵に通つう報ほうした方がいいんじゃないか」

「いえ、もうちょっと待ってください。あの！　確かに若くて美人でばいんばいんのメイドさんは勤めてましたけど、結婚して辞めてしまいました」

「うっそマジ!?」

　変質者がこちらを向く。

「なので今は、彼女の母親の方が勤つとめております……」

「うそおおおん」

　叫んで仰向けにひっくり返った。塀の上で器用なものである。

「じゃ、なに。俺が見たもの……俺の崇すう高こうな視し神しん経けいに触れてしまったもの……ちょっと待ってよ。俺を惑わそうとして適当なこと言ってない？　そういうのやめてよね。ねえ」

「いえ……すいません。その家の者なので……」

「いやー。もう、いやー。めっさ萎なえた。やる気なくなった。この世の終わりキタコレ」

　変質者は顔をおさえて、じたばたと悶もだえている。やはり塀の上で器用なものである。

　ケータはとっとと保安兵に突きだした方がいいと思ったが、ライラは続けて言った。

「あの……失礼ですけど、ハイラント・ビスマス様ですよね？」

　ハイラント・ビスマス？

　塀の上の変質者は、だらけた猫のように寝そべった姿勢のまま、色付きの遮光眼鏡を外した。

　不思議な七色の目をしていた。

「そうだよ。聖剣バリアントフレアの適合者で、ヒト呼んで『光の勇者』と言います。お願いだから通報はヤメテネ」

　ケータは声にならない悲鳴をあげた。





　　　　　＊＊＊






　ケータ・マルミヤ十七歳。もう少しで口から心しん臓ぞうをゲロするところであった。

　ライラの家の中に通されたケータは、なぜか勇者ごと応おう接せつ間まに案内され、椅子の上でかしこまることになった。

（まさかあの塀からもう、ライラの家だったとは）

（ほんとに、どうしてこうなった）

　勇者だ。バリアントフレアの適合者だ。皇国騎士団の撃げき墜つい王おうなのだ。この世に七振りしかない聖剣のうちの一振りなのだ。

　ケータの全身から汗が噴き出し、暑いと勘かん違ちがいしたライラに、お茶のお代わりを出されてしまったぐらいだ。

「やっぱり冷たいお水の方がいいですか？　ケータさん、すごく暑そう」

「い、いやいいよライラ。十分だ」

「いたらなくてすみません。まだミリアン──メイドさんが、着替え終わっていないみたいで……」

　そうだろうそうだろう。光の勇者が覗きをしていたように、入浴シーンの真っ最中だったのだから。実際は十九歳ばいんばいんのお母さんらしいが。

　その変態にして最強の勇者は、ケータの隣となりで椅子にふんぞり返り、傍かたわらには背負っていた剣が無む造ぞう作さに置いてある。十中八九、あれは数多くの同胞を屠ほふってきた聖剣『バリアントフレア』だ。












　さらにはテーブルを挟んで、ライラの父親にして皇国騎士団の重じゆう鎮ちんであるという、オーキッド・アズライト将軍が座っている。

　まさに盆と正月がいっぺんにきたような。いや違う。虫歯と盲もう腸ちようが同時に襲いかかってきたような。いったい俺が何をしたと天に問いたい。

（俺、ばれてないよな。大丈夫だよな）

　地球への帰還方法を探るため、創立祭にやってくる勇者とその一行に、どうにか接触できないかとは思っていた。

　しかし街はものものしい警備であふれ返り、当日はもちろん、ホテルに近づくことさえ大変だと思っていた。勇者本人に当たる道は早々に諦め、護衛の『白の腕』のみに絞っていたぐらいなのだ。

　両耳の魔力封印用ピアスを、今ほど意識したことはない。もしケータが『黒仮面のヴェーレス』だったことを、この二人に見抜かれれば、おしまいだ。

　上がる心しん拍ぱく数すう。うなる動どう悸き。

　あらためて見るオーキッド・アズライトの方は、騎士らしい威い厳げんと風格が、療養中の体からでも感じられた。

　このお父さんが、ライラの心理的負担に寄き与よしていることは間違いないが、正直いまは考えている余裕ゼロ。目が合うだけで精神が削られる。

　氏は眉み間けんに深い皺しわを刻んで難しい顔をしているが、今のところ興味はケータではなく、隣の勇者にあるようだ。

「お久しぶりです、勇者殿。お目にかかれて恐きよう悦えつ至し極ごく」

「そうだねえ。むっちゃ久しぶりだね。考えてみたら。最後に会ったのはいつ？　和平条約の調ちよう印いん式しき以来？」

「いいえ、その会談には参加しておりません。床とこから起きあがることがかなわず。面目ない」

「あーそうかそうか。その直前の西ブリガルドでやられたんだっけ。魔王軍の大隊に」

　ケータの耳が、ぴくりと震える。

　西ブリガルド？　たしか俺、思いっきり指し揮きを取っていたような。

「あれひどかったって聞くねえ」

「否定はいたしません。連中は恥も外聞なく、モンスターを解き放ち我らの兵を混乱させてきた」

　ちょっと待て。待ちましょう。なにが恥ですか。

　できもしないのに、反論したくてたまらない。だって普通、やってくださいって条件がそろったら、攻めるでしょうよ。モンスターよこすでしょうよ。あなたしないんですか。こちらは魔王軍なのですから。

「しかもこちらには補給も援えん軍ぐんもない」

「俺が行ってあげられてたらねえ。すぱっと助けてたんだけど」

「まさしく。あの時ほど、勇者殿の辣らつ腕わんを切望したことはございません」

　くそう失敗した！

　今度はテーブルの下で、密かに拳を握りしめる。

　あの時、勇者は不在だったのか。そうならそうで、変に深読みをしないで、攻めきっておけばよかったのだ。絶対に囮おとりだと思って、手を引いてしまった。まだ行けたとは失敗した。

　光の勇者と騎士団の重じゆう鎮ちんによる、オフレコだらけの会話は非常に刺激的だった。

　やれあの時の作戦はどうだったの、この時の目的はどうだったの。もっと耳をそばだてていたいような、ばれるのが怖いからやめておきたいような。

「しかし……もうパールバル入りしているとは、存じ上げなかった」

「あれ、聞いてない？」

「学院からは、あと三日は先だと」

「そうだね。対外的にはそうなってるかもね。だってほら、俺を狙うやつって多いから？　正確な移動スケジュールは、公開しないようになってるんだ。警備上の都合ってやつ」

「でしたら、なぜお一人で当家に？」

「そんなの将軍の弟くんの裏をかくために決まってるじゃないのよ。ルクス・アズライト。あのぶりぶりの堅かた物ぶつ。あいつってば実家超嫌いだから、こっちにだけは近寄らないと踏んでね。あっ、でもね将軍、もちろんただ遊びで抜け出てきたわけじゃないから。いまこの街に、魔族のコスプレした子供がいるって噂うわさ、知ってる？」

　ケータは、落ち着くために飲もうとした茶を吹いた。

「……おいおいキミ、大丈夫？　かなりキタナイよ」

「おぶっ、ぶえっ、だいじょうぶです」

　鼻から茶を出すケータを、ハイラントはどん引きの顔つきで見やった。

「まあいいけどさ、これが俺の行く店のあっちこっちで聞くんだわ」

「子供なのでしょう？」

「そうそれ。みんな子供の遊びってことで納得してるけど、俺は逆に子供に見せかけた魔族の侵入を考えたわけ。実際調べてみたら、なーんか変死体とかの数も上がってるみたいじゃない」

　あああああああ！

　あの雌めすピンクライオン！　ぽんぽこぴーの馬ば鹿か獅じ子し！

　いまここを出られるなら殺してやる！　ヒゲ引っこ抜いて三回殺してやる！　めちゃくちゃバレてるじゃないかおい！

「浮ふ浪ろう者しやや泥でい酔すいした者が、野生化したモンスターにかじられることは、珍しくもありませんが……」

「だから街の中を見て回って、それっぽい匂いがする跡あとをたどってきたんだ。そしたらルクスの言ってたメイドさんのこと思い出してさ、ちょうどいい塀があるから登ってみて……あれ、考えてみたらなんもやってないかもね俺」

「もう結構です。よくわかりました」

「わかるならいいや。どっちでもいいよね。ははは」

　ハイラントはあっけらかんと笑った。すがすがしいほどの軽々しさだった。

　オーキッドは、ますます難しい顔になる。

「んでさ、隣のキミは、さすがに汗かきすぎじゃないの？　巨デブキャラなの？」

　ケータへの質問である。

「……そういうわけじゃないんですが。すみません」

　こちらは汗だらだらのまま、そう言うのが精一杯だった。さっきから怒ったり震えたり、自じ律りつ神しん経けいが相当おかしくなってきている自覚はある。

「その制服、召喚学院のだよね」

「はあ」

「うちのライラが、自分で学友を連れてくるとは、珍しい話ですよ。勇者殿どの」

「あ、そうなの」

「そ、そうなんです。俺……じゃない僕は」

「えええっ、でも学友なの？　だって抱き合ってたよね？」

　ぶしゅううう。

　全身の汗が蒸じよう発はつした。

「……………………あー、あー、あー」

「ちっ、違います違います勇者様！　彼は普通の同どう期きです！　怪我したわたしを送ってきてくれたんです。ちょっと転んで支えてもらっただけで」

「いやあ、ちょっと支えるなんて密着度じゃなかったよあれ」

「……ほお、密着。もっと詳しく説明しなさいライラ」

「そこで座り直さないでくださいお父様！」

「傷つけ合わずにいられないみたいな？　むせかえるほど青春だったよねー、甘あま酸ずっぱかったよねー」

　ライラが必死になって弁べん明めいしている。

　やはりこの男は、腐くさっても勇者だ。たとえ風呂覗きの変質者だろうと、あらゆる警備をぶっちぎる馬鹿であろうと、最強の聖剣バリアントフレアの適合者にして、魔王軍の宿しゆく敵てきだ。

　まさか空気を読まないことによって、ここまで元魔王軍大元帥を追い詰めるとはあっぱれなり！

（さすがだ！）

　ケータは心の中で泣きながら賛さん辞じを送った。そしていつか燃やすリストに勇者ハイラント・ビスマスの名を加えた。

　地じ獄ごくの業ごう火かの中で燃え尽きるがいい。

「つまりけっきょくのところ、うちの娘との関係はどうなんだね。ケータ・マルミヤ君。どんな覚悟があってつきあっているというか」

「ト、トーナメントのペアを組ませてもらっております！　はい！」

「それは公こう私しともに勝ち上がるという宣言と受け取っていいかね」

「きっついですね！」

「うちの娘は二十年に一度の至宝とまで呼ばれていてね」

「存じておりますが！」

「最低でも優勝。最高でも優勝。これは絶対に譲ゆずれないラインだ」

　決して口調を荒げることはないが、言葉の一つ一つが巨人の戦槌メイスなみに重いオーキッドの追及を、ノーガードで受け続ける。

　本当に俺、どうしてこうなった。

　前世で食い逃げぐらいしましたか。

　途中でドアがノックされなければ、泣きキレて暴れるか、土ど下げ座ざして詫わびを入れることになっていたかもしれない。

「ご歓かん談だん中すみません旦だん那な様。勇者様」

　応接間に現れたのは、四十半ばの貫かん禄ろくあるメイドである。

　髪も肌も妙につやつやして、おそらくは風呂上がりに違いない。

　このおばさんの入浴シーンに、勇者がエキサイトしていたのか。あーっはっはっは、ざまあみろ勇者。そんな思いが頭をよぎる自分を、誰が責められようか。

「ルクス様がいらしております。光の勇者様をお迎えにあがったそうです」

「ルクスだあ!?」

　ハイラントが、素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「どっ、どどど、どうしよう。まずい。思ったよりも早かったな。おい青春君、キミも隠れた方がいいよ」

「はあ!?」

「あいつの姪めいバカぶりは、将軍とかの比じゃないから。青春君が青春してたこと知ったら、八つ裂き決定だから。ほらここ下、入って」

「むぐ」

　むりやり頭を押さえつけられ、テーブルの下に避難させられる。

　その直後、部屋の中に誰かが踏み込んできた。

「見つけましたよ勇者」

「遅かった！」

「なにが遅いんですか。勝手にホテル抜け出してホタルみたいにふらふらふらふらふらふら、用がない時は骨と内ない臓ぞう抜かないとわかりゃしないんですかね」

「それ、俺が皮だけになるでしょ！」

「大して変わらないでしょう中身なんてないも同然なんだから」

　勇者の足と、見知らぬ大人の足が、ばたばたともつれて入り乱れる様が、ケータのいるテーブルの下から見える。

「何もキミが直じき々じきに来るこたないでしょ。ほら、こんなの下っ端に任せておきゃ」

「その下の者たちは、あなたの不ふ始し末まつの処理で大忙しですよ。検問の保安兵が、全員パニックに陥ったんですよ。いるはずのない勇者を見かけたって」

「良かったじゃない、当たりだよそれ」

「仕事なんですよ彼らは！」

　途中で派手なパンチ的なものが、数発入る音もした。がくりと膝をつきかけたのは勇者の方で、そのまま相手によって引きずられていく。

　ケータはただ祈り、息をつめて身をひそめるしかなかった。

「兄さん、すみません。世話をかけました。この借りはいずれまたあらためて」

「体には気をつけるんだぞ」

「ライラも。時間ができたらお茶でもしよう。トーナメントは客席で応援してるから」

　最後にライラへ向けた言葉だけが、ひどく穏やかに響いた。

　そして応接間は静かになる。

　ケータはそれでも十分に時間を置いてから、おそるおそる、テーブルの下から這い出たのだ。

　勇者の姿は、やはり部屋からなくなっていた。おそらくあの最後にやってきたヒトが、連れ出したのだろう。ものすごい拳の音だった。

　名前はたぶん、ルクス──アズライト。オーキッドの弟で、ライラの叔父。前にライラが話していた、現役の『白の腕』だとかいうおじさんだろうか。

「……あの、ケータさん……」

　ライラが控えめに声をかける。

「大丈夫ですか……」

「……つかれた」

　控えめに言ってそんな感じだった。







　最後は、オーキッド所有の馬車で送るという話だったが、それだけは勘かん弁べんしてほしいと丁重に固こ辞じした。

　箱馬車の中でまで尋問なんてひどすぎる。

　玄げん関かん先さきまで見送りに立つライラに、ケータは言った。

「今日はいろいろあったな」

「ええ」

「ありすぎたな」

　あまりにいろいろなことがありすぎて、飲んだ水分が全部汗で出ていった気がする。

　ライラは顔を真っ赤にして縮こまり、ただでさえ細い線がさらに細く見えた。

　そんな彼女の周りを、飼い犬らしい黒犬が、しきりにうろついて匂いを嗅ぎ回る。

　犬はケータの匂いも嗅いだあげく、服の裾をくわえようとしたので、ライラは問答無用でその体をつかまえた。

「本当に、ケータさんにはご迷惑かけっぱなしで……」

「なんかもう、将軍とか俺たちが優勝するのは、神の摂せつ理りだみたいな言い方してたし」

「気にしなくていいですから！」

「……でもまあ、そこはそれか。もともと負けるつもりもないわけだし」

　ライラは犬ごと縮こまってうなずいていたが、途中で「えっ」と固まった。

「それは、どういう……意味で……」

「だから最初に言っただろ。俺たち勝てるかもしれないって」

　確かにいろいろありはしたが、当初の気持ちや方針が変わるわけでもない。

　ライラを勝たせてやりたい。

　これ以上、彼女を泣かせるのは嫌だ。

「あっそうだライラ。さっき一応、トイレ借りた時にルールブック確認したけど、問題ないみたいだった。いけるぞ」

「ケータさん……」

「だからやろうぜ。俺たちで勝ち上がって、みんなをあっと言わせてやれ」

　ライラの腕の中で、犬が大きく、ワン！　と鳴いた。
















　ここまで何百回と稽けい古こしてきただけあり、舞台の仕上がりは上々だった。

　演出担当のイリスが見守る中、主役たちの演技は熱が入り、それをバックダンサーたちの、一糸乱れぬ群ぐん舞ぶが引き立てる。

　ここで目指したのは、音楽と台詞せりふの完全な融ゆう和わ。そしてヒトと魔族の、真の調和だ。

　本番を翌日に控えた大講堂で、イリスたちは最後の調整に余念がなかった。

　通しのリハーサルを、誰もいない客席で見終えたイリスは、深々と頷うなずいた。

「……完かん璧ぺきだわ」

　ぱん、ぱん、ぱん、と、よく響く空間で拍手をする。

　シリアスな第一部『ディルスマグナの薔ば薇ら』から、歌と踊りの第二部『グランド・レビュー～ヒトと魔族の円えん舞ぶ～』にいたるまで。全てやりきったメンバーは、汗だくでイリスの挙きよ動どうを見つめている。

「すっかり『役者』の顔になったわね。素晴らしい」

「カーネリアンさん……！」

「光こう栄えいです」

「はじめに会った時は、てんで頼りなかったのに」

「カーネリアンさんのおかげです。何者にもなれなかった私たちに、新しい意味を教えてくれた」

「どうか忘れないでね。これはまだ芸の入り口。長い長い役者という大階段の、最初の一歩だっていうことを」

「はい……！」

　クライマックスで背負った巨大な羽は根ね飾かざりを外すことなく、光の勇者役と魔王軍大だい元げん帥すい役の二人が涙する。自分たちが戦せん術じゆつ召しよう喚かん士し候こう補ほ生せいであることなど、この場合はどうでもいいのだ。かなりなかったことになっていた。

「ああでもごめんなさい。老ろう婆ば心しんながら、一つ忠ちゆう告こくさせてもらってもいいかしら。少し気になるところがあるの」

「なんなりとおっしゃってください！」

「そう。あなたたちの作るヴェーレスはとても力強い。そして美しい。でもね、私の中のヴェーレスは、そこにいい知れない儚はかなさがあったのよ」

「儚さ」

「ええ。胸のうちの想いを伝えたいのに、伝えられない。伝えることが許されない。引き裂かれるような悲しみを背負ってなお、強くあろうとするような。強しいてあげるなら第二幕の──」

「うっふふ。そんなヴェーレス君ありえないよ」

「誰!?」

　イリスは立ち上がって振り返る。

　だが、次の瞬間、イリスは立ちくらみを起こしたようにしゃがみこんだ。

「カーネリアンさん!?」

　舞台の役者たちが、いっせいに悲ひ鳴めいをあげる。

　一番手前にいた勇者役の候補生が、舞台ばりの身の軽さで客席へ飛び降りた。さらには大元帥役の候補生が続く。

「大丈夫ですか！」

　イリスは、顔をおさえて「大丈夫」と言った。

「……ちょっとがんばりすぎたかしら……あそこの窓に……ぬいぐるみが……手を振って……」

「ええっ、やばいですよそれ！」

「寝ましょう。寝ときましょう」

「カーネリアンさんは、タッグトーナメントだってありますよね。むしろそっちが本番でしょう」

「そうね、ちょっとだけ……」

　今ならきっと、いい夢が見られる気がする。

　イリスは周りに勧められるまま、客席で丸くなった。気の利きいた女子候補生が、クッションまで用意してくれる。

　大事な本番を前に、徹てつ夜やはいけない。

　目を閉じた後も、残りのメンバーによる自主的な稽古が続いていく。

　後にイリスいわく。白々と明けゆく薄明かりに、布のライオンが身をひるがえす様は、幻げん想そう的てきのひと言であったという。





　　　　　＊＊＊






　やろうぜライラ。革命だ。

　みんなを驚かせるための準備は、できている。

　今日は校舎本館の大時計に向けて、入り口の正門が、大きく開かれていた。

　これは今日という日が、特別な一日であることを意味していた。

　二年ぶりのパールバル本校開かい催さい。そして大戦終結後初の開催が重なったフレッドフォード召喚学院創そう立りつ祭さいは、朝から盛大な賑にぎわいを見せていた。

　日頃は関係者以外に門もん戸こを閉ざす学院側も、この日は貴族から一般市民まで、幅広く見学者を受け入れることになっている。敷しき地ち内ないは業者の出店が立ち並び、講義室では研究発表が、大講堂では有ゆう志しの演えん劇げきなどが行われていた。

（お、いた。迷わなかったか。偉いぞ）

　どこからともなく降ってくる、紙吹雪の中。ケータが見つけたのは、きょろきょろとあたりを見回しているミケの姿である。

　彼女の手には出店で買ったらしい、干し魚の串くし焼やきが握られている。

　今日一日ぐらいは、ケータが通っている学院の中を、見せてやろうと思ったのだ。

「よ、ミーケルウス。ここだ──」

　ケータは笑顔で手をあげた。

　だが向こうがこちらを見つける前に、制服姿の男子候補生たちが数人、ミケの周りを取り囲んだ。

「可か愛わいいねー、君。ここの候補生？」

「違うよね」

「だよねー、だよねー、なんかそんな感じ」

　よりにもよって、ナンパをはじめられてしまった。

　おいオマエら、こんなところで女子引っかけてる場合か。

　ケータがはらはらしているのとは対照的に、囲まれたミケは落ち着いたものだった。

「……私は、主人に会いにきました」

「ご主人様？　えー、もしかして誰かのメイドさん？」

「はい。別名ペットです」

「は？」

「主人が世話をします。餌えさをくれたり、顎あごの裏をなでなでしてくれたりしたります。寝てるとブラシもかけてくれます」

　ケータの位置からは、囲んでいる候補生たちの顔がよく見えない。

　だが、もう限界なことはよくわかった。

　己の尊そん厳げんと未来を守るため、ケータはスタートダッシュを切った。

「主人を嚙かむと怒られますけど、怒った時は嚙みたくなるんです」

「え、ＳＭ？　誰か聞いてもいい？」

「はい。丸まるみ──」

　ケータは光の速さでミケを抱きかかえると、雑踏の向こうへと消えた。

　十分にやつらの視界から遠ざかると、ミケを置いて汗をぬぐう。

「……よ、よし。なんとか顔は見られずにすんだはず。セーフセーフセーフ」

「はい主人、ハンカチ」

「どうしてそういう気遣いと非常識が同居できるんだおまえってやつは！」

　でもハンカチは嬉うれしかったので貰もらう。ふきふきと汗を拭ふき直す。

「まったく……まだ一人で出歩くのは早いのか？　お家うちでお留守番してるか？　ベスティアリが帰ってくるかもしれないしな」

「嫌です。もう買い物だってなんでもできます」

　ミケは、多少むっとしたようだった。

　ケータがここで触れた四天王ベスティアリは、ケータとケンカをしたあの夜以降、まったく家に帰ってきていない。

　よほどあの時のケータに、命の危険を感じて戻れないのか、すっぱり説得するのを諦あきらめたのか。

　西大陸に戻っているならまだいいが、まだこの街にいるとなると厄やつ介かいだった。

　勇者ハイラント・ビスマスは、ベスティアリの存在に感づいている。

　ひとこと気をつけろと伝えたいのに、連絡手段がまったくないのがもどかしい。

　家のドアに『もう怒ってないから帰ってこい』、『求む連絡・大元帥』と看かん板ばんをさげるわけにもいかず、気を揉もむ日々が続いていた。

「本当かあ？　さっきのやりとり聞いてたら、とてもそうは思えないぞ。危なっかしくてしょうがない。やっぱりベスティアリ待ちだ」

「だって……あれみんな、ヒトの戦術召喚士になる輩やからでしょう。そんなのにちゃんとしてもしょうがないです」

　ミケの反論に、ケータは嘆たん息そくした。

　こちらはこちらで、また頑がん固こなのだ。

　いくらミケにとっていけすかない相手でも、ケータにとっては大事な相手。今となってはおろそかにしてはいけないヒトだということが、理解できるだろうか。この猫に。

「つまりな、ミーケルウス。よく聞いてくれ。過去は過去。今は今。俺がこの学院にいる以上、おまえも気持ちを入れ替えないといけないんだ」

「気持ち？」

「そうだ。戦術召喚士は敵じゃない。おまえは毛を逆立ててもしょうがない」

「んー……」

「わからんかー。そうかー」

「──ケータさんじゃないですか」

　誰かと思えば、ライラがヒトの間を縫ぬって、こちらにやってきた。

　いきなり親しげにやってきたヒト──しかもミケが忌いみ嫌きらう戦術召喚士の卵の登場に、ミケが露ろ骨こつに身構えるのがわかった。

　しかし、びっくりして面食らったのは、ミケを見たライラも一緒らしい。

「えっと……すみません。もしかして、お身内の方ですか？」

「いやいや、違うんだ。こいつはミーケルウス。俺が実家から連れてきたメイド。試合とか見せてやろうと思って」

「まあ、そうなんですか。優しいんですね。うちもミリアンが来てるらしいですけど。こんにちは、ミーケルウス」

　にこやかに微笑ほほえみかけるライラに、ミケは真顔で頭をさげた。

「こんにちは。主人がいつも世話をしてます」

「世話をしてますじゃなくて、お世話になってますだ！」

　さっそくこれか！

「悪いライラ。こいつ礼れい儀ぎがなってない上に田舎いなかから出て来て、言葉が不自由なんだ」

「そんなケータさん。何も間違ってませんよ。ケータさんにはいつもお世話ばかりかけてしまってますから。感謝してるんです」

「本当？」

「本当なのよミーケルウス。ケータさんはとっても頼もしくて、とても強くて、わたしは助けてもらってばかりなの」

　ミケは、意外そうに目を丸くした後、ケータの方を向いた。

「けっこういいヒトもいるんですね、主人」

「そ、そうだな……」

　これも意外な話だが、ライラの低すぎる腰が、戦術召喚士のイメージをぶち壊すのにちょうどいいらしい。

　今までいくら言い聞かせてもダメだったのに、こんな簡単なやり方で良かったのか。

「それ、なに？」

　ミケが、ライラの持っているものに興味を示した。

　黒い紙でできた造ぞう花かである。

「これ？　これはね、さっきまで観ていたの。『ディルスマグナの薔薇』」

　ケータは吹いた。

「なにそれ」

「お芝居よ。候補生が有志で演じたとは思えないぐらい、とっても素晴らしかったの。さすがはカーネリアンさんね。歌う光の勇者に、踊る魔王軍大元帥。最後の演出で客席いっぱいに薔薇の花がまかれて、みんな泣きながら拍手なの。カーテンコールに再び勇者と大元帥が出てきた時は、いつまでも歓かん声せいが止やまず」

「それ、みたい。特に魔王軍大元帥」

「あら、ミーケルウスは大元帥派？」

　とてもとても恐ろしい話だが。

　学院の大講堂を女性客でいっぱいにし、午前中の創立祭のトピックは間違いなく『ディル薔薇』だったらしい。

　研究発表やタッグトーナメントの前座どころか、へたをすれば本体を食いかねない観客動員数を叩たたき出したそうだ。

「街の劇げき団だんが、さっそく自分たちの役者を使っての上演オファーを出したとか出さなかったとか」

「いいのか。やんのか」

　かけらもかぶる所がない勇者と魔王軍大元帥だが。

「そうですね。確かに実在のものを扱いますし、デリケートな題材ではありますけど──イメージが良くなるなら、皇こう国こくもあえて取り締まらないんじゃないでしょうか」

「だからってな──」

「わたしとしては、今の演出を超える物ができるかどうかが不安です」

　いったいどこまで演やりこんだのだ、あの完璧主義の軍ぐん曹そうは。

　イリスの底知れない行動力に戦せん慄りつしていたら、そこに大時計の鐘かねの音ねがかぶさった。

　りん・ごん・りんと。正午を告げる鐘である。

　ケータは時計塔の方角へ目を細めた。ライラも横でうなずいた。

「時間のようですね」

「ああ。ちょうどいいから、このまま登録すませておこうぜ」

「なに？」

　一人不思議そうな顔をしているミケに、ケータは説明した。

「いいかミーケルウス。これから俺たちは、タッグトーナメントの受付に行ってくる。これやると関係者エリアから出られなくなるから、おまえは座席の方へ行っててくれ。観戦チケットは持ってきたんだよな？」

　ミケはうなずいた。ぬかりないとばかりに、さげているポシェットを叩く。

　そのままミケと別れ、ケータとライラは、登録を受け付けているスタジアム裏へと向かった。

　指定通りに受付にやってくると、すでにほとんどのペアが集まってきていた。

　スタジアムの裏に設けられた選手控えエリアでは、先に登録を終えた選手が隅すみで休んでいたり、ストレッチに余念がない。

「あらま大変、まだ登録もしてなかったの、あなた方」

　登録受付の最後尾に並んでいると、今まさに受付を終えたらしいシシー・トパーズとビム・コーラルのペアが、前方からやってきた。

「ぎりぎりまで迷ってたってところ？　出場しようかなあ、辞じ退たいしようかなあ。そんな感じがするわ。違う？」

　シシーは優しく笑うが、その優しさは優ゆう越えつ感かんが多分に含まれているとケータは思う。

　ライラが、表情を硬くして答える。

「辞退は、しません」

「ああっ、そうよねえ。ごめんなさい。アズライト家じゃ、めったなことで辞退なんてできないものね。大きい家って本当に大変。同情しちゃうぐらい」

「トパーズ。もうそのあたりにしよう」

　その喋しやべる口をアヒルのくちばしにすげ替えたら、どれだけさっぱりするか。そんな想像に専念していたら、ビムが止めに入った。

「えっ、どうしてコーラル君」

「やりすぎは良くない」

「なんでなんでなんで？　ひどいわ、コーラル君。私、あなたのパートナーなのよ。どうしてあっちの肩をもつの。腐ふ敗はいした学院の空気を一いつ掃そうするんじゃなかったの」

「それと口の悪さは別だろう」

「私の口が悪いっていうの!?」

「──ビム・コーラル」

　シシーが涙目で訴えているその横で、ライラが言った。

「どうか今日の試合を、よく見ていてください。わたしからのお願いです」

　正面から言われたビムは、何か言い返そうとしたようだが、けっきょく顎を引きうなずいた。

「……わかりました。アズライト。見せてもらいます」

「お互いがんばりましょう」

　微笑みさえ見せるライラと、緊張した面おも持もちのままのビムが対照的だった。

　シシーはよりヒステリーを爆発させたが、ライラはもう揺らがなかった。

　列の人数が減っていき、ケータとライラは登録をすませるために受付へ向かう。

「ケータ・マルミヤとライラ・アズライト。わかりました。はじめは第四試合になりますね。初戦の相手は……」

　受付の言葉に、ケータたちは一瞬顔を見合わせる。

「んじゃ。やるかライラ」

「ええ。清く正しく──ぶちのめしましょうケータさん」

　誰であろうと関係ない。

　受付で渡された新品の木ぼつ剣けんと剣帯を手に、ケータたちは歩き出した。





　　　　　＊＊＊






　よく晴れた空に、何度目かの歓かん声せいが響きわたった。

　かつてはルクス自身も当事者として味わった、懐なつかしい空気だ。

　精霊召喚タッグトーナメントの試合会場は、グラウンド内のコートを囲むように、特設の観客席が設けられている。

　息子や娘を学院に通わせている父兄や、お祭り好きの一般市民によって、観戦チケットは早々に売り切れたと聞いている。噂うわさ通り盛せい況きようのようだ。

　ここはその観客席の中でも、一般市民の席から離れた場所にある、ロイヤルボックスだ。

　ルクス・アズライトは勇者ハイラント・ビスマスの護衛任務のため、他の『白しろの腕かいな』メンバーとともに、パールバルにやってきていた。

　水すい晶しよう府ふより派遣された『白の腕』は、ルクスを入れて総勢五名。ここにパールバルに在駐している皇国騎士団の戦術召喚士と、保安兵でもって創立祭の警備は遂すい行こうされている。

　ルクスもすでに、組織の中では中ちゆう堅けんだ。ただ戦うだけでなく、全体を見る必要がある。今回はリーダーに次つぐ、現場のしきり役のポジションを任されていた。

　懐かい中ちゆう時計の蓋ふたの裏で、己の顔を確認したら、ただでさえ神経質そうな顔つきが、いっそう強こわばっていた。癖くせのない焦げ茶の前髪には、齢よわい二十六にして若わか白髪しらがが数本。抜いても抜いてもいくらでも出てくる。

　これが減らない理由はわかっている。

「なーなールクスルクス。ちょっと行って、あの右のスタンドで麦むぎ酒しゆ売ってる姉ちゃん呼んできてくれない？　すっごい俺好み」

「……飲み物が欲しいなら、取りに行かせますよ」

「そーじゃなくて。あのお姉ちゃんごと欲しいわけよ。あのお姉ちゃんが注ついでくれる麦酒であることが超重要なのよ。わかってないねー」

　さも呆あきれたように首を振る勇者殿を、ルクスは精一杯の忍にん耐たいでもってスルーした。

　本来なら、最上級の貴き賓ひんが試合を観戦するために設けられたロイヤルボックスであり、ルクスたち『白の腕』を筆ひつ頭とうにした厳戒態勢も、尊とうとき御おん方かたを危険から遠ざけるためにあるはずだが、今は馬鹿を市民から隔かく離りするために機能していると言っていい。

　一人で四人がけのシートにふんぞり返り、大たい衆しゆう紙しのスケベ面を広げる『光の勇者』など、とても晒さらすわけにいかない。

「許可できませんよ。自分の立場を考えてください」

「あー、また出た。自分の立場。だったら好きでもないのに、こんなとこまで連れて来られた俺の立場も考えてよ」

「フレッドフォード召喚学院は、明日の騎士を育てる重要な拠きよ点てんです。候補生はあなたがこの場にいるのを、誉ほまれと思っているんですよ。文句言わずに観戦してください」

「んなこと言ったってさあ。俺べつに戦術召喚士じゃないし……さっきからばかすか召喚術ばっか撃ち合ってるけど、何が面白いわけ？」

　本当に退屈そうに、ハイラントは言った。

　創立祭の華はなと呼ばれ、優勝にしのぎを削ることを卒業生として知っているだけに、この発言を聞かれるわけにいかないと思う。きっと候補生は泣く。

　皇国にある七振りの聖剣のうち、最強の聖剣バリアントフレアは意思を持つと言われている。そのため剣に選ばれない者は、台座から引き抜くことさえ叶かなわない。

　先代の適合者が亡くなってから、皇国は利り権けんや位い階かいに関係なく、幅広くその人材を探してきたのだ。

　だが何も、酔っ払いの度ど胸きよう試だめしで剣を引き抜きに来た、平民のチンピラ崩れを選ばなくてもいいだろうと思うのだ。聖剣よ。

（教会の神官から聞いたかぎり、聖剣持ったまま吐いたらしいな。しかも笑いながら）

　戦場で力を発はつ揮きする以外は、はっきり言って能なしだ。

　しかし、いざ戦いに臨のぞみさえすれば、圧倒的な強さを誇るのもこのダメ男だった。

　実際戦うところを見てきたが、ルクスのように精霊召喚術を使うでもなく、あの身体能力と殺さつ傷しよう能のう力りよくは驚異だ。

「面白いもなにも、精霊召喚術の技量を披ひ露ろうするための試合なんですから」

「そうなの。ルクスもぴちぴちしてた時は、この手のに出場してたの？」

「……何をもってぴちぴちと言うかは知りませんが、出場してましたよ」

「成績は？」

「優勝しました」

「うわー、偉い子だ。エリートだ。うわー」

　本当にいちいちヒトの神経を逆なでする男だと思う。

「……思ってもいないことを言うのはやめましょうか」

「でもほんとにつまんないよね。くだんないとまでは言わないけど。せめてキミの姪めいっ子が出てくるまでがんばろうか……おっ、出てきたみたいじゃないの」

　ハイラントが身を乗り出す。ルクスも同じく、選手入場口を注ちゆう視しした。

　第四試合にして、ルクスが知る金髪の娘が登場だ。

　小さな頃から何くれとなく成長を見てきた、オーキッドの末娘、ライラ・アズライト。

　かつて自分も袖そでを通した、フレッドフォード召喚学院の制服を着て、腰に騎士の剣を差す勇ゆう姿しに胸が震える。ああライラ。あんなに小さかったあの子が立派になって……という感動である。

「いやあ、ほんと可愛い子だよねえ。ライラちゃんだっけ。キミとか将軍の血ぃ引いてるとは思えない奇き跡せきの容姿ね。可か憐れんっていうの？」

「やめてください。なに図ずう々ずうしく名前で呼んでるんですか。あなたにライラの名前を口にされると名が汚けがれます」

「そんな奇跡の子が青春君にね……くくく。あははは。ああおかしい」

「は？　なんですか。青春君？」

「いやいやこっちの話よ。なんでもないから安心して。ひひひひ」

　そう言ってひたすら笑いをかみ殺しているのである。殺意が湧わくにふさわしい嫌らしさだ。

「──目を潰すのはどうでしょう。ここで視界を潰しても、体が椅い子すに座っていれば体てい裁さいは保てる気がしてきました」

「な、なにその前向きな提案みたいな言い方！」

「どうせ試合内容なんて興味ないんでしょう。あなたさっき言いましたよね。だったら見えても見えていなくても一緒です。ライラも綺麗なまま守られる。合理的です」

「病理的の間違いだよ！」

「はいちょっとチクッとしますからね──」

「ストップ！　超ストップ！　ああ俺いますごく試合に興味出てきた！　明日の戦術召喚士による戦い！　すごい見たい！　わあ楽しみ！　たまんない！」

　まっすぐ伸ばした指二本を、ハイラントの眼球に向けたら、ハイラントは前のめりで観戦の姿勢を取った。ルクスは小さく舌打ちした。

「ライラちゃんの、得意技はなんなの？　見所とかは？　ほらおじさん解説して。現役の『白の腕』の視点で」

「……特に得手不得手というものはないですよ。あの子は天才ですから。お気に入りの術式ぐらいはあるかもしれませんが、地ち水すい火か風ふう、どの属性の精霊も偏かたよりなく呼び出せるよう仕込まれています。その上で一つ一つの召喚の威い力りよくは、一般的な戦術召喚士のレベルより上です」

「はー、すごい子なんだねえ」

「アズライト家の至宝。二十年に一度の逸材と言われてますからね。昔の私より上等ですよ」

「じゃあもうスカウト決定じゃない。今から『白の腕』で働けるんじゃない？　俺、あの子と一緒にいられるなら大賛成よ」

　おぞましい提案を平気でしてくる。

「……そんな単純な話じゃないんですよ」

「ふーん。いい話だと思うけどね」

　──確かに、そういう話がなかったわけではない。

　長ちよう兄けいオーキッドは、自分の末娘が逸材であることを最大限に利用しようとしていて、政治的にもいろいろ働きかけてきた。しかし、ルクス自身はその傾向に疑問を持っている。

　姪が自分を越えていくということへの、嫉しつ妬とはないと思っている。では何が問題なのか。

「初手の予想は？」

「無ぶ難なんに最大火力でディフェンス突破、制圧ってところですか」

「あ、一番つまんないパターンだ」

「差がある場合は、それが一番早いですから。定じよう石せきなんですよ」

「でも見ててつまらないんだよね。どがーん、ばこーん、ああやられたーって単調すぎてさ」

　現実のライラは、ペアの男とともに、中央のコートに入った。

　あまり見覚えのない、凡ぼん庸ようそうな顔立ちの男だ。

　てっきりオーキッドの用意した、いつもの取り巻きから選択するかと思ったが、そういうわけでもないらしい。

　別にペアが凡庸であっても、構わない。可愛いライラの足を、ことさら引っ張る存在でさえなければ、彼女は実力を発揮して勝利を得るだろう。

　ただ、ハイラントの指し摘てきを認めるのも業ごう腹はらだが、つまらない勝ち方というのも確かなのだ。

（ライラは優秀だ。いい子で、なんでも言うことをよく聞いて、大人に仕込まれるまま強くなった。でも──それだけだ）

　先人がトライアルアンドエラーを繰り返し、血を吐き完成させてきた定石の上しか歩かない。歩けない。

　たぶんそれは、定石が存在しない最前線を戦う『白の腕』においては、致ち命めい的てきな傷になる可能性がある。

（君はできないだろうな。目的のためには、一番信じているものを裏切ることもある。信じていたものに裏切られることもある）

　右手の開かい門もん印いんが、ありし日を思い出してチリチリと痛んだ。

　ルクスがライラの『白の腕』入りに懐かい疑ぎ的てきなのも、そのあたりが原因なのかもしれない。

　今すぐに、その欠点が直るとも思えない。直す必要があるのかさえ不明だ。

　どうか焦あせらず学院内で腕を磨き、卒業までの時を過ごしてくれたらと願ってやまない。大事な姪なのだ。




『選手紹介をいたします。赤の宝珠オーブの陣営は、ライラ・アズライトとケータ・マルミヤ。青の宝珠の陣営は、シシー・トパーズとビム・コーラルです』




　わっとスタジアムが歓声に沸く。

　敵側にいるコーラルの名の方に、覚えがあった。

　騎士団にも、優秀な人材を多く出している家いえ柄がらだ。あちらこそ、いかにもオーキッドが気に入りそうな人材だろう。ライラによく似た優等生タイプ。

　青年とペアを組む少女が、ひと言ふた言、ライラたちに言葉を投げる。表情からして、挑発的なものに違いない。

　だが、それを醜みにくいとも思わなかった。

　闘とう争そう心しんをむき出しにして、一つでも上の勝利を目指す。それもまた、この宴うたげの華だ。

　互いの定位置につくと、ライラが腰の木剣を振り上げた。




『ジェムナスティアの皇国の剣つるぎとして、ここに正義と公正の戦いあり！　照しよう覧らんあれ！』




　これに残りの候補生も続く。

　かつてルクスもあの場で叫んだ言葉をもって、戦せん端たんは切って落とされた。

　まず動くのは誰からか。

　ライラは、一いち撃げき必ひつ殺さつのきく重量級も呼び出せる。ならばペアの男の方は、自陣の防御に徹てつするか、彼女の万が一の取りこぼしに備えるのが定石だろう。

　コーラル側は一いち丸がんとなって、ライラの一撃をしのぐために準備すると見た。これも対抗するための定石だろう。

　両者精霊召喚術を唱えはじめる。




『出いでよ、戦場に駆ける灼しやく熱ねつ。汝なんじの名は──燃ユル軍ぐん馬ば！』

『出でよ、戦場に駆ける灼熱。汝の名は──燃ユル軍馬！』




　シシー・トパーズとビム・コーラルが、早めの攻撃に出た。スピードを重視しての精霊単体シングルだが、完全同時攻撃なので威い力りよくはあるだろう。

　だが、対抗するライラが中空より引き下ろした精霊は──意外なものだった。




『出でよ、黄金の豊かなる森。汝の名は──種しゆノ鳥とり籠かご』




　それは、一粒の大きな『種たね』である。

　属性としては、地に属するだろうか。種は地面に落ちる前に芽め吹ぶきをはじめ、みるみる蔓つると腋わき芽めを伸ばし、大きな鳥籠の形を造り上げていく。

　そのまま最後は一回転し、自陣の赤い宝珠を、完全に覆い隠した。

　ビム・コーラルとシシー・トパーズが呼び出した、二発ぶんの使役精霊を、完全に防ぎきった。

「あれっ、どういうこと？　なんか変じゃないルクス」

「防御……の精霊、ですね」

　ルクスも思わず目を疑った。まさかライラをして、ディフェンスに割り振るとは思わなかったのだ。

　敵陣のペアも、不意をつかれたように固まっている。「馬鹿な」と青年が呟つぶやくのが見えた。

「じゃ、攻撃するのは男の方？　ライラちゃんじゃない？」

「……そうなりますね……オフェンスが相当得意な候補生なのか……」

　正直、そんな実力者が、同じ学院内にいるか疑問に思う。

　ルクスは今さらながら、ライラと組む少年の方を注ちゆう視しした。

　黒髪の少年は、コートの右サイドラインぎりぎりを、猛スピードで走っていく。できるだけ近接で精霊を撃ち込む気でいるらしい。

　ビム・コーラルたちが、慌てて二発目の精霊召喚をはじめる。少年の精霊召喚は、それでも発動の気配がない。よもや移動しながら術式を唱えるのが、苦手というオチはないか。こうなると、ライラよりレベルが高いという線はなさそうだ。

（じゃあなんで）

　宝珠まで、残り数メートルに迫る。いまだ彼は精霊を呼ばない。




『出でよ、戦場に駆ける灼熱。汝の名は──燃ユル軍馬！』




　ビム・コーラルの方の精霊が、先に呼び出されてしまった。

　少年の間近に、精霊が迫る。これは事故ると思わず腰を浮かしかける。

　たまにあるのだ。防御が間に合わずに、生身の体で精霊とぶつかってしまうことが。初心者では危険すぎて試合にならず、上級者に絞ってトーナメントを行うのはそのせいだ。

　へたをすれば怪我を通り越して、命の危険にさらされることになる。

　少年は、ぶつかりそうになった精霊の側そばを、転倒まがいのステップでぎりぎり避ける。

　ルクスがほっと胸をなでおろすのもつかのま、少年はさらに加速を続けた。

　走って、走って、一直線に走り続けて、そして、

「うおりゃあああああ！」

　腰の木剣を、鞘さやから引き抜いた。

（あ）

　まさか。

　彼は、最後の最後まで自分の精霊を召喚せず、相手の台座に置かれた宝珠を、剣で直接『粉ふん砕さい』したのだった。







　満員のスタジアム。それが水を打ったように、一瞬静まり返る。

　自じ慢まんの子供の活躍を心待ちにしている父兄が。

　進行を見守る指導教官が。

　トーナメント観戦歴三十年、市内鮮魚店経営四十七才男性が。

　奉ほう公こう先さきの娘の優勝を見に来た、恰かつ幅ぷくのいいハウスメイドが。

　みな唖あ然ぜんとした。

　そして宝珠を破壊してのけた少年は、抜き身の木剣を持ったまま、『どや！』とばかりに拳こぶしをつきあげた。

　それで勝敗が決したことを悟ると、今度は一転、どっと歓声が沸いた。

「いーねいーねえ」

　自分たちの座る椅子が揺れるほどの大歓声がはじまる中、ハイラントが一緒になって拍手をはじめた。

　今までどんな優秀な候補生同士の試合にも、あくびしか見せなかったというのに、遮しや光こう眼鏡めがねの下で七色の目を輝かせている。

「やっぱやるならガチンコよ。戦術召喚士じゃない俺としては、こういうのが断然好みよ。やるじゃない青春君」

「しかし……」

　仮にも精霊召喚術の技を披ひ露ろうするための試合なのに、それ以外の方法で決するとは──。

　現に客席で声せい援えんを送っているのは、詳くわしいルールをよくわかっていない一般市民だけで、学院の関係者は沈黙している。

　少なくともルクスがいた時に、こんなやり方でトーナメントを戦った者はいなかった。

（運営はどう見る？）

　完全な定石破りだ。

　果たして学院側は、こんな邪じや道どうを認めるだろうか。
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　──お願い、行って。

　──余計な雑音なんて関係ない。どうか遠くまで自由に。

　そうライラが祈ったのが通じたように、ケータの振り抜いた木剣が、硝子ガラスの宝玉を打ち砕いた。

　弾はじける破片が、太陽の光を受けて輝くのが、ひどくゆっくりと見える。

　ケータが青空に向かって、空いた拳を突き上げた。ライラの心も、その瞬間すっと晴れた気がした。

（やった）

　できた。二人で事前に打ち合わせた通りだ。

「ライラ！」

「ケータさん！」

　破は顔がんして駆け戻ってくるケータを、ライラは万ばん感かんの思いで受け止めようとした。

　だがそのケータの背中を、シシー・トパーズが猛もう然ぜんと追いかけてきてひっつかんだ。さらには「どっせい！」と投げ飛ばした。

「ケータさあん！」

　なんてこと！

「ちょっとちょっとちょっと！　乱らん闘とうは禁止ですよ！」

　ライン外にいた審しん判ぱんが、笛を吹きながら中に入ってくる。

「はあ？」

　シシーが悪あつ鬼きの形ぎよう相そうで審判を振り返る。

「何言っちゃってるんですか？　笛吹く相手をお間違えじゃなくて？　審判さん」

「でも……」

「これは完全に反則でしょう。さっさと退場にしてくださいなこれを！　今すぐ！　早く！」

　審判の少女が迷っている間に、ケータもなんとか目が覚めたようだった。

「……ひでえ。投げることないだろ。暴力反対」

「あらまあ暴力反対。言うにことかいて暴力反対。それはこちらの台詞よケータ・ゼロ・マルミヤ。底辺でミジンコで小数点以下のあなたごときが神しん聖せいな試合で何をしてくれたのよ。軽けい蔑べつするわ。信じられない」

「は……俺のやったことの、どこが反則なんだよシシー・トパーズ」

　ケータは伸びきったシャツを直し、咳せき払ばらいをして起き上がった。

　逆に据すわったまなざしで問い返す。

「いったいぜんたいルールブックのどこに、俺の戦法がダメって書いてありますか」

「え」

「文句あるなら具体的に。ちゃんとページで指し摘てきしてくださいよ。ほら、これとか使って」

　ケータは、ちょうど審判が持っていたルールブックをひったくり、シシーに突きだした。

「具体的にって言われても……」

　シシーは、露ろ骨こつに困惑した。

「だって……これは精霊召喚タッグトーナメントで、当然精霊召喚術を披露することを目的にした……」

「それは理念の方でしょう。具体的なルールで、俺のやり方がダメだと書いてあるところを教えてくださいって言ってるんです、シシー・トパーズさん」

　珍しく譲ゆずらないケータに、シシーがぐっと口ごもる。

　とりあえず、手元のルールブックをめくりはじめた。

「……そんなこと言われてもね……普通に常識で……当然……当然……え、うそ。ないの？　本当に？　そんな……」

「あるんですか。ないんですか」

　めくっても、めくっても、あるはずの記述が見つからないようだ。顔から血の気が失せていく。

「さあ」

「コ、コーラルくうん！」

　シシーはたまらず、ビムに助けを求めた。

「こんなのあり？　ちょっと来てよ。ありえないわよね？　ありえないわよね。精霊召喚タッグトーナメントなのよ。私たちがおかしいなんてそんなことあるはずない」

　混乱のあまりパニック気味に差し出されたルールブックを、ビムも無言でめくりはじめた。

「どーすかね、ビム・コーラル。あんたの眼鏡なら、なんか見つかりましたか」

「……ゼロパーセントの言う通りだな。確かに宝珠の破壊を、精霊に限定する記き載さいはない」

「コーラル君！」

「だが──剣を使って宝珠を破壊するのは、ルールの中の『武器の持ち込み禁止』や『素手や武器を使ってはならない』の部分に抵てい触しよくするのでは？」

　ビムは冷静に指摘してきた。

　シシーが、ぱっと顔を輝かせる。

「そう、そうなの！　それが言いたかったのよ私は！」

　ライラは出番だと思い、すかさず手をあげた。

「審判。説明します。わたしたちが使っている剣は、騎士の宣せん誓せいに使う儀式用の木剣です。武器ではありません」

「そんなのへりくつだわ！」

「そうでしょうか。武器の持ち込みが禁止されている教会の礼れい拝はいでも、儀式用の剣は、祭さい壇だんに存在します。シシー・トパーズ。あなたはあれを掟おきて破やぶりだと断じますか？　平和を祈るための聖せい具ぐを武器だと」

　これは全て、ケータが考えたやり方だ。

　ライラ一人に負担がかかり、ケータが棒立ちになるしかない従来のやり方をやめ、ライラはディフェンスに専念。かわりにケータがオフェンスに回って、相手陣営の宝珠を破壊する。

　はじめにこの方法を提案された時は驚いたが、ケータの言い分には穴がなかった。賭かけに出る価値はあると思ったのだ。

（意外に策さく士しなんですよね、ケータさん。純粋なファイターというよりは、軍師寄りというか……）

　休日は古書店などをめぐって、軍や歴史関係の本を読むのが趣しゆ味みだと聞いた時は、ますますびっくりしたものだ。だが、こうなると必然なのかもしれない。

　今のライラは、彼の入れ知恵を喋る役に専念するのみである。

「そもそも武器の持ち込み禁止のこの戦いに、帯刀が義ぎ務むづけられているのは、木剣が武器ではなく聖具であることの裏付けになるはずです」

「そうです。俺たちは武器を持ち込まず、備え付けの聖具を工夫することによって宝珠を壊しました。主張としては以上です」

「付け加えるなら、わたしたちは自陣の宝珠を守るために、精霊召喚術を使用しています。ただの剣技会にならない節度はわきまえました」

　ライラとケータの説明を聞いた審判は、もはや自分の判断ではジャッジできないと思ったのだろう。

「ちょっ、ちょっと待っててください！」

　運営の判断を仰ぐために、本部のあるテントへ走っていく。

　運営側はといえば、かなり時間をかけて議論を重ねているようだった。

　大丈夫だという自信はあったが、やはり緊張はする。その間、横にケータがいることが、頼もしくてありがたかった。

「だいたい変なんだよな。呪じゆ文もん唱えるまで誰も手出ししない、物理攻撃も奇き襲しゆうもなしの戦いなんて。そんなもん戦場じゃありえないのに」

　ライラたちは、かなりの長時間コートの上で待たされ、気を揉まされ続けた。

　それでも最後は、例の角刈りの実行委員長が、結論を持って現れた。

「すまん。遅れた」

　そんなことより、話し合いの結果が知りたい。みなそう思っただろう。

　彼は咳払いをして、持ってきたメモを読み上げる。

　その結果は──。

「トーナメント運営本部は、アズライトとマルミヤ側の主張を認めます。この試合の勝者は、アズライト・マルミヤのペアです」

　聞いたケータは、にやっと笑ってライラの肩を叩いた。そして、その態度で顚てん末まつがわかった会場内が、再び沸き上がった。

　おさまらないのはシシーたちだ。

「い、い、いいい、委員長！　いーいーんーちょう！　あんまりだわ！　また彼女のことをひいきする気!?」

「やめるんだ、トパーズ」

「こんな形で初戦敗退なんて、あんまりよ。この世に権力があるかぎり、不正と腐ふ敗はいは絶えることがないってこと？　ええそういうことね、よくわかったわ。呪のろわれてあれ！」

「トパーズ！」

「私は運営の腐敗を告発します！」

　運営に食ってかかるシシー・トパーズを、ビムが強く制止した。

「落ち着くんだ」

「でも！」

「向こうもこれが、何度も通用する技じゃないと、わかった上での判断だろう。僕らは、正当な戦い方をしようとして負けたんだ。いいか、正しいやり方でだ。そのことを誇ればいい」

　シシーは目に涙までためていたが、受け入れるしかないと悟ったようだった。

「……ええ、そうよね。ただの苦し紛まぎれのびっくり技だものね。わかってしまえば、怖くなんてない」

「そうだ」

「すぐに次のヒトたちが、成せい敗ばいしてくれる」

　涙をぬぐって、己自身に言い聞かせている。

「アズライト」

　かわりにビムは言った。

「もしこれが、あなたの見て欲しい戦いだというのなら、僕は少し──残念です」

　ライラは、そんなビムの捨て台詞を、正面から受け入れた。

　否定はするまい。

　だが、向こうはやがて知るだろう。ライラたちは出オチの奇襲作戦で、この戦法を選んだわけではないのだ。

（むしろこれは──絶対的な勝利の鍵かぎです）
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　グラウンドの特設スタジアムは、全く新しい勝ち方で勝利を得たペアの登場で、沸きに沸いていた。

「なあなあ、今度はどうなると思う？」

「さすがに次はねえと思うけどなあ！　相手も対策してくるだろ」

「いやこれが、案外行っちまうかもしれないぞ。ビギナーズラック」

「なんでもいいさ。とにかく今のうちに、済ませるもん済ませておこうぜ。他のペアが試合やってるうちに！」

「了解──って、し、『白の腕』！」

　ルクスの目の前を、そんな会話をしながら走っていく観客が、軽く数えただけでも七組はいた。

　すれ違いざま、ルクスの格好に気づいて、驚きとともに振り返るのも一緒だ。

「すげ。本物だよ。光の勇者様と一緒に、水晶府から来たって本当なんだ」

「本当だよ。早く用事を済ませたいんだろう。行きなさい」

「は、はい！」

　まだ召喚学院入学前といった雰囲気の少年たちは、ルクスに直接声をかけられ、はしゃいだ様子で用足しに走っていった。

　ルクスは苦笑する。

（他のエントリー選手は、たまったものじゃないだろうな。自分たちの試合が、食事やトイレ休きゆう憩けいに使われてしまうとはね）

　だが、そのルクスも似たようなものかもしれない。

　勇者のわがままに疲れ果て、休きゆう憩けいもかねて席を外したのだ。

　自分の所属を意味する、紫し紺こんの制服と白の紋章エンブレムを身につけたまま、他に頼んでもいい軽食の買い出しを、こうして自ら買って出たのはそのせいだ。

　スタジアムの脇わきには、試合観戦者をあてこんだ屋台が軒のきを連ねている。

　勇者の注文は、屋台の酒、屋台の肉、屋台のつまみ。非常にわかりやすい。

（さて。運営はあの邪道を可としたか。ここから出るのは鬼か蛇じやか──）

　あのライラが、まさかこんな形で注目を浴びるとは思わなかった。

　突飛な奇策に走りたがるような娘ではなかったはずだが、今の時点ではコメントが難しい。

　とりあえず、先に注文の義務を果たすことにした。

　酒を売っている屋台の前で、立ち止まる。

「店主。ライ麦の蒸じよう留りゆう酒しゆ。レモンを一切れ」

「へいまいど──お、こりゃ騎士団の！　ようこそいらっしゃいました」

「場違いですまない。よろしく頼むよ」

「いえいえ謝るなんてとんでもございませんや。どなた様でもお客はお客ってね。で、あの……もしかしてワタシの勘かん違ちがいじゃなきゃ、騎士様は騎士様でも、都の……『白の腕』の方かとお見受けしますが……」

「その通りだよ」

「やっぱり！　その紫と階級章でピンときましたよ。そんなど偉い方がいらっしゃるなんて、末代まで自じ慢まんになるってもんです。後でサインなんてお願いできますかね。一応、この近くに店構えてるもんでして。『銀ぎん熊くま亭てい』って言って、今日は臨時の出店で──」




「おじさん、これください」




　いきなり真横から、手を突き出された。

　相手は年端もいかない、十代前半の少女である。

　手にはお財さい布ふ。エプロンドレスの肩にはポシェット。真剣な顔で、スタンドに並ぶ酒さか瓶びんを指さしている。

　店主はルクスを見て、『どうします？』と目で問うてきた。

　ルクスは『優先してやってくれ』と目で返した。

　一応、騎士の端くれ。ここで婦ふ女じよ子しに譲ゆずらない選択肢は、持ち合わせていない。

　店主から酒をジョッキに注いでもらい、引き替えにコインを支払う。その一部始終を、ルクスはつい見守ってしまった。

「……それ、君が飲むのかい」

　少女がびくりと反応する。

　後生大事にジョッキを抱え込み、一見して騎士然とした格好のルクスに対して警戒心丸出しで、なんだかヒトというより。

（猫みたいだ）

　そんな失礼なことまで思ってしまう。

「いや、失礼。相当強い酒だけど、飲めるのかと思って」

「へ」

　今にもボブカットの髪を逆立てそうな感じだった少女は、そのひと言に草色の目を丸くした。

「……これ、ジュースじゃない？」

「ないね」

　そんな馬鹿なとばかりに、少女はジョッキに顔を近づけて匂においを嗅かぐ。レディにあるまじきお行ぎよう儀ぎだ。

　きついアルコール臭に、「にゃっ」とすぐに顔を離す。そんな反応も動物めいている。

「…………失敗した。色、綺き麗れいだったから」












「もしかして、字を読むのは苦手？」

　瓶にも値札にも、酒の種類は書いてあったはずだ。

　ぶしつけかもしれないルクスの指し摘てきに、少女は黙ってうなずいた。

　言われてみれば発音も、かなり独特だ。ルクスのことがわからないのも、地方の寒かん村そんなどから出てきたばかりという可能性はある。

　どこの村から、とまではさすがに特定できないが──。

「じゃあこの酒は、私の方で引き取ろう。店主、彼女のためにもう一杯頼めないか。酒抜きで果か汁じゆうのみの飲み物がいい」

「まいど！」

　屋台の店主が、あらためて働きだす。

　少女は物珍しそうに、ナイフで皮をむかれていく果くだ物ものたちを見つめている。

「今日はトーナメントの観戦に？」

「そう。これ、次の試合がはじまるまでに終わる思います？」

　ルクスは苦笑した。どうやらこんなところにも、ライラとケータ・マルミヤの試合を心待ちにしている者がいたようだ。

「驚いたね、あの試合は」

「さあ。よくわかんないです。ルール聞いても、意味不明。勝ったってことしか」

「ルールの穴をついたんだよ」

「──ああ、らしいですね」

　今もしかして、くすりと笑ったか？

　気のせいかもしれない。少女は相変わらず、真顔でジュースができあがるのを待っている。

「はい、お待ち！」

　店主が作った林りん檎ごベースのノンアルコールカクテルを、少女は両手で受け取った。

（ああ、匂いは嗅ぐんだね）

　さっそく酒の匂いはしないことを確認したようだ。気に入ったかどうかは、その乏とぼしい表情からはよくわからない。

「……ええと。ありがと、ございますです」

「いや、礼にはおよばないよ」

「ううん。気持ちの切り替え大事。主人に言われた」

　彼女は意外なほど丁てい寧ねいな礼をし、できあがったばかりのカクテルのカップを抱え、歩き出す。

　ルクスは彼女のぶんの代金を払い、約束通り店主の差し出す酒瓶のラベルに、サインをはじめる。

「ちょっとあんた、大丈夫!?」

「しっかりお嬢ちゃん！」

　ルクスは、慌てて振り返った。

　ついさっきまで普通に歩いていたはずの少女が、地面にへたりこんでいる。

　ルクスは、ペンを捨てて走った。

「大丈夫か！」

　介かい抱ほうにあたっていた通行人が、「き、騎士様！」「『白の腕』だぞ！」とルクスに驚く。

　すぐに周りの者も、ルクスに対して道を空けてくれた。

「ああ騎士団の。なんかいきなりバタッといっちゃったんですよこの子」

「そうか──おい、しっかりしなさい。聞こえるかい」

　通行人の女性に上半身を支えられ、少女はぐったりと目を閉じている。

「しっかり。あのね、いまお偉い『白の腕』の騎士様がね、助けにきてくださったわよ。返事はできる？」

「……さむい」

「寒い？」

「なんか……さっきから、すっごく寒くて……」

　答えるその肩が、小刻みに震えている。肌が白い白いと思っていたが、今の色の白さは、血の気が失せている方の白さだ。唇まで青くなってしまっている。

「よしわかった。ここなら医い務む室しつがある。ベッドを空けてもらおう」

「医務室ですね。誰か、この子運んであげて」

「道を空けてくれ！」

　数人がかりで少女を移動させる道程を、ずっと皇国の騎士として付き添った。

　グラウンドが見えない距離になっても、観客の声だけは聞こえてきた。

（すみませんね光の勇者。もう少しだけ、腹をすかせていてください。試合開始には、間に合いそうにありません）

　最後に一つ。最愛の姪がどういう戦いをするのか。それだけが少し気がかりだった。
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　会場内が、何度目かわからないどよめきに包まれる。

　観客は、不思議な連勝を続けるライラたちに、沸きに沸いている。

　特に注目を集めるのは、儀式用の木剣を手に暴れ回る、『ゼロパーセント』こと、ケータ・マルミヤだ。

「おおすっげえ！　また避けた！」

「いいぞ行け、やっちまえ！」

「その調子だ！　木剣野郎！」

　ライラは苦笑をおさえるのに苦労した。またすごいあだ名がついてしまったものである。

　シシー・トパーズとビム・コーラルペアを、木剣で叩き割るという反則寸前の絡からめ手てで破った後。二回戦以降の戦い方は、当然のように警戒された。

　自らの王道を変えることなく、自じ慢まんの使役精霊をぶつけてくる者もいれば、自分自身の剣を引き抜き、突っ込んでくるケータを返り討ちにしようとする者もいた。

　だが、向かってくる敵がヒトであろうと精霊であろうと、ケータは全てかいくぐって宝珠を破壊してきたのだ。

「く、くそっ、邪道な真似ばかりしやがって……」

　対戦相手は、いっこうに当たらない自分の剣に、苛いら立だちを隠せない。

「口開いてる暇なんてあるのか？　さあ続けようぜ」

　対するケータは、試合中だというのに、木剣の切っ先を相手陣営につきつけ、挑発をはじめる。余裕の中にも、外け連れん味みたっぷりの仕草だ。

「なんなら二人がかりでもいいぞ」

「くっ、くそおおお！」

「ふざけるな！　ゼロ野郎のくせに！」

　相手ペアが、ついに二人とも木剣を引き抜いた。

　二対一の打ち合い、それでもケータは負けない。

　ぎりぎりの絶妙なところで避けたり、受け流されたりするので、相手はどんどん目の前の相手を倒そうとのめりこむ。

　その流れが、全てこちらの作戦であるとも知らずに。

　ケータはたっぷり二人分の剣の相手をしたあげく。

「よしライラ、今だ」

　いきなり後退する。

「ちょっ、ちょっと待て。お願い待って」

　慌てるのは相手陣営の方だ。だが待てるわけがない。

　ライラは予定通り、精霊召喚術を発動させる。




『出でよ、荒れ狂う大海の覇者。汝の名は──極北ノ鮫』




　一撃必殺の重量級使役精霊が、敵陣の宝珠を粉砕した。

　なんの防御手段も取れずに負けた相手ペアは、しばらく灰になって動けなかった。







「……ほら、起きろよ。動かないと準決勝はじめられないから。運営に迷惑かけちゃいけない」

「おまえらな、卑ひ怯きようすぎないか!?」

「なんのことやら」

「魔王軍マニアの十じゆう四し病びようが！」

　ケータ・マルミヤ、笑顔でとぼける。

　完全に悪役のポジションを楽しんでいるように見える。

「なんならおまえたちだって、やっていいんだぞ？」

「誰がやるか！　俺は戦術召喚士になるんだ！」

　しかし勘かん違ちがいしてはいけない。この戦法がはまるのも、ケータの剣がこけおどしではないからだ。

　他の候補生──おそらくはライラがやったところで、同じようにはできないだろう。

（そう。ものすごくやりにくいんですよ。ケータさんの剣）

　ケータは精霊召喚術こそヒヨコしか呼び出せないらしいが、それに頼らない剣の腕は、相当なものなのだ。ライラは『基き礎そ剣けん術じゆつ』の時間に、その独特な強さを身をもって知っていた。だから今回のやり方にも賛成したのである。

（何が原因なんでしょうね）

　続く準決勝。

　ライラは試合の中でも、自分なりにケータの戦い方を分析してみた。

　たとえば相手と対たい峙じする時、少し右肩を後ろに引くスタンス。剣をまっすぐ構えず、切っ先を下に向けるような独特の癖くせ。

　どちらもライラが身につけてきた、ジェムナスティア古流剣術からは外れたものだ。

　だからはじめに手合わせした時は、ケータに無理をしないで、楽に構えろと指し摘てきしたぐらいである。

　今もかなり正道の剣術に寄せてはいるが、実際にケータと戦っている候補生たちは、『なんだか分からないけどやりづらい』と思っているに違いない。




『出でよ、紅ぐ蓮れんの下もとより名を与えん。汝の名は──旋せん風ぷうヲ呼ブ火ひ蜥蜴とかげ』




　相手陣営が呼び出した、火と風の二重精霊ダブルエレメント。ケータはそれをものともせず、真下をかいくぐって相手陣営を目指す。

　ライラはそこまで見たところで、ケータの特異さの秘密が、何かわかった気がした。

（ケータさんは、精霊を恐れないんだわ）

　これは大きな発見だった。

　純じゆん粋すいな剣の技量に気を取られがちだが、模擬戦でビムの呼び出した精霊から、宝珠を守ろうと立ちふさがった時からそうだった。

　ケータは戦術召喚士が呼び出す使役精霊に、身一つで相対することに恐れがまったくないようなのだ。

　まるで、今までにも同じような体験を繰り返してきたとしか思えないほど。自分から精霊の攻撃範囲に向かっていくことに対して、度ど胸きようが据わっている。

　こんな超人的な感覚、現役の騎士ですら持ち合わせていないだろう。

　戦場でも相手にするのは、精霊ではなく魔族やモンスターなのだ。味方が放つ精霊と、正面きって戦う訓練など、誰もしていない。

　もしこの感覚が身についている者がいるとするなら、それはヒトではなく、魔族やモンスターの側だろう。

（すごいわ）




　──だからこの大仕掛けか。それほど望むなら味わわせてやろう！　滅びよ！




（あれ？）

　なんだろう。今の感覚は。

　目の前で戦うケータの後ろ姿に、まったく別の声が重なって聞こえた気がした。

　空そら耳みみにしても、どこで聞いた声だった？

　ライラが首をひねる目の前で、ケータが木剣を振り上げる。またも正道からは少し外れた、独特の太た刀ち筋すじ。握り方。構え。




　──全てが想定の範囲内にあるっていうなら──そうじゃないものを試せばいいんだろう！




（まただわ）

　どくんと、心臓が大きく脈打った。

　止まれと思っても、止まらない。肌が勝手に粟あわ立だち、脈が速くなっていく。

　だってあの戦いを見たのは、うろ覚えの記憶の中でだ。

　ライラにとっても因いん縁ねんの場所である、ベルタ城の庭。頭を打って倒れた自分。

　絶対にあるはずがない。ありえないと思って封印してきた、魔王軍の魔族がふるっていた剣の軌き道どう──。

「とどめだ！」

　ケータが木剣を一いつ閃せんさせ、敵陣最深部の宝珠をたたき割った。

　硝子の破片が周囲に飛び散り、きらきらと魔法のように輝いた。ここまでの試合と一緒である。

「やったぞライラ、決勝だ！」

　割れんばかりの歓声が聞こえる。少年の声も聞こえる。だがその全ての音が、ひどく遠く感じた。





　　　　　＊＊＊






（ついに──）

（来た！　決勝！）

　してやったりという思いだった。

　ケータは試合開始を待つ選手エリアで、しみじみとここまでの勝利を嚙みしめていた。

　ライラとともに、勝ち上がる方法を模も索さくしてきた結果だ。

　ルールの穴も、手持ちのカードもすべて使って、ここまで来た。嬉しくてしょうがない。

　伝え聞いたところ、グラウンドの特設スタジアムは、定員を大幅に超えて立ち見客が殺さつ到とうしたため、学院側が倒とう壊かいを恐れ入場規制をしているという噂だ。

「だが何より……『ディルスマグナの薔薇』の観客動員数を超えた……！　俺はとりあえず、そのことに満足だ……ああよかった……」

「ちょっとゼロパーセント。あなたなに平然と『ディル薔薇』をディスってるのよ」

　ケータの独り言を聞きつけたのは、同じように開始を待つイリス・カーネリアンだった。

「あなたもあの舞台の一員なの、忘れてない？　衣装係」

「そこはそれ。ヒトの度ど肝ぎもを抜かす栄えい誉よは、舞台で十分味わっただろう。この勝負、俺たちが貰った」

「馬鹿言わないで木剣野郎」

　交わす視線の間に、軽い火花が散るような錯さつ覚かく。だがそれも、今は不快ではなかった。

　彼女もまた、トッドと一緒に、今回の決勝の舞台に勝ち上がってきたのである。さすがは前首席の軍ぐん曹そう殿どのだった。

「光り輝くヴェーレスが、ワイヤーで飛びながら薔薇を振りまくのがデフォなんて思われたら困るんだよ」

「誰が困るのよ」

「ありえないだろ」

「ああもう、これだから史実にこだわる軍事マニアは嫌なのよ──」

　腕をまくるケータたちに水をさしたのは、白衣の女性医務官だった。

「マルミヤ君。ちょっといい？」

「──俺ですか？」

　試合の怪け我がにそなえ、運営本部には医務官が待たい機きしている。だが、今回声をかけてきたのは、トーナメント専任とは別の医務官だった。

「試合前にごめんなさいね。いま医務室で、あなたのところのメイドさんが休んでるの」

「え──ミーケルウスがですか？」

「やっぱりあってるのね。本人の申告だけじゃ、よくわからなくて」

　医務室という言葉の響きに、ケータは血けつ相そうを変えた。

「大丈夫よ、安心して。運ばれてきた時は辛そうだったけど、今はだいぶ落ち着いてる」

「落ち着いてるって、ほんとに平気なんですか」

「ふだんの見立てなら、ベッドから出てもらっても大丈夫って判断するぐらいよ。ただ、保護者が一緒に来てるなら、そのヒトと一緒に帰った方がいいと思って。あまり土地に慣れてるようでもないみたいだし」

「その方がいいと思います。ありがとうございます」

「今は試合に集中してね。ご主人様は快かい進しん撃げきだって言ったら、その子とてもびっくりしてたから」

　医務官は、ケータの腕を叩いて関係者エリアを出ていった。

「……そう言われてもなあ」

「何かあったの？」

　イリスに問われる。

「いや、こっちの話。連れてきたメイドが、ぶっ倒れたらしくて」

「え、もしかしてあの子？　前に見た」

「ああ。症しよう状じようは落ち着いてるから、大事はないみたいだけどさ……」

　ケータは医務室がある方角を見返した。どうしたって気にはなる。大丈夫だろうか。




「すみません。ただ今より、精霊召喚タッグトーナメントの、決勝戦を行います。選手はコート内に整列してください！」




　しかもここに来てタイムアップのようだ。運営の候補生が、ケータたちの招集にやってきてしまう。

　ケータは、頭を切り換えようと両手で顔を叩いた。

「よし。今は考えてもしょうがない。集中。集中だ。おいライラ──」

　しかし、そのライラは、ケータ以上に集中していなかった。

　エリアの端に置かれた給水コーナーで、お茶を飲もうとしていたようだが、ヤカンを持ったまま止まっている。

「ライラ！」

「ひゃっ、はう！」

　ライラの体内時計が動き出す。勢いよく注つがれた水が、手持ちのコップからあふれだす。

「あ、あふれる。どうしよう。こぼれちゃう……」

「いやもういいから。コップ置いとけ。しょうがない」

　おろおろするばかりのライラは、それでようやく落ち着いたようだった。ケータはそんな彼女の肩に手を置いた。

「あんたまでパニックは勘かん弁べんしてくれ。集中しようぜ、決勝だ」

「決勝……集中……ええそう。そうですよね……」

「深呼吸だ。せーの」

　ライラと二人、大きく息を吸って吐く。

　ミケの心配は、とりあえず横に置いておく。

「……………………吐けたか？」

「……………………吐けました」

　そうか。それは良かった。

　暗示をかけ、お互い深呼吸をしてから見た顔色は、だいぶましになっていた。

「すいません。いろいろ考えすぎたらグルグルしてしまいまして」

「気持ちはわかるけどさ」

　なにしろこれで最後なのだ。ライラはうっすらと笑った。

　運営の誘導に従い、ライラとケータ、イリスとトッドが整列し、グラウンド内へ向かう。

　スタジアムのヒトの顔が見えたと思ったら、それ以上の大歓声がケータたちを出迎えた。

「おおいいぞ！　木剣野郎！」

「このまま行っちまえゼロパーセント！」

「カーネリアン！　カーネリアン！　カーネリアン！」

「ライラちゃんもがんばれ！」

「トッドくーん！」

　老ろう若にやく男なん女によ、多種多様。こんなに大勢のヒトから声せい援えんを受けたことなど、一度もない気がする。

　圧あつ巻かんだ。

「アズライト！」

　そしてその大歓声が降り注ぐ中で、ケータたちは奇跡的にその声に気がついた。

　振り返ると、観客席の最前列に、ビム・コーラルとシシー・トパーズがいた。

　試合を終えた二人とも、すでに服は着替えているようだった。

　ビムは他でもないライラのことを、硬い顔つきのまま見つめている。

「……試合、ここまで全部、見た……いや、見せてもらいました」

「そうですか」

　フィールドから返すライラの表情は、揺らがない。

「正直、とても驚きました。まさかここまで勝つとは思わなかった。こんなやり方で……全部あなたには、見えていたことですか」

　ライラは、ビムの問いに短くうなずいた。

「ええ。やれると思ったから、乗ったんです」

「やっぱりあなたは、アズライト家の至宝だ。今までの自分は、間違っていなかった。そう思います。思えて、良かった」

　たどたどしく途切れる言葉。それを乗り越えて、ビムはライラに伝えたいようだった。

　ずっと揺らぎ続けてきたのだろう。

　ベルタ城の地下で現実を突きつけられてから、今日この時まで。名家の親しん戚せきとしてつきあい、取り巻きとしてつきあい、そして今どうするべきか。どう彼女と向き合うべきか。その答えが今の台詞につながるのだろう。

　聞いたライラは、一歩後ろに下がった。

　すっと静かに息を吸い、精霊召喚術の術式を唱となえる時のような発音で、




「今さら気づいたか、ばーっか！」




　激しく似つかわしくない『悪い言葉』を放った。

（ラ、ライラ？）

　ケータも一瞬、誰がそれを言ったかわからなかったぐらいだ。

　てっきりスタジアムの野や次じの一種かとも思った。

　みな目を丸くしているし、固まっている。ライラはどうだとばかりに、平らな胸をはっている。

「はっ、あはははは！　ははははは！」

「だ、大丈夫コーラル君。しっかり！」

「あーっははは！」

　ビムは腹を抱えて笑いはじめ、隣のシシーに心配されている。こんなことは初めてだった。

　だが、初めてでいいのかもしれない。ケータはそう思った。

　何せここは初めての決勝の場で、みなそれぞれ、悩んで初めての道へと踏み出しているのだから。

　なんにでもなれる。どうとでも変化する。

　ライラが、あらためてケータたちに言った。

「お待たせしてすみません、みなさん」

　ぼんやりから一転、ずいぶんと針を振り切ってしまったようだ。

「……馬鹿って言うやつが馬鹿。馬鹿って言われるやつが馬鹿。ようするにみんな馬鹿」

　トッドが後ろで、ぽつりと呟いた。

「あなたもそのお馬鹿さんの一人だからね。わかってる？」

　イリスが釘くぎをさす。トッドは仏ぶつ頂ちよう面づらだが、否定しない。そうみんなみんな馬鹿なのだ。馬鹿でいい。

　そしてケータとライラはコートの右へ。トッドとイリスは左へと分かれていく。

　これ以上ないと思っていた歓声が、さらに大きくなった。

　自陣の宝珠の色は、変わらずの赤。相手は青だ。

　一度も壊さずこの決勝まで勝ち上がってきた、奇跡の二個。これが一つになった時、勝負が決まる。学院の頂点が決まる。

　ケータたちは、あらためて腰の剣を抜いた。




『ジェムナスティアの皇国の剣として、ここに正義と公正の戦いあり！　照覧あれ！』




　騎士の宣誓で、四人の声が唱和する。ゲームスタート。

　ケータはもちろん、剣を鞘には戻さない。

　意外だったのは、相手陣営も同じように戻さない者がいたことだ。

　イリス・パーフェクト・カーネリアン。彼女も剣をそのまま持ったまま、試合をはじめるようだ。

（へえ。打ち合い希望か。なら行くぞ──ＧＯ！）

　ケータは、迷いなく敵陣めがけて駆け出した。

　背後のライラは、まだ動かない。敵側の動きを見て、防御か攻撃かを選ぶつもりのようだ。

　トッド・コランダムが、精霊召喚術の術式を唱えている。かなり込み入っているようで、時間がかかる大技かもしれない。

　ケータの行く手に、予想通りイリスが立ちふさがった。剣の構えは、綺麗な騎士の構えだ。さすがは前首席、剣術もそつがない。

　こちらは正面からの打ち合いを避け、タイミングを外す方向で突とつ破ぱを目指す。

　だが、フェイントのつもりで寄せた体に向かって、イリスは予想外の突きを放ってきた。

「──っ！」

　慌てて彼女の剣を、剣で受け止める。

　予想していたよりも、手元で大きく伸びた。もう少しで喉のどを突かれるところだった。

　剣と剣のつばぜり合いを繰り返しながら、イリスが口の端を引き上げる。

「……これ、教官の仕込みじゃないだろ」

「そうね。今でもうっかりすると、昔の癖が出るから困るのよ。点にならないから直すの大変だった」

　剣が離れ、またぶつかり合う。

「癖？」

「ジェムナスティア古流剣術に染まりきってないのは、あなたと一緒ってこと。私に最初に剣の稽古をつけてくれたのは、父さんなの」

　ケータは、イリスの話を思い出した。

　戦術召喚士でも騎士でもなく、志し願がん兵へいとして大戦に参加していたという、彼女の父親。ごく普通の一般兵。そして戦場で亡くなった。

「それは──スバラシイね」

「ちなみに、こういう戦い方も教えてくれたの。はあっ！」

　イリスは、気合いとともにケータの剣をはじき返す。さらに腰の回転をフルに使って、剣を横よこ薙なぎに叩きつけてくる。












　先ほどと違って、素直な大振りだったので、受け止めるのは容よう易いだった。

　だが、受け止めたケータの木剣が、音をたてて折れた。

（な）

　ほとんど根元からへし折れた形である。

「歩ほ兵へいの法則その一。同じ安い剣なら、使ってない剣の方がまだ強い」

　イリスが剣を構え直す。彼女自身の木剣は、ここまでずっと鞘にしまっていたらしく、ほとんど傷がついていない。新品同様だ。

「……ああ、なるほど。そりゃその通りだ」

「ただの木剣が、連戦に耐えると思った？」

　言われれば言われるほど、なるほどと思うしかなかった。

　儀式用の聖具に、度重なる衝撃に耐えるだけの強度があるわけがない。ならばダメージの少ない、未使用の剣の方が有利に決まっている。イリスが言っているのは、そういうことだ。

　今まで使ってきた剣という剣は、闇黒魔術で生み出した魔力剣がほとんどだったので、連戦による刀とう身しんへのダメージや刃こぼれなど、気にしたことがなかったのだ。

　他のエリート候補生も、この手の視点はほとんどなかったに違いない。

　支給された剣だけを頼りに生きるのは、他に攻撃手段のない歩兵ならではである。

　つくづくヒトの戦いは奥が深い。感心している場合ではないだろうが。




『出でよ、雷らい雲うんによる裁さばき。汝の名は──雷いかずちノ杭くい！』




　ケータの背後で、落雷のような轟ごう音おんが響いた。

　ライラがいきなり、精霊召喚術で精霊を呼び出していた。だが、それで攻撃したのは何もない自分の足下である。

　彼女は青い顔で地面を見つめている。

「どうした、ライラ！」

「……し、下を、地面の下を精霊が進んできてたんです！」

「下ぁ？」

「危なかったです……宝珠を狙ってたんだと思います」

　そんなそぶりどこにもなかったぞと言いかけ、トッドのことを思い出した。

　彼は精霊召喚術の術式を、唱えている最中だと思っていた。しかし実際はもう、唱え終えていたということか。

「……モグラ改。気づかれたか」

　小難しい顔でトッドが呟いた。

　こちらのルール違い反はんスレスレを笑えない、トリッキーな精霊召喚術である。

「いいわよトッド！　ゼロパーセントの剣は無力化したから。これで彼に殴れるものは何もなくなった」

「そう。じゃああとは──アズライトだ」

　トッドの言葉に、なんとも言えず肝きもが冷える自分がいた。

　イリスが笑う。燃え上がる赤毛を風になびかせ、正々堂々たる女王の風ふう格かく。

　──こいつら、強い。

　それが正直な感想だった。ケータとライラは、顔を見合わせる。

　──でも負けられない。

　──だって決勝戦だから。

　ここまで勝ち上がってきた、己の全力をかけて。迷いなくそう思えるのは、たぶんとても幸せなことだ！





　　　　　＊＊＊






　ルクスは、できるだけ見苦しくならない程度の早足で、スタジアムの階段を上がっていく。

　予想していたよりも、だいぶ時間がたってしまった。

「悪い。遅くなった」

「お疲れ様です。決勝はまだやってますよ」

　他の『白の腕』のメンバーと入れ違いに、ロイヤルボックスの中へと入った。

　豪ごう奢しやかつゆとりのあるシートの上では、光の勇者がロイヤルにふさわしくない野や次じを叫んでいた。

「おらおらがんばれ、ライラちゃんに青春君！　なんでそこで止まるわけ！　ばーんと行かんかあ！　ばーんとお！　チビとおっぱいちゃんにやられちゃうぞ！」

　想像を絶する品のなさだった。

「勇者、ハイラント・ビスマス。遅くなりまして申し訳ありません」

「ほらそこだ──って、ルクスじゃないのさ。何あんた、今までどこほっつき歩いてたの」

「すみません。市民の救きゆう護ごなどにあたっておりました」

「こういう時にねー、温おん厚こうな俺でも言っちゃうよ。『勝手にホテル抜け出してホタルみたいにふらふらふらふらふらふら、用がない時は骨と内ない臓ぞう抜かないとわかりゃしないんですかね』みたいな？」

「本当にお詫わびします。食事は頼んで差し入れておいたと思いますが」

「まあいいけどね。俺はルクスと違って寛かん大だいだから。言い訳だって追及しないでいてあげようね」

　差し入れの串焼きの串をしゃぶりながら、そんなことをうそぶくのである。

　言い訳なのではなく事実なのだ。でまかせばかりのあんたとは違うのだ。そう反論したかったが、遅れた身の上でそれを言うのは見苦しかったので、やめた。

　かわりにシートへ腰をおろす。

（──まさかケータ・マルミヤの縁えん者じやだったとはね）

　ルクスは、ここまでの事をふり返る。

　例の急病人として医務室の搬送につきあった少女は、そのまま校内の医務官に保護してもらった。

　名前はミーケルウスといい、ライラとペアを組んでいる少年の家で、住み込みとして働いているという。奇妙な縁もあったものだ。

　医務官が女性だったこともあり、そのまま少女の世話を頼んだ。医務官を通じて、少年のところにも連絡が行ったことだろう。

　その後に市民や候補生たちに取り囲まれてしまい、思いがけず時間を食ってしまったのは誤算だった。

　試合の方はと言えば、木剣による奇襲から、再び精霊召喚術による技のぶつけあいに移っていた。

「もう剣は使っていないんですか？」

「ああ。使おうにも折れたから。青春君の木剣」

「折れた」

「そう。木剣がぼっきんて。ついさっき」

「それは──」

　不運と言うべきか、なんと言うべきか。

　ルールの穴が木剣であった以上、他の武器を使うわけにはいかないのだろう。

「ルクスにも見せてやりたかったんだけどさ。ここまでけっこう面白い剣の使い方してたんだよ、青春君。なんつーかこう騎士っぽくなくて。あんたなら、見ただけで流派の特定ぐらいできたんじゃないか」

「それは返す返すも残念ですが……なんで彼は何もしていないんでしょう」

「そうそれなのよ」

　イリス・カーネリアンと、トッド・コランダム。

　決勝の相手であるこの二人の、二人がかりによる精霊召喚術を、ライラが防戦一方で守り続けているのだ。なぜかケータ・マルミヤは、隣で応援するだけ。

「普通、なんか術を撃つよね？」

「撃つと思いますよ。普通」

　援護なりなんなり。

　ルクスなら、応援などよりそちらの方を選択する。

　ルクスでなくとも、大半はそうだろう。

「明日の戦術召喚士なんでしょ？」

「そのはずですが」

　やや自信がなくなってきた。

　何度目かの精霊同士のぶつかりあい。腹の底に響くような轟音が、ロイヤルボックスのこちらにまでとどろく。

「あ、青春君が動いた」

　一対二の攻防が続く中で、ふと少年が動いた。

　さんざん一人で耐え抜いたライラの背後に立ち、なにやら耳打ちをする。それが終わると、相手陣営へ向けて歩いていき、敵宝珠の手前五メートル地点で右手をのばす。

　決死の覚悟という言葉が、爆風の土つち埃ぼこりで汚れた横顔からにじんでいた。

「ライラ──」

　唇の動きだけで類るい推すいするのはわかりにくいが、姪の名を呟いたようだ。

「たとえいちかばちかだろうと、今俺にできる全力をぶつける。これだけだ──」

　そう言って、『清せい廉れんなるディルスマグナの精霊よ』からはじまる、精霊召喚術の術式を唱えはじめた。




『此これは鍵かぎの語かたり。解かい錠じようの時は来ませり。出でよ、汝の名は──紅あかク燃もユル獅子し！』




　そこから彼が七色の虚こ空くうより引き下ろしたのは、黄色いヒヨコだった。

　ちゅぴー。

　ちゅちゅぴーと。

　大量のヒヨコが、がら空きの敵宝珠の上に降り注ぐ。

「はあ!?」

「ひよこお!?」

　ハイラントとルクスが目をむいた。どう見てもヒヨコである。

「ば──」

　いくらなんでも悪ふざけがすぎる、と思ったが。

「きゃあああああああ！」

　イリスたちは、本気で悲鳴をあげた。

　あんなにわかりやすく歩いていったのに、少年が宝珠に向かって精霊召喚術を使うとは、まったく思っていなかった虚きよの突かれ方だ。

　慌てて自分たちの陣営に駆け戻ろうとするが、ライラが巨大な氷の壁を落として足止めする。戦闘態勢のライラは、釘付けにさせて一歩も歩かせない。

「ケータさんの邪魔はさせません！」

「頼む、動けヒヨコ──っ！」

　対する少年も、宝珠とヒヨコの前で絶叫する。ライラも本気で援護に入っている。

　どうやら本人もライラも、間違いなく本気でヒヨコをこの場に呼んだらしい。

　小ぶりの鳥の雛ひなでは、もちろん宝珠を直接破壊することなど不可能だ。

　呼び出されたヒヨコの大半は、ころころと綿毛のように地面へと滑り落ちていき、数匹が宝珠の上にとどまって鳴き声をあげたり、嘴くちばしで宝珠をつついている。

　ぴよぴよ、ぴよぴよ、ひどく賑やかだ。

「動け、動け、動け！　動けぇぇぇ！　ヒヨコ──っ！」

「大丈夫よ、しょせんゼロパーセントのヒヨコ！　すぐに時間切れでいなくなるわ！」

　両者の祈りに似た絶叫が、グラウンドにこだまする。

　ライラは神かみ業わざのような速度で術式を連発する。もはやこの場で力尽きてもいいと言わんばかりだ。

　イリスとトッドは、その鬼き気き迫る勢いに押さえ込まれるように動けない。

　センターライン上の爆発と閃せん光こうと轟音、エンドラインのぎりぎりには黄色いヒヨコ。

　それにしても訳がわからない。なぜこのタイミングでヒヨコを呼ぶ？　ヒヨコに命運を託して白熱している？　普通の精霊ではダメなのか？

「勝つんです！　絶対！」

　あのライラが、大技の連発でぼろぼろになりながら、感極まって泣いている。

　精霊召喚術で呼び出す使役精霊は、あくまで高こう次じ元げんの存在を借り受ける、かりそめの精霊だ。現うつし世よに長くとどまることは難しく、一定時間をおいて消えていく。

　イリスの言った通り、この一見ただのヒヨコも、そんなところだけは精霊召喚術の法則にのっとっているらしく、端から音もなく消滅していく。

　だが最後の一匹が消え去る時、まるで何かの置き手紙のように、宝珠が台座の上から転がり落ちた。

　青い硝子玉が、ころころと土の地面を転がっていき、やがて止まる。

　満場のスタジアムが、水を打ったように静まり返る。

　そして──爆発。




「いよっしゃあああ！」




　少年が、その場で飛び上がって快かい哉さいを上げた。

　イリスとトッドは呆ぼう然ぜんと座り込み、ライラが泣きながら少年のところに走っていって、胸に飛びついている。

「優勝だ！」

　運営が正式に、ライラ・アズライトとケータ・マルミヤを、大会の勝者だとアナウンスする。

　かくして戦後初の精霊召喚タッグトーナメントは、学院史上最弱の精霊によって優勝が決まったのである。
















　長い廊ろう下かを、ケータは息せききって走って行く。

　放っておいたミケを、校舎一階の医い務む室しつに迎えに行く途中だった。

　ケータはふと、窓の向こうを見やった。

　演えん劇げき。研究発表。そして精せい霊れい召しよう喚かんタッグトーナメント。今年度の創そう立りつ祭さいのプログラムは、全てつつがなく終了し、一般客が続々と正門から帰っていくようだ。

　オレンジ色に色づきはじめた西日に、それぞれの家いえ路じへつく人々の影が、長く伸びていた。

　物珍しい祭りに惹ひかれたベスティアリと、勇者がトーナメントで鉢はち合あわせという、最悪のシチュエーションまで危き惧ぐしたが、蓋ふたを開けてみれば取り越し苦労だったか。

「……俺も気を回しすぎってか……」

　なにせ疑うのが仕事のような職に、長くついていたもので。いろいろ無ぶ粋すいですみませんと謝りたくなる。

　そして、肝かん心じんのミケの容よう態だいは。

「無事かミケ──じゃない、ミーケルウス！」

　ケータは勢いよく、医務室のドアを開けた。

　こちらがよく知っている元三み毛け猫ねこの少女は、西日に染まる医務室の真ん中にいた。

　医務官が使っている回転椅子の上で膝を抱え、くるくると回転を楽しんでいる。

「あ、主人が来た」

「…………よし。とりあえず元気そうなのはわかった」

　死ぬほど心配かけさせやがってとか、言ってやりたいことは山ほどあったが、目の前の無事な姿で不問に付す。

　ケータが近づくと、椅子の上の彼女は、猫の時と同じように額ひたいをケータに押しつけてきた。

「倒れたんだって？」

　触ってみても、特に熱もなさそうだ。

　こちらの世界に来てから、特に病気らしい病気もしなかったミケだった。まさか、医務室に運び込まれるようなことになるとは思わなかった。

「なんか、すごい……背中ザクザク？　そういうのが来た感じです」

「ザクザク」

「最初は小さく。うってなったらどんどん体中ザクザクになっていって、止まらなかったです。あんなのはじめてでした。ザクザク」

「ミケたぶんそれ、ゾクゾクだ」

「そうそれ」

　風か邪ぜだろうか。

「でも今は元気そうだな」

「はい。今はすっかり」

　けろりとしている。また変な風邪もあるものだ。

「……どうしたミケ。なんか思い出したか？」

「………………あのヒトがいた時が、一番ゾクゾク？」

「ヒト？」

「んー。よくわかんないです」

　考えることにも疲れたのか、限界までかしげていた首を、元に戻す。

「まあいいや。早いとこ家に帰って、おとなしくしてた方がいいんだろうな。ここ出たいとこだけど……このあと打ち上げがあるんだよ。どうする、一人で帰るか？　俺のこと待ってるか？」

「じゃあ、待ってます」

「よし、もうちょっとここにいてくれ」

　ケータはミケの頭を軽く叩くと、きびすを返した。

「主人」

「ん？」

「主人が勝つとこ、見たかったです」

　ケータの首からさがるメダルを見て、ミケが言った。ケータは照れ隠しでにやりと笑った。







　ついさっきまで表ひよう彰しよう式しきが行われていたグラウンドは、表彰台が撤てつ去きよされ、かわりにテーブルや料理が持ち込まれていた。

　一般客が帰った後は、上位入賞者と運営による、アフターパーティーのはじまりだ。

『……えー、さんざん揉もめに揉めましたが、こうして終わりの挨あい拶さつができて良かったと思っています。本当に良かった──』

　一番最初のスピーチは、ここまで気を揉み続けてきたであろう、角刈りの実行委員長だった。パーティーの参加者に、「ご苦労！」「よくやった！」「やりきった！」とねぎらいの野や次じをもらっている。

　ケータは陣取った場所が悪かったのか、微妙に西日がまぶしくて目が開けづらいのだが、もう少しの辛しん抱ぼうだ。

『今日の栄えい誉よは、死力をつくした優勝者に。そして、全ての頂点を目指した参加者に。乾かん杯ぱい！』

　あちこちでグラスが重なる音が響き、グラウンド内でヒトの移動がはじまる。

　さて、ようやくフリータイムだった。

　首から優勝メダルをさげたケータは、どこを歩いても入賞者やスタッフに肩や背中を叩かれ、グラウンドの一角にある立食コーナーでは、皿に肉を山盛りにされた。

「はいどうぞ！　いっぱいお食べ！」

　ふだんは食堂にいるおばちゃんが、今日は立食コーナーの給きゆう仕じ役やくだ。

「……これ、食うの？　俺ひとりで？」

「食べなきゃだめ！　優勝したんだから！」

　おばちゃんの笑顔は強い。

　ケータはおそるおそる、渡された皿を確認する。

　骨付き肉がキャンプファイヤーの薪まきのように組み上がり、その周りにローストビーフが垂れ下がっている。どこかをつつくと、全部崩れ落ちそうだ。

　言われるまま引き下がるものの、食欲よりは不安感が先に来る肉っぷりだ。

「つーか、もはや罰ゲームじゃないかこれ……」

　フォーク片手に途方にくれていたら、同じように山盛りにされている仲間を見つけた。

「よ、ライラ。やられたな」

「ケータさん」

　ライラ・アズライトだ。

　彼女の細い首にも、ケータと同じ優勝メダル。そして皿の肉の盛り具合は、本人との比ひ較かくでよりいっそう巨大に見える。

「ど、どうしましょうこれ……こんなに頼んでないのに」

「食うしかないらしいぞ。どうもそういうものっぽい」

「そんな」

　ライラもこの学院に来て半年なので、こんな伝統があるとは知らなかったらしい。導どう火か線せんのついた爆弾を持たされたように、怖こわ々ごわと己の皿を見つめている。

「おい、見ろライラ。あれだ。あれを参考にするんだ」

　ケータはフォークを持った手で、近くのテーブルを指さした。

　そこでは同じように皿に肉を盛りつけられた古ふる兵つわものが、わしわしとテンポ良く食事をしている最中だった。

「カーネリアンさん」

「見事だぞ軍ぐん曹そう」

「──なに？　あら、アズライトにゼロパーセントじゃない」

　イリスは、フォークを置いて振り返る。

　彼女の胸元には、準優勝のメダルがさがっていた。

「トッドは？」

「こういうの嫌いだから帰るって。相変わらずよ」

「そっか。ところでこれさ、どうやって食えばいいのか悩んでるんだけど」

「ああ、そんなの簡単よ。こうやってテーブルに置いて、上から順番に食べていけばいいの。ローストビーフは畳たたんで内側に寄せておくのがコツ」

「そ、そうか。簡単か。慣れてるんだな」

「そりゃあね。もう三回目だから」

　淡々と言っているが、この細い体のどこにおさまるのだろうか。皿の肉の減り具合から見るに、すでに半分は体の中のはずだ。

　やはり栄養は胸か。そこにしか行きようがない気がする。

「──三回目だけど、負けて終わったのははじめて」

　黙もく々もくと肉を食べていたイリスが、話のついでのようにそう言った。

　視線は、ケータたちの首からさがる、優勝メダルにあった。

「悔しい。次は絶対に絶対に負けない」

　そう言って、にっとケータたちを見て微笑んだので、ケータたちも笑顔になった。

　こういう時に真っ先に笑える彼女は、たぶん誰よりも潔いさぎよいのだろう。

「まあ受けて立ちましょうか」

「調子のりすぎ。ヒヨコのくせに」

「そのヒヨコに負けたのはどこのどなたでしょうか」

「だから次はないって言ってるの！　ヒヨコで宝珠オーブが落ちたのだって偶然じゃない！」

「でも勝った。俺たち一等」

「ああむかつく！」

「おおー、いいねいいね！　勝者と敗者が仲良くかあ。理想的だね」

　赤いコートの男が、ケータたちの間に分け入ってきた。

「ゆ、勇者ハイラント・ビスマス！」

「元気に肉食ってるかーい」

　イリスの声が、緊張のあまり裏返った。

　ハイラントは、グラスの酒を片手にご機き嫌げんそうだ。

　ついさっき、表彰式でケータたちにメダルを授じゆ与よしたのが、この男だった。

「お、お話できて光こう栄えいです。私は、イリス・カーネリアンと申します」

「そうイリスちゃんね。さっきも思ったけどさ、おっぱい大きいよねー」

「は？」

　イリスが固まった。

　おっぱい。おっぱい。頭の中にエコーがかかり、洗剤のように漂ひよう白はくされていくのがよく分かる。

　──だめだ。やはりこの男、どこかで燃やしておくべきではないだろうか。

「おぱ、おぱ」

「ヒトの営みの豊かさとか、母なる大地とか、大きいことはいいことだとか、そういう単語が心に浮かぶよ」

「なにナチュラルにセクハラふりまいてるんですかあなたは」

「おぶっ」

　勇者が首の付け根を後ろから強打され、崩れ落ちるように倒れこんだ。

　武力による制せい裁さいを課したのは、ジェムナスティア皇こう国こく騎き士し団だん、『白しろの腕かいな』の制服を着た男だった。

「失礼。いま聞いたことはすみやかに忘れてください。犬に嚙かまれたと思って。国家の機密です」

「は、はい……」

「もう二度とこやつに酒は与えませんから」

　年の頃は、正直何歳なのかよくわからない。とても落ち着いた声や物もの腰ごしは、三十になっていてもおかしくないし、手しゆ刀とうを打ち込むキレの良さから見るに、もっと若い可能性もある。

　ひと言で言うと真面目そうな面立ちで、それほど背も高くないこともあり、騎士というより文官や教師が似合いそうな雰囲気だ。

　それでもこの男は、ジェムナスティア最強をうたう、戦術召喚士集団の一員なのだ。

　つまり──。

「ルクス叔お父じ様」

「ライラか。優勝おめでとう」

　ルクスと呼ばれた男は、ライラを前に相そう好ごうを崩した。

　やはりそうだ。以前にアズライト邸ていに来て、勇者を連れて帰った男に違いない。

　あの時は、ケータがテーブルの下にいたせいもあり、見えたのは足だけ。顔すら見ることが叶わなかった。

　こんな顔をしていたのか。なんだか不思議な気持ちになった。

「ありがとうございます。全部ケータさんのおかげなんですよ」

「そうか、やっとケータ・マルミヤ君にも挨拶できるね。こんにちは、私がルクス・アズライトだ」

　ルクスはそう言って、隣のケータにも笑顔を見せた。

　ケータの背筋に、なぜかぞくりと寒気が走った。

「ミーケルウス君の調子はどうだい。もう起きられる？」

「え……ど、どうしてあいつのことを？」

「屋や台たいの前で倒れた彼女を、医務室に連れていったのは私なんだよ」

　ケータは、ああと叫びたい思いだった。

「それは、どうもありがとうございます！　おかげで助かりました！」

「礼には及ばないよ。ヒトとしての義務、騎士の努つとめだ」

　寒気なんて覚えている暇はない。ミケの恩人だ。

　ケータはあらためて礼を言って、頭を下げた。

「あいつ、ふだんは倒れたりするようなやつじゃないんです。今回は急に調子悪くなったみたいで。助けてくれるヒトが周りにいて、本当に良かったです」

「送り届けた後に、時間を取られてしまってね。君たちの試合が、ほとんど終わってしまっていたのが、残念でならないよ。なかなかおもしろい剣の使い方をしていたそうじゃないか」

「いやあ、そんな。大したことないです」

「あの勇者が褒ほめていたぐらいだよ。剣は誰か師しに習って？」

「ま、まあそんな感じです。村の道場みたいな」

「そうか。つくづく惜おしいよ。見られたのは、初戦の他は決勝の終わりだけだ」

　それはヒヨコ決戦だけということだろうか。なんだかしょうもないシーンだけを、ピンポイントで見られてしまったような気もする。

　頭をかいて照れるケータに、ルクスは感じの良い笑顔で続けた。

「本当にね。勝負が決して、君がライラをべたべた触りまくっているのを見た時は、どうやって首を刎はねるかばかり考えていた」

　ケータは、頭をかく姿勢のまま固まった。

「どっ、なんの話ですか！」

「はぐらかそうったってそうはいかないよ。最近の子は怖いね。どさくさに紛まぎれて何をやってるんだ。万ばん死しに値あたいする」

　笑っているのに、目だけがまったく笑っていない。

　やっぱりこの寒気は、気のせいではなかった。このヒト、ものすごく怖い。

「叔父様？　叔父様？　何をおっしゃってるんですか？」

「そ、そうですよアズライトさん。勝ち上がってチームで喜びを分かち合うぐらい、普通ではないでしょうか！」

「私の時代にそんな常識なかったよ。男子の入学者ばかりだったからね。とにかくあの引っ込み思案のライラが、自分から飛び込んでいったというのが重要なんだよ。ちょっとこっちで詳しく話そうか」

「はいい!?」

　ルクスがこちらに手をのばそうとした、その時だった。

「──ぅおおおお、まーじ痛かったんですけどお！　首折れるぞジブン！」

　昏こん倒とうしていたはずのハイラントが、大声とともに復活した。

　仰向けの状態から、ほぼ無反動で起き上がる。背中を丸めたヤンキー座りのまま、打ち込まれた首の付け根を両手でおさえている。

「……本当にやかましいヒトですねあなたは。もうちょっと静かに復活できないんですか」

「殴っといてそりゃないでしょうよ。あーいて。一瞬あの世のお迎えが見えちゃったぞ。死んだひいばあちゃんが、絞しめた鶏にわとり持って手ぇ振ってたし。大丈夫だよな俺、はい指は一本、二本、三本、四本──」

　ハイラントは、指折り数を数えはじめるが、なぜか途中で止まった。

　今度は数ではなく、激しく鼻を動かしはじめる。

「勇者ハイラント？」

「ふんふん……ふんふん……この匂いは──」

　次の瞬間。

　彼は背中へ手を回したかと思いきや、目にもとまらぬ速さで聖剣バリアントフレアを引き抜き、明後日あさつての方向へ投げつけた。

「ちょ──」

　みな唖あ然ぜんとした。

　聖剣がつき刺さったのは、ここからはるか遠くの、無人の観客席。しかもその最上段だ。

（いや──違う。無人なんかじゃない）

　あの席にあるのはまさか──。

「来い、バリアントフレア」

　勇者が一声かけると、剣は自律した意思でも持つかのように、座席から離れた。宙ちゆうを飛んで、勇者の右手へとおさまった。

　その剣の切っ先には、布でできたライオンのぬいぐるみが、綿がはみ出る勢いで貫かれていた。

「ベ」

　ケータはもう少しで叫びそうだった。慌ててその口をおさえる。

「なんですか。そのぬいぐるみは。子供の忘れ物ですか」

　ルクスが怪け訝げんそうに目を細める。

「まあいいです。事務方にでも届けておきましょう。でもできれば、もうちょっと穏おん便びんに見つけてほしいものですがね。これじゃあ子供の所に戻っても、子供が泣きますよ」

　ルクスは言って、ハイラントから、串刺しのぬいぐるみを受け取ろうとした。だが、ハイラントはぬいぐるみを離さない。

「勇者？」

「は──なーにが忘れ物だよ。ちゃんちゃらおかしいわ。こんなに『臭くさい』忘れ物があってたまるか。うまく擬ぎ態たいしてるみたいだけど、これならどうかな」

　ハイラントは、切っ先からぬいぐるみを引き抜くと、乱暴に首をつかみ、そのまま──頭を引きちぎった。

（！）

　首と腹、両方から詰め物の綿をまき散らしながら、その体が地面へと落ちる。

　さらにブーツの踵かかとで踏みつけた瞬間、ぬいぐるみの方に変化が起きた。

　傷ついた布の体から、傷ついた生身の体へ。

　魔族の姿へ。

「──あっ、かはっ！」

　ベスティアリが、地に倒れたまま血を吐いた。

　首はともかく、聖剣で直接貫かれた腹の傷は、すぐには回復できないようだ。繊せん細さいなレースのドレスが、みるみる深い赤色に染まっていく。

「ま、魔族──！」

　一方。魔法としか思えない変化と、尖とがった耳と爪を持つその姿を前に、みなざわめいた。

　魔族。それは圧倒的な膂りよ力りよくによってヒトの首をねじ切り、魔力によって家を焼き。そうやって彼らの生活圏を脅おびやかしてきた存在である。

　和解を経へた現在でも、本能での恐怖心は根こん絶ぜつできないだろう。

　魔族。あの魔族が現れた。伝言ゲームのように動どう揺ようが伝でん播ぱしていく。

「あんたかー、最近このへんうろついてた魔族ってのは。どうだ、なんか面白いものでも見つけたか？」

「…………うる、さい。どか、せ。靴くつ」












「やだぴょーん」

「みんな危険だ、下がりたまえ！」

　ルクスが、鞭むちを打つように叫んだ。そのまま精霊召喚術の術式を唱えはじめる。




『清せい廉れんなるディルスマグナの精霊よ。此これは鍵かぎの語かたり。解かい錠じようの時は来ませり。出でよ、赤キ散さん弾だんノ鳥とり』




　現れた精霊は、赤く光る尾お長な鶏がの姿をしていた。

　そのまま一直線に夕暮れの空へと飛んでいき、四方へはじけ飛ぶ。

（今のは）

　ケータでもわかる。今のは攻撃ではなく、待機中の仲間に、緊急発進スクランブルを告げるアラートだ。

　ものの十秒もしないうちに、どこに潜んでいたのだという数の戦術召喚士が、パーティー中のグラウンド内に現れた。

　パールバルの騎士中隊に所属している、一般の戦術召喚士に加え、紫し紺こんの制服を着た『白の腕』も多く交じっていた。

「報告しろ、ルクス・アズライト！」

「危険度特とつ級きゆう！　魔族が現れました！　所属は不明。勇者と候補生に怪我はなし！」

　ルクスと同じ『白の腕』の制服を着た男が、魔族の単語に頰ほおを引きつらせた。だが、すぐに平時のそれに戻った。

「よし、まずは一般市民を避ひ難なんさせる」

　すぐさま残りの戦術召喚士が動き出し、グラウンドにいた候補生や、仕出し料理を任されていた調理員を追い出しにかかる。

　ベスティアリが、さらに血を吐く。ケータの足は、棒ぼうのように固まり動かない。赤く染まるベスティアリから、目がそらせない。

「さあ君も、こっちに来るんだ──」




　ルクスがケータの手を取った。皮ひ膚ふと皮膚がふれあった、その──瞬間だった。




　視みえた。聴きこえた。

　──洪こう水ずいのように。

　どくんと脈打つ心しん臓ぞうの鼓こ動どう。二重三重にも聞こえる誰かの声。知らない者の、眼球越しのヴィジョン。引きずり込まれるように。取り込まれるように。

　──濁だく流りゆう。

　星のない夜。逃げるような荒野の実験。『はじめるぞ。警戒を怠おこたるな』

　──拡大。

「ゼロパーセント!?」

　さらにはさっきまで感じていた寒気が、いっそうひどくなった。たまらずその場に膝をついた。

　──遠くへ。

　五感を揺さぶる、神経という神経への暴力はおさまらない。祈り。懇こん願がん。ない交ぜになって流れ込んでくる。誰かが誰かの名を呼ぶ。耳をふさごうにも動けない。

　──秘ひ匿とく名めいレッドリバー。

　焼けつくような痛み。熱。誰。自分。俺ではない。絶叫。その先へと手をのばす。あふれんばかりの渇かつ望ぼう。親指の付け根には赤い開かい門もん印いん。

　つかめ。

　必死に握り取ろうとした、マンションのベランダにいるのは、小さな小さな──。

（俺──？）




　──パシイ！




　目の前で散った火花に、ケータは我にかえった。

　急激に流れこんできた意識の奔ほん流りゆうを、受け止め切れずにショートしたような感かん触しよくだ。

（今の……なんだ……）

　指先には、まだほとんど感覚が戻っていない。

　最後はあんなに熱いと思ったのに、氷のように冷え切ったままの体。そのくせ、心しん拍ぱく数すうだけが異様に上がり、全身に血を送り続けている。

　異変が起きたのは、ケータの方だけらしい。ルクスはただただ驚いた様子で、「大丈夫かい」と、膝をついたケータに手をさしのべてくる。

　その手に刻きざまれた、精霊召喚術の開門印を見た時、ケータは本格的に言葉を失った。殴られたような衝撃を受けた。

　蛇へび。

　蛇の形の開門印──！

「……ん？　どうした、マルミヤ君。立ち上がれないのか？」

　こいつだ。こいつなのだ。

　中学二年のある日、丸まる宮みや敬けい太たの運命を大きく狂わした手。その持ち主が、目の前にいる。

　この手が、その体が、ケータのことをマンションごと握り取ったのだ！

（なんでこんな時に）

　どうして。

「ゼロパーセント、本当に大丈夫なの？」

「君たち、彼を頼めるか。一緒に避難してやってくれ」

「はい、わかりました騎士アズライト。行きましょうゼロパーセント」

　そうしてイリスに肩を抱えられるようにして、グラウンドを離れる。

　ベスティアリも、手がかりの蛇の痣あざの男も、グラウンドに残したまま。

　頭だけが混乱し続けていた。





　　　　　＊＊＊






　たとえばそう。魔王城や遠えん征せい先さきでの暮らしは、緊張しなかったと言えば噓うそになる。

　ヴェーレスの仮面をかぶって魔族のふりをして、本当よりもずっと大きな者を演じなければならなかったからだ。

　ふと目が覚めた時、自分の命が終わる寸前になっていたことも、一度や二度の話ではない。

「──ああ、残念。起きちゃった」

　それは遠征途中の砦とりでで、目が覚めたら寝しん台だいの上に、魔族の女がいた。

　その女は、四し天てん王のうにして百ひやく獣じゆう族ぞくの長おさをしていた。個室で仮眠を取っていたケータの上にまたがり、体格のわりに鋭えい利りな爪を、ケータの喉のど元もとに突きつけていた。

　寝ているうちに死ぬところだったケータは、仮面を取らずにいた自分を確認した。

「正気か？　殺すぞ」

「じゃあ愛し合う？」

「本当に殺すか」

　ケータが魔力をにじませると、女は猫が逃げるように身をひるがえした。

　女からは、濃こい血の匂においがした。

　敵であるヒトの匂いに加えて、本人自身の匂いも混じっていた。

「やられたのか」

　女は薄うす闇やみの中で、ひっそりと笑う。

「しくじっちゃった。相手は聖剣持ちの勇者も交じってたから」

「無ぶ様ざまだな」

「そう、悲しいから慰なぐさめてもらおうと思ったのね」

「噓ならもっとうまい噓をつけ」

　ケータは寝台から起き上がった。

　まだ夜明けには早い。

　ここは魔王軍のモンスターたちに作らせた、補ほ給きゆう基き地ちの砦だ。日照時間の長い東大陸でも、この部屋にまで朝日が差し込むのはもっと先だろう。

　五ご里り先さきには、ケータが落としたい皇こう国こくの城がある。

　四天王の彼女には、別件の偵てい察さつで少数のモンスター部隊を動かしてもらっていた。

　女は、さして広くもない砦の一室で、窓枠に腰掛ける。

「ねえ、今なに考えてる？」

「べつに。馬鹿な雌めす獅じ子しがしくじったというのなら、代わりのルートをどう確保するかとか、そういう類たぐいのものだ」

「面白くない話だね」

「貴様が面白くなくしたんだろう」

　東大陸の制せい覇はが、その時のケータに与えられた使命だった。

　一つ失敗したとはいえ、損害は軽けい微びだろう。本命の城を落とす作戦にも、今のところ支し障しようはない。

「まだ行けそう？」

「愚ぐ問もんだ」

　断言した。

　計画は順調。夜中に不ふ愉ゆ快かいなことでたたき起こされる環境さえなければ、より楽に理想を実現できるに違いない。

　そんなニュアンスのことを言ったら、女は小さな肩をすくめた。

「キミはすごいよね、魔王軍大だい元げん帥すい、黒仮面のヴェーレス」

「ますます殺されたいと見た」

「そういう意味じゃないよ。うちの魔王様が、どこの馬の骨かもわからないキミを連れてきた時は、正直魔王様はおかしくなってしまったって思った。魅み惑わくの魔術にでも引っかかったかって」

「いかにも頭の軽い女が考えそうなことだ」

「それでもね、魔王様はやっぱり偉大な魔の王であらせられるのね。お美しいだけじゃない。今のベスティアリたちにないものを、キミは持っていたってこと。あの時、キミを生意気だって食べようとしなくて良かった」

「貴様だけじゃないさ。他の四天王や長老たちも、この俺をぶち殺そうとしてくれたな」

「ちなみに誰が一番怖かった？」

「黒仮面のヴェーレスは、誰のことも恐れない」

「素直じゃないね」

　建たて前まえというのは、何事においても大事なのだ。

　今は夜明け前。本拠地から遠く離れた、遠征の砦。

　ふだん思ってもいない単語が出てくるには、ふさわしい条件が揃そろいすぎているから。

「ねえヴェーレス君。考えながらでいいから聞いてよ」

「なんだ」

「キミが魔王フードゥーに忠ちゆう誠せいを誓うかぎり、ベスティアリとキミは友達だよ」

　たとえそれが、異世界の魔の者であろうとも。

『友達』などという言葉、ひさしぶりに聞いた気がする。

「これを頼りないと思うか頼もしいと思うかは、キミ次第かもね。仮面の大元帥閣かつ下かヴェーレス」

　彼女はそう言って、魔族らしい目を細めた。

　ケータも言った。

「そうだな。この俺も魔王フードゥーに忠誠を誓う者がいる限り、そいつらに力を貸してやってもいい」

「そう。ありがとう」

「いい加減に出ていけ。朝になるぞ」

「いっけない、顔洗わないと。お肌に悪いわ」

　ケータはたぶん、「次負けたら殺すぞ、馬鹿獅子」と釘くぎを刺し、女を部屋から追い出したのだと思う。







　ここにあるのは、一本の道だ。

　道の先には、未来がある。

　落ちこぼれ戦術召喚士候補生としてこの学院に通い、みなと一緒に夢を追いかけ、そしてつかんだ手がかりをもとに、地球へと帰き還かんする、未来。

　後ろを振り返れば、過去がある。

　死にかけのところをフードゥーに拾われ、離り宮きゆうで字の読み書きから習い、モンスターのタンスから仮か面めんとマントを与えられ、黒仮面のヴェーレスとして踏み出した、過去。

（ベスティアリが捕まった）

（俺を召喚したやつが誰かわかった）

　なぜよりにもよって、今この二つが同時なのか。

　イリスやライラたちと一緒に、グラウンドを離れて行けば行くほど、ケータの過去が、手の届かない場所へと遠ざかっていく気がした。

「こんな街中に魔族が出たなんて……どういうことかしら」

「さあ。そのあたりのことは、叔父様たちが調べてくださると信じるしか……」

　よく考えろ。おまえにとっての『今』は、目の前にいる彼女たちだ。

　不安げに話しているイリスやライラたちと一緒に避難して、普通の戦術召喚士候補生としてやり過ごす。そして、やっとつかんだ帰還への手がかりを追い続ける。それが一番、未来に繋つながる道だとわかっている。

　それでもあの場にベスティアリを残して、無事でいられるとは思えなかった。

　光の勇者と『白の腕』の取り調べは、過か酷こくを極めるはずだ。

　自軍の不利になる情報を吐はくぐらいなら、その場で自じ害がいする道を選ぶ。それが普通にできるのも、四天王の条件なのだ。

　戦う理由は、それぞれの胸に。でもすべては自分たちの王のために。魔王フードゥーのために。それがあの頃の自分たちの、暗あん黙もくの了解であり掟おきてだった。

　死も裏切りも隣り合わせで、それでも見ていた方向だけは一緒だった。共に大陸全土を駆けたのだ。

　帰ってこいというベスティアリの言葉に、ケータは耳をふさぎ続けた。今ならわかる。だって疑えば覚悟が揺らいでしまうから。

　本当に魔王が待っているというのなら、全て振り捨てて引き返しそうになる自分がいたのだ。

　何が過去は過去。今は今だ。

　今自分は、過去の存在として切り捨てようとしていた者が、死の淵ふちに瀕ひんして死ぬほど動揺しているのだ。コンパスの矢印が、どちらを向いているかもわからないほど。

「──ゼロパーセント？」

　ふとひんやりとした感かん触しよくが頰に触れ、ケータははっとした。

　イリスが立ち止まり、心配そうにこちらをのぞき込んでいる。

　グラウンドから校舎内に入り、パーティー参加者の一時避難場所に指定された講義室まで、あと少しのところまで来ていた。

「大丈夫ゼロパーセント。まだどこか悪いの？」

「さっきもずっと真っ青でしたものね」

　ライラまでこちらの様子を窺うかがっている。

　その先に未来が光っている。未来は希望に繋がっている。決して一時の感情で見失ってはいけないものだ。

　だけど過去も呼んでいる。

「大丈夫。ほんとに、平気」

　もう耳をふさごうとしたって、この心の揺らぎは無視できない。

　強がりも欺ぎ瞞まんも通じない。ケータは振り返りたくてしょうがないのだ。

「…………いや、平気じゃ、ないか。そうだよな。どっちも俺だもんな」

「ゼロパーセント？」

「ごめん俺、ちょっと医務室いってくるわ」

　短くそう言った。

「え、医務室？　そこまで具合悪いの？」

「違う。医務室に、ミーケルウスのやつ待たせてるから。ちょっとそいつ呼んでくる」

　言うやいなや、まっすぐに続いていた廊下を、逆方向へと走り出す。

「ケータさん！」

「さき行っててくれ！」

　彼女たちに向かって、手を三回だけ振ると、その後は全ぜん力りよく疾しつ走そうだった。

　走るだけ走って距離を稼かせぐと、おもむろに廊下の窓から、表へと躍り出た。

　ケータが行きたい場所は、実のところ医務室でもグラウンドでもなく、この先にある大講堂の中にあるのだ。

　他のヒトの目につかないよう、できるだけひっそりと移動を開始する。

　舞台『ディルスマグナの薔ば薇ら』が終わったばかりの大講堂は、まだあちらこちらにチラシやポスターが残るものの、基本的にはひっそりと静まり返っていた。

　明かりの落ちたロビーを足早に横切り、裏の関係者通路へと向かう。

　どこに何があるのか、どうやって物がしまってあるのかは、そこそこ把は握あくしている。これでも『衣装係』だったのだ。

　ケータは奥まった一室のドアを開け、そこにしまわれた、大量の衣装の海に分け入った。

　──過去は過去。今は今。でもそのどちらの道も切り捨てない、第三の道を探したっていいだろう。

　決してベストではない、ベターにしても辛つらい選択になるかもしれなくても。

　それでも自分は、少しでも後悔しない道を選びたいのだ──。
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　かつて美しい銀の髪をなびかせて、ベスティアリの仕つかえるかの君は言った。

　──良いかベスティアリ。ヴェーレスを……大元帥を支えてやってくれ。あれはいろいろな意味で規き格かく外がいの者なのだ。

　その時の魔王フードゥー陛下の、憂うれいと艶つやを帯びた表情は、内容の是非はともかく、ベスティアリの美意識を大いに満足させたものだ。こちらが覚えている限り、彼女にまつわるベストショットの一つだったのでよく覚えている。

　さて魔の者にとって、死とは永遠と静せい寂じやくの獲かく得とく。より美しい死に様は、伝説へのきざはし。ことさら恐れる必要はないと言い聞かせても、気持ちが悪いものは気持ちが悪かった。

（魔王様に食べてもらうならともかくね。それ以外は嬉しくないよね）

　今ベスティアリは、大勢のヒトどもに囲まれていた。

　腹と背中を憎き聖剣に貫かれ、かろうじて幼おさな子ごの姿を保っているのが精一杯という状況である。

　予言の鳥など必要ない。ここから待ち受けるのは、死、あるのみ。

　おそらくは自分が思っている中で、最悪の死に様を迎えるに違いない。

　あの時支えてくれと頼まれたヴェーレスは、ヒトの娘たちに支えられ、ヒトと一緒にグラウンドを出ていってしまった。薄情だと嘆なげく気にはなれなかった。

　なれ合いで戦ってきたことは一度もない。

　今回は、勇者に見つかり足止めをくらった、自分が悪いのだ。

（だから安心してよ、ヴェーレス君。キミや魔王様の名を漏らすような真似だけはしない）

　それが、あるかないかと疑問を持たれた、ベスティアリの四天王としての矜きよう持じだった。

　先頭に立って質問をしてくるのは、紫紺の制服を着た戦術召喚士だった。

「……魔の者よ。まずは名と部族を明かしてもらおうか。それから、この地にやって来た理由を」

　こいつは確か、ルクス・アズライトと呼ばれていたか。

　あのヴェーレスが、この男の前でひどく動揺していたのが印象的だった。

　こうして見ていても、動揺した理由がわからない。ヒトにしては強力な術を使えるようだが、あくまでヒトだ。それが少しだけもどかしいし、ひょっとすれば最後の心残りになる可能性もあった。

「皇帝と魔王の間で交わした、不ふ可か侵しんの約やく定じようも知らないはぐれ者か？」

『……誰が答えるか。嫌だぴょーん』

「？　なんだ？」

「黙もく秘ひすると言った」

　モンスターの使役言語で答えた上、威い厳げんをもって言い直したら、上半身を支えていた手のひらに、剣が突き刺さった。

　聖剣、バリアントフレア。

「……っ、あああ！」

　焼け付く痛みにベスティアリは悲鳴を上げる。

　たいていの傷は回復できるが、この聖剣の貫通だけは別なのだ。

「ルクス。だめだよこいつ。たぶんかなり階級は上だ。俺らに見覚えがないのは、姿を変えてるからだろ」

「本来の姿があると」

「そう。こんなチビの高位魔族なんて、まずいないしね。まずはその化けるぶんだけの体力を削ってやらないと」

　遮光眼鏡をかけたまま淡々と語る勇者の姿は、なんの情も慈じ悲ひも見えなかった。

　ハイラント・ビスマス。大戦ではこの顔で、大勢のベスティアリの同どう胞ほうを『狩って』きた狩人かりゆうどだ。魔王軍の宿しゆく敵てきである。

　昔斬きられた傷までうずいてくる。

　あの偵てい察さつに出た夜も、この男がふるう問答無用の剣に貫かれて、撤てつ退たいせざるをえなかったのだ。

「どうあんた。素直に吐くのと、俺らにむりやり引きはがされるのと、どっちがいい」

「どちらも断る」

「馬鹿？　そんなの聞いてないんだけど。一タス一にサンって答えるぐらいないお返事だよ」

　ハイラントは刺さっていた聖剣を一気に引き抜き、そのまま倒れるベスティアリの腹を、強く蹴りつけた。

　ベスティアリの小さい体は、簡単に吹き飛びグラウンドに転がった。

　目を開けても、視界が赤い。傷口以外の皮ひ膚ふが、ちりちりと、焦こげるように熱くなってくる。

「あ、ほらほら。いい感じよルクス。ちょっと皮膚の感じとか変わってきてる。もしかしてあんた百獣族？」

　末端から生えはじめた毛皮を見て、ハイラントが嬉しそうに声を高くした。

「そうだルクス！　ちょっとこのまま精霊召喚術でも撃ち込んでみてくれよ！　できるだけ大人数で！　そしたら正体現すかもしれないぞ」

「それは……いいのか。さすがにこんなところでは」

「何ぐずぐずしてんのさ。だいじょーぶだいじょーぶ！　そのためのヒト払いでしょ」

「しかし……」

「だいたい、そんぐらいで壊れるタマじゃないからやってるんでしょうよ。壊れたらまあそれまでだけど」

「……本当にいい加減だな」

「だってこのままじゃらちが明かないでしょ。生け捕りにして水すい晶しよう府ふに持ち帰ったところで、どうすんの？　吐かなかったらやるこた一緒よ。書類の数が増えるだけ」

「──ああわかった。集まれ！　やってみよう！」

「そうそう。体力回復される前にたたみかけるのがコツだからね」

　ハイラントの提案を受け、ルクスが声を張り上げる。

　しばらくすると、周りで警戒していた戦術召喚士が、号ごう令れいにあわせて、いっせいに利き手を構えた。紫紺の制服に青の制服。『白の腕』に、一般の騎士も織り交ぜて。いつでもベスティアリに攻撃できるように。

　そしてルクス自身も、開門印のある右手を突き出す。

　どことなく蛇にも似た模様の、赤い痣だった。

　さあ、覚悟を決める時だ。

　いくらベスティアリでも、これだけの大人数で攻撃されて、自じ我がを保てる自信はない。痛みで自制が効かなくなるのを待つよりは、潔いさぎよく自害の道を選んだ方がまし。残った魔力を暴走させて自じ爆ばく。これしかない。

（光の勇者。そうなったらあんただけは絶対に巻き込んでやる）




「総員、攻撃開始！」




　だが、死に至るまでの覚悟を決めたベスティアリの前に、敵の精霊召喚術が降り注ぐことはなかった。

　まるで茜あかね色いろの空から、一本の黒い傘かさが落ちてくるように。

　音もなく──黒い『影』が舞い降りた。

　それが着地すると、ふわりと大きくマントが広がる。同じように魔力があふれ出る。

　強大な。あまりに強大な魔力だった。

（この波は動どう）

　黒いマントの間から伸びる長い手に、漆しつ黒こくの魔力剣が生み出される。そのタイミングも立ち上がり方も、ベスティアリはよく知っていた。

　何度も背中を預けて戦ってきたのだから。




《断だん頭とう台だいの丘に首切りの歌。なぎ払え！》




　魔剣『ガロウズヒル』を一いつ閃せんさせると、牙きばをむいて襲いかかる使役精霊が、一瞬のうちに焼き尽くされた。

「ま、まさか」

「その仮面──」

　彼はこちらを振り返ることなく、見慣れた黒こく衣いと仮面の姿で、ベスティアリの前に立ちふさがっている。

　すべては同胞たる、ベスティアリを守るかのように。

「まったく……ずいぶんと醜みにくい趣向に興きようじていたようではないか。我が配下の者と知っての狼ろう藉ぜきか」

「魔王軍大元帥──黒仮面のヴェーレス！」

　ヒトが名を呼ぶのにも動じず、彼は半年ぶりに公おおやけの場に降こう臨りんしたのである。





　　　　　＊＊＊






　できるかぎり偉そうに胸をはる。それが一番、はったりとして大事なことだと知っているからだ。

　ルクスも、ハイラントも、他の戦術召喚士も、みな驚いた顔で、空から割り込んだケータのことを見ている。

（見てるよ。みんな見てるよ）

　口ぱっくりだ。おそらく、後ろにいるベスティアリも同じだろう。

　仮面とマントのいいところは、多少汗をかいてもばれないことだ。緊張で足がもつれてもばれないことだ。ケータは長年の経験でそれを知っている。

（だってこれしかなかったんだって）

　本当に我ながら、シビアできわどいことをしているとは思う。ベスティアリを救うためとはいえ、たぶん、見るヒトが見れば気づくだろう。

　ケータが着ているこの大元帥のマント、光の角度で妙にキラキラ光る。

　かぶっている仮面は、連日の稽けい古こで、縁ふちがはげかけている。

　どちらも大講堂の衣装部屋から持ち出した、『黒仮面のヴェーレス』の舞台衣装なのだ。

　ピアスを外してここに飛んで来るまでに、余計な装飾はできるかぎり取り払ったが、すべてのスパンコールがむしれているわけではない。

　それでもベルタ城の時のように、制服に素顔をさらしたまま、魔力を解放して駆けつけるわけにもいかなかった。

　ケータはヒトとして生きる道を、未来を捨てたわけでもないのだ。

（過去は過去。今は今。でもどっちも俺だ。だからどっちも捨てられない）

　ヴェーレスとしてベスティアリを助け、その後はヒトとしてまた未来に向かって生きる。これがケータの出した結論だった。

（よってここは──粗あらに気づかれる前に力ちから業わざで押し切る！　それしかない！）

　ケータは方針を再確認し、大きくマントを翻ひるがえした。

「大元帥、ヴェーレス。その魔の者が、貴公の配下というのは本当か」

　ルクスのかすれた問いかけに、ケータは大仰にうなずく。

「然しかり。百獣族が長、四天王ベスティアリという」

　ますます周囲がざわめいた。「魔族の族長？」「四天王だと？」と、彼らのうちで言葉がかわされていく。

　ルクスがさらに訊ねた。

「大元帥と四天王が、こんな場所で何をしていらした」

「愚ぐ問もんだな。トーナメントの見学だ。今日は身分を問わず、『あらゆる者』に門もん戸こを開くと聞いていたが」

「しかし不可侵の協定は──」

「口も出していなければ、傷もつけていない。むしろそんな善ぜん良りような魔族に拷ごう問もんをしいたのはどちらだ」

「詭き弁べんだ。許容できない」

「それは貴様が決めることではない」

　やりとりの中で、ひときわ大きな声をあげたのが、ハイラント・ビスマスだった。

　声は声でも、笑い声である。

「ヒトの男。なにがおかしい」

「おかしいって？　そりゃ笑うでしょーよ。だって百獣族の四天王なんだって？　じゃああの時のでかライオンが正体じゃないの。俺ってば知らないうちに二勝したってこと？　やった」

　明るい一言が、場の空気を完全に破壊したと言ってよかった。

　聖剣バリアントフレアの適合者にして、空気の読めない男。

　みなの視線が集まる中、七色の目を輝かせている。

「なあなあ、ヴェーレスさんとやら。あんたも強いっていうけど、どれぐらい？　そのベスティアリって魔族ね、くっそ弱かったですよ。一回目は俺に不意つかれて、二回目は無抵抗で串刺しですもん。ぴくりともやり返せなかったんですから。はっずかしい話」

「勇者ハイラント、やめろ」

「いやでもルクス、こういうことはちゃんと言ってあげた方が身のためでしょ。優しさよ優しさ──」

　ハイラントは、それ以上喋しやべることができなかった。

　ケータが魔剣『ガロウズヒル』を、ハイラントに叩きつけていたからだ。

「ちょっ、ま──」

　かろうじて構えることに成功した聖剣で、ハイラントはケータの魔剣を受け止める。だが首の皮一枚。それが精一杯の抵抗。

　あと数ミリ押し込むだけで、ハイラントの首は斬れる。余よ裕ゆう綽しやく々しやくだったその顔に、はじめて一筋の汗が流れていく。

　剣と剣をぶつけあったまま、至近距離でケータは笑う。

　魔族としての、凄そう絶ぜつな笑みに見えることだろう。

「寝言は寝て言え。下等なヒト風情が」

　見る者を惹きつけて離さない、圧倒的なまでの存在感。四天王の族長クラス──いや、それ以上の魔力の量だと一目でわかるはずだ。

　積せき年ねんの恨みをこめて。さらには最近できた恨みもこめて、ケータは囁ささやいた。

「そこまでやり合いたいというのなら、相手をしてやっても良いぞ。我ら魔族の真の恐ろしさを知らずにいるとは幸いなことだ！」

　さらに魔力を爆発させる。ハイラントが、紙のように吹き飛んだ。

　遠く仮設のスタンドまで叩きつけられ、それでも威い力りよくがおさまらずに貫通。後ろの校舎にまで到達する。

　ケータは魔剣を一いつ閃せんさせた。

「ベスティアリ、ここに」

「──は、はい。ヴェーレス閣下」

　背後のベスティアリが這はうように近づいてきて、あらためて頭こうべをたれる。

　その体は、あれからさらにやられたのか、傷だらけだった。ケータはその頭に手を置き、回復のための魔力を送り込む。

　勇者が、遠く瓦が礫れきの中から起き上がった。

「いいねえいいねえ。やっぱ魔族との戦いってのはこうじゃなくちゃ！」

　ケータは、仮面の下で目を細める。戦闘バカに火がついたようだ。

「休暇は終わりだ。たわむれにヒトの巣を覗のぞきにきてみたが、もうそろそろ退ひき時のようだな。帰るぞ」

「ええ閣下、御み心こころのままに」

「だがその前に──無抵抗の我が配下に、卑ひ怯きような牙をむいてくれたその蛮ばん行こう。魔族を貶おとしめようとしたその愚ぐ行こう。この場にいるヒトどもに、罪の重さを思い知らせてやることが先だがな！　行くぞベスティアリ！」

　オオオオオオオン！

　百獣族の長の体が、魔力の爆発とともに、巨大な獅子へと変化した。咆ほう哮こうが天をつく。












　戦闘モードのベスティアリだ。百獣族にとって、一番原始的な姿。大戦時はこの姿でもって、ヒトを恐怖の底に沈めてきたのである。

　完全な獅子になってしまった彼女の、細かい表情の機き微びはわからない。しかし、多少は言いたいことがあるようだ。

『ひどいよ、ヴェーレス君。せっかく名前も身分も隠そうと思ったのに』

『犬死にを許した覚えはない。汚お名めいは自分でそそげ。できるだろう』

『──わかった』

　彼女はうなずいた。

　大獅子の姿で、ベスティアリは歌うように呼びかける。




『いらっしゃい。百獣族の眷けん属ぞく。この声が聞こえる闇の者よ』




　そしてグラウンドに現れるのは、彼女のしもべ。

　この都市の闇の奥底に巣くい、周辺の井戸、下水、排はい水すい溝こうを伝って移動してきた、大戦時の生き残り。野生化したモンスターたち。

　そんな彼女すら配下に従え、ケータもまた魔力を解放。一帯の敵に襲いかかった。





　　　　　＊＊＊






　イリスたち候補生とパーティー関係者は、指定された本校舎一階の講義室に集まり、一時避難を完了させていた。

　グラウンドが見えない位置にある、中ちゆう規き模ぼクラスの教室で、関係者が全員入ると狭いぐらいだ。

　まだ避難を指示した大人たちから、部屋から出ろという言葉は出ていない。

　みな現れた魔族について、不安を口にしたり、出現の意図を推すい理りしている。

（あのぬいぐるみ、夢じゃなかったのね……勇者様と私じゃ、見えるものがぜんぜん違うのかしら）

　イリスは自分の不ふ見けん識しきを恥じると同時に、聖剣の勇者の、嗅きゆう覚かくの鋭さには驚くしかない。さすがはヒトの中で、一番魔族を倒してきた男である。

　勇者によって見つけ出された魔族は、可愛らしいドレスを着て、幼い子供のような姿をしていた。できればあまり、無む体たいなことをされていなければいいとも思う。

　そんな風に思うようになった自分の変化は、我ながら驚きだった。

　たぶん全ては、『彼』に会ってからだ。

「それにしても……ねえアズライト。いま何時だと思う？　いいかげん遅いと思わない？」

「遅い、と言いますと？」

「ゼロパーセントよゼロパーセント。あいつ何してるのよ」

　イリスは窓際の席で頰ほお杖づえをつき、こつこつと指で机を叩き続ける。

　この講義室に時計はないが、皆で避難してきて、たっぷり半時はたっている気がする。

　自分のメイドを迎えに行くと言って飛び出していったケータが、戻ってこないのはおかしいだろう。

「そう言われれば……そうですね。遅いかも……」

「いくら医務室がここから遠いって言ったって、これだけ時間あれば、どこに行っても帰ってこれるわよ。まさかどこかで行き倒れてないでしょうね」

「ちょっ、やめましょうカーネリアンさん」

　ライラが青ざめる。

「決めた。ちょっと行って見てくる」

　イリスは椅子から立ち上がった。

　避難している候補生たちの視線が一瞬集まったが、気にせず外へ出る。

　世話が焼ける班員を回収するのも、作戦行動班の班長の役目だった。

「待ってくださいカーネリアンさん！」

　後から、ライラが追いかけてきた。

「わたしも行きます」

「そう。じゃあざっと行ってきましょう」

　ヒトの気配の絶えた廊下を、早足に進む。

　本校舎の見取り図を簡単に説明すれば、四角形の底辺がない形をしている。イリスたちがいるのは、左辺の一番端。医務室は右辺の一番端。同じ一階でも一番歩く。

　道中は、思いの外ほか静かだった。

「ゼロパーセントのメイドさんも、体調悪かったって言ってたじゃない。何か関係あるのかしら」

「流は行やりの風邪とか、そういうのでしょうか」

「あるいは変なものを食べてあたった、とか。いちゃついてたからとは思いたくないけど……」

　イリスたちは喋りながら、最初の曲がり角を曲がる。

　そこで目に飛び込んできたのは、黒い、不定形にうごめく塊かたまり。

　それがリノリウムの床いっぱいに、波打ちながら広がっていくのだ。

（な、なによこれ……！）

　いったいどこから湧いて出たのか、床の上を、大量の鼠ねずみが走っているのである。

　群をなした鼠たちは、悲鳴も出せずに固まる二人の足下を通って、背後へと逃げていった。

「…………あ、び、びっくりしましたね」

「一瞬モンスターかと思ったわ……」

　突然で大量となると、さすがのイリスたちでも驚く。

　お互い顔を見合わせ、変な笑いが浮かんでしまう。

「そういえば、ダンジョンとかじゃ動物の異常行動は、モンスター遭そう遇ぐうの予よ兆ちようとか言うわよね」

「あ、わかります。テストに出ましたよね」

「サファイア教官のね。ひどい引っかけ問題。あなたあれ解けた──？」

　前首席と現首席によるなごやかな会話は、それ以上続かなかった。

　イリスたちの目の前の、今度は廊下の窓まど硝子ガラスが派手に割れた。

　ヒトが壁際に叩きつけられる。

　床にくずおれたのは赤いコートと──光る聖剣。

「ハイラント・ビスマス！」

　イリスは叫んだ。

　勇者は端的に言って、ボロボロだった。

　信じられない。あのバリアントフレアの適合者が。大戦時の希望の星。たった一人で皇国の記録を塗ぬり替えていた撃げき墜つい王おうが。

　何が起きたのだ。

「……くっそ。あの……化け物が……！」

　彼はこちらを気にする余裕もないようで、衝撃で割れた壁の間から立ち上がると、ありえない加速の果て、聖剣ごと上空へと飛んでいく。

　恐らくは上空にいるであろう、強大な敵に立ち向かうために。

「カーネリアンさん！」

　ライラが、上ばかり見ているイリスの袖そでを引き、割れた窓の外を指さした。

　イリスたちの目の前を、見慣れた校舎の裏庭を、水すい棲せい馬ばと長なが狼おおかみ、青あお牙きば鼠ねずみの群が走っていく。

「噓……学院よここ」

　思わず目を疑った。

　郊外や、都市の地下とは訳が違う。悪い夢でも見ているようだ。

　そのモンスターの群は、行く手に立ちふさがった戦術召喚士たちによって、次々に消滅させられていった。

　そのうちの一人が、校舎内にいるイリスたちに気がついた。

「君たち、そこで何をやっている！」

　紫紺の制服。『白の腕』だ。

　よりにもよって、ルクス・アズライトだった。今さら逃げるわけにもいかず、イリスたちは割れた窓辺に駆け寄ってくるルクスを、迎えるしかなかった。

「避難していろと言ったはずだろう！　候補生のくせに注意が聞けないのか！」

　隣には姪もいるのに、ずいぶんと余裕のない口調である。

「申し訳ありません、騎士アズライト。友人を──同じ班員の候補生を探していたんです」

「それは我々の方でやる。ここは危険だ」

「あの、お言葉ですが、魔族は捕ほ縛ばくされているんですよね」

「それどころじゃない。あのあと別の魔族がやってきた。よりにもよって──魔王軍大元帥、黒仮面のヴェーレスだ」

　ルクスは、ここまで言えば、こちらが恐れて言うことをきくと思ったらしい。

　イリスは、衝しよう撃げきに息をのんだ。

「黒仮面の……」

「ヴェーレスが……いるんですか、今ここに」

　青い顔のライラの質問にも、彼は重々しくうなずく。

　その通りということだ。

　どうしよう。胸が。心臓が震えてとまらない。

「ああ。あの戦せん闘とうバカが、余計な挑発なんてしたものだから……とにかく我々『白の腕』と大勢の騎士が、これ以上の被害の拡大を食い止めているところだ。わかったら元の避難場所に戻って──おい、どこに行く君！」

「カーネリアンさん!?」

　イリスは、いてもたってもいられず、駆け出した。

「ごめんなさい。私、行かないと！」

　ここで行動しなければ、次いつ会えるかわからない。

　イリスは廊下を逆走すると、表に出られるドアから外へ飛び出した。

　一階なのが幸いだ。

　あたりはずいぶん暗くなってはきているが、まだ太陽は沈みきっていない。

　どこから飛んできたかも分からない、屋根と石柱の一部が、歩道の上に散乱していた。

　きっとまだ間に合う。




　──おおおおん！




　ふいに横合いの茂しげみから、モンスターが飛びかかってきた。

　長狼だ。イリスはすかさずバックステップで距離の確保。同時進行で精霊召喚術の術式を唱える。




『出でよ、研とぎ澄ます音を聴け。汝の名は──疾しつ風ぷうノ槍やり！』




　呼び出した使役精霊が、一本の槍と化して長狼を貫いた。モンスターは絶命して倒れた。

「大丈夫。武器だってある」

　戦術召喚士候補生──いや、乙女おとめの純情をなめるなというのだ。

　イリスは、より激しい戦闘の音が聞こえてくる方角を探した。そこにきっと、イリスが求めるヴェーレスがいるはずだ。





　　　　　＊＊＊






　昔とった杵きね柄づかというのだろうか。やるべきことは、頭で考えなくとも、体が先に反応した。

　上空を高速で飛んでいくケータめがけて、次々と撃ち込まれる使役精霊たち。

　特に先陣を切って攻撃をしてくる、紫紺の制服を着た戦術召喚士たちの連れん携けいが圧あつ巻かんだった。

　いったい何重の合成召喚モンタージユなのか。精度、速度、練れん度どにいたるまで、落ちこぼれの戦術召喚士候補生の目で見ればとても真似できそうにない、超高度の精霊召喚術ばかりだ。

　さすがは最強の戦術召喚士集団、『白の腕』。名に恥じぬ戦いぶりだ。

　ケータはその全てを、魔力を濃のう縮しゆくして作った魔剣『ガロウズヒル』で、一いつ刀とうのもとに斬り捨てていった。

「は、弾いただと……!?」

　ヒトの顔に浮かぶのは、驚きよう嘆たんと畏い怖ふ。わかる。自分で言うのもなんだが、これを止めるのはあんまりというものだ。

　ケータは中空で急停止し、闇黒魔術の呪文を唱えていく。

　黒く染まる爪の先に、闇色の光が灯ともる。




《赫あかの鎌かまを持ち。蒼あおの釜かまをたぎらせ。闇の雲を纏まといし死神よ。滅びよと叫ばん！》




　一条の閃光が矢のごとく、地上へと吸い込まれていく。

　一拍置いて上がった黒い火柱と黒こく煙えんの中に、敵の姿が丸ごと消えていった。

　空の上から見渡すかぎり、グラウンドの仮設スタジアムは完全な瓦礫と化し、校舎も一部が崩壊している。

　ケータとベスティアリ、そしてベスティアリの声に呼応したモンスターたちが暴れ回ったせいで、こうなったわけだ。

　以前に魔力を解放した時と比べて、スムーズに体が動く気がする。

『ヴェーレス君！』

　手を握ったり開いたりしていたら、四天王のベスティアリが、大獅子の姿で校舎の屋根を走ってくるのが見えた。

　彼女は上空にケータがいるのを見つけて大きく飛び上がると、一回転してヒト型に変化した。

　ケータの隣に、並んで浮かぶ。

「どうしたの、なんだかぼーっとしちゃって」

「貴様に言われたくない。ひさしぶりで慣れないだけだ」

　子供のようなベスティアリの体からは、血の匂いがした。

　聖剣に貫かれた自分の血ではない。ヒトの血の方だ。

「そっちはずいぶん暴れたみたいだな」

「まあね。ご命令だったから。やっと勇者から仇かたきが取れたよ」

　長い爪を、ピンク色の舌でなめている。

「どう、まだやる？」

「いや──そろそろ退たい却きやくだ。馬鹿獅子の名めい誉よは回復できたようだしな。これ以上はさすがに皇帝側に言い逃れができなくなる」

「だよね」

「征せい服ふくがしたいわけじゃない」

　とりあえず、こちらの力を示すことは成功し、あとは高笑いのドヤ顔のまま、なんとなくうやむやに退却するのが得策だろう。

　あとから協定違反でチクチク責められるかもしれないが、それは今考えることではない。

「ここから先は、魔王城でやる仕事だ」

「ごめんね」

「なんだ、いきなり」

「……魔王様のピアス、外させちゃって。戻らないんだよね、それ」

　仮面で見えづらい、ケータの耳のあたりを見ながらベスティアリは言った。

　自分のせいで封印を解かせてしまったというのは、それなりに気にはなるらしい。

「……まあ、確かにこのままってわけにはいかないから、一度フードゥーに会って、新しいピアスでもつけ直してもらうことになるんだろうな。でも問題ない。つければまたヒトとしてこっちに来られる」

　わざわざヴェーレスとして仮面をつけたのは、そのためもあるのだ。

「学院の方はどうするの」

「退学……になるのか。さすがに」

　──万事丸くおさまるとまでは、さすがにいかなかった。

　少しでもましな、自分にとって納得できる道を探そうと、限界まで模も索さくした結果だった。せめてあと少し日程がずれてくれたら、長期休暇で相そう殺さいできたかもしれないが、これは言っても意味がない。

　限られた時間でベストの道を見つけきれなかった、ケータの力不足だ。

「帰る方法を探しに来たんでしょ。大丈夫なの辞めちゃって」

　ケータは、少し考えこんだ。

「……実はな、俺を召喚したやつが誰かは、わかったんだ」

「え」

　ルクス・アズライト。ライラの叔父で、『白の腕』所属の戦術召喚士。

　あの接触した時に流れこんできたビジョンが本物なら、ケータをこの地に召喚したのは、あの男の手で間違いない。

「誰、誰。おしえて」

「いや、どうせなら帰ってから話す。退却だ」

「ケチ。じゃあ、もうちょっと地上で暴れながら帰るよ。海のあたりで合流しよう」

「ああ、俺はミケを連れてから行く」

　ベスティアリが再び獅子へと変化し、地上へ降下していく。新しく爆発が起きた。

　ケータはミケを回収するため、学院の上空を横断していく。

　眼がん下かに衣装を取ってきた、大講堂の屋根が見えた。あそこの中で伝説の舞台、『ディル薔薇』が生まれたのだ。

　お隣はクラブハウス。あの中のロッカールームは、いつも混雑していた。シャワールームのお湯はよく水になって、悲鳴をあげているやつが必ずいた。

　本校舎は、座学やミーティングでよくお世話になった場所だ。

　図書館。まだ読みたい本が山ほどあった。

　食堂にカフェテラスも。試していないメニューを残したままだ。

　いったん思いを巡らせはじめると、後から後からあふれだして止まらない。

　グラウンド。

　一番破壊の跡あとが強い。それでも昼間のトーナメントの白線が、一部残っていた。

「…………次は負けないって、言ってたのにな。軍曹」

　ごめんと謝りたい。再戦の日は、完全になくなってしまった。

　それが申し訳なくて──悲しくて仕方ない。

　大丈夫だまた戻ってこれる。彼ら自身に会えなくなるわけじゃないと言い聞かせても、居残れなかったという喪そう失しつ感かんは、どうしようもなかった。

　自分で思っていた以上に、フレッドフォード召喚学院の制服を着て、彼らとともに夢を追いかけていく日々自体に、夢を見ていたようだ。

　バカだなあと思う。まだなんにも、それらしい夢なんて見つかっていなかったくせに。

　ケータは着ている服の下から、優勝メダルを引っ張り出した。

　光沢のあるリボンにぶらさがるメダルは金色で、今日の日付と、ライラとケータの名前も刻んである。

　暮れかけのわずかな夕日にあたって、メダルは美しく輝いていた。

　はじめて魔王軍の知識も力もなしに、戦術召喚士候補生たる自分の力だけで勝ち残った証あかしだった。ちょっといびつだったり格好悪かったりしても、それをみんなが認めてくれた。一緒になって喜んだ。

　リボン部分を長く取ってやると、勝利のメダル本体は、そのまま風にもつれてくるくる回る。

　くるくる、くるくる、夢のように回って回って──千ち切ぎれて飛んでいった。

（ちょ、ま！）

　リボンだけが手に残って、メダル部分が落下していく。

　ケータは「冗談！」と叫び、全速でメダルを追いかけた。

　落ちた場所は、校舎の中庭だった。

「あ、あぶねー。あぶねー」

　ちょうどベスティアリが暴れたのか、モンスターが暴れたのか、中庭に面した校舎の壁の一部が崩壊し、中の講義室がむき出しになっている箇所があった。

　ケータは芝しばと瓦礫が混じった地面からメダルを回収すると、その足で、建物の中へも入ってみた。

（今だけ。ちょっとだけだ）

　壁に空いた大穴を気にせず、前だけ向いて椅子に座れば、授業中の候補生の気分を味わうことができた。

　この先で後悔しないよう、ちょっとだけここで別れを告げよう。

　戦術召喚士候補生、ケータ・マルミヤはここにいた。夢見ることに夢を見た。学院の仲間と過ごした日々に、沢たく山さんの感謝をこめてさよならを。

「……教官ー。字、汚すぎて読めないんですけどー」

　──なんてな。

　小さく手をあげて、本当に呟いた時である。




「──ヴェーレス？」




　ケータは息を飲んだ。

　自分が入ってきたのとは反対側──講義室の本来の出入り口に、イリスが立っていた。

　日が落ちて薄暗い部屋の中で、彼女の赤毛はひときわ鮮やかに見えた。

「ヴェーレスで、いいのよね。さっき、こっちに飛んでくるのが見えたから。急いで追いかけてきて」

　喋る頰は、ここまでの全力疾走のせいか、林りん檎ごのように上気している。

　ケータは、とっさに立ち上がって壁の穴から飛び去ろうとした。

「──待って！　お願い行かないで！」

　イリスの懇こん願がんが、壁際でケータの足を縫ぬい止める。

　振り返らずにたずねた。

「……ヒトごときが、なんの用だ」

「私……私ね、あなたにお礼が言いたかったの」

「礼？」

「そうよ。ベルタ城の地下で、私と仲間のこと、助けてくれたでしょう。魔族じゃなくてヒトだったのに」

　ケータの脳のう裏りに、ピアスを引きちぎったばかりの、自分の姿が思い浮かんだ。

　地上にいたガイ・カラベラスを倒すため。そしてあの時いた仲間を助けるため。ケータは無我夢中だったのだ。

「過ぎたことだ」

「そんなこと言わないで。やっぱりあなたで良かったのね。うれしい。ずっとずっと会いたかったの──」

　こんなに熱っぽくはしゃいだイリスの声を聞くのは、はじめてかもしれない。

　おそるおそる、それこそ爆発物でも覗くような思いで振り返ったら、まさしくまっすぐな彼女のなまざしに、心臓を打ち抜かれた気がした。

　敵を見据える凜り々りしさとは真逆の、慈いつくしむような表情。

　これは本当に、軍曹か？　こんな顔をする少女だったろうか。

「私もあなたみたいに、相手が誰だろうと区別しないで、手をさしのべられるような強さが欲しいわ」

「……理想だな」

「そうかしら──できると思うんだけど」

　ふわりと微笑む。一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくが、やけにスローがかって見える。

「あなたはとても強いのに、なんだかちょっと寂しそうね。そういうところも不思議だったの」

「俺は──」

「いつか私にも、理由がわかる日が来る？　それとも、もう分かち合える魔ひ族とはいる？」

　上目遣いにたずねてくる。

「……魔族じゃなくて、ヒトかも、しれないけど──」

「カーネリアンさん！」

　そこに、ライラの声が響いた。

　イリスの後ろから、見慣れた三つ編みの少女が顔を出した。ここまで走ってきたらしく、最初のイリスと同じように、肩で息をしていた。

「こ、黒仮面のヴェーレス……！」

　しかもイリスが対たい峙じしていた相手が、敵方の大将格であると気づいて、彼女は絶句してしまった。

　それで少し、こちらの目が覚めた気がした。

　謎なぞの魔法が解けたというか。

「ヒトの女。俺はもう行く。達たつ者しやで暮らせよ」

「待ってヴェーレス！」

　今度は待たない。ケータはあらためて長いマントをひるがえし、入ってきた穴から飛び立とうと、床を蹴けった。

　しかし。

　次の瞬間、その体は地面へと落下した。

　ケータは膝からくずおれ、もう少しで顔までぶつけるところだった。

「え、あ、あれ？　おかしいな」

「ヴェーレス？」

「飛ぶんだろ……飛ぶんだって……ほら！」

　再び飛び上がろうとするが、やはりヘンだった。魔力がまったく使えない。力が入らない。

　こんなこと、前にもあった気がするが──。

　どうしよう。背中の視線が、刺さるようなアレが、猛もう烈れつに痛い。怖い。

「……そういえばそのマント、なんでスパンコールついてるの？」

「いや、それはな」

「魔王軍の流行？」

　問いかけの声が冷えている。さっきまでの彼女とは、比べものにならないほどの氷点下へ。

「仮面を取って」

「無理！」

「自分でやらないなら──私が取る！」

　いやああああ！

　彼女は有言実行のヒトだった。勇ましく四よつん這ばいのケータに襲いかかり、ずぽっと仮面を引っこ抜いたのである。

　その下に現れた顔を見て、イリスは顎あごが外れそうなほど口を開けた。

　ケータは、まず自分の耳を確かめた。なんとなく予想した通り、まったく尖っていない。

　またあのリセット現象が起きたのだ。

「……ゼ、ゼロパーセント……」

「あ、あはは。あー、やっぱりそっちか。そっちの顔になってるか……」

「やっぱりって何よ。なんであんたがそんな大元帥の格好してるのよ」

「えーっと……なんでと言われましても……ほら、なんていうかその、医務室行ってる途中で、どばーっていっぱいモンスターが出てきてさ、魔族なんかが勇者と戦いはじめて、ヒヨコしか呼び出せない俺は、めちゃくちゃ怖かったから、この格好してれば敵に狙われないかなあって……」

　苦しい。非常に苦しい言い訳なのはわかっている。

「実際ほら、五体満足。かなり無事。いえー」

「本物のヴェーレスは、見なかった？」

「見たよ。机の下から。ばれなくて良かった。その後どこ行ったのかは知らないけど……」

　イリスはうつむき、仮面を持ったまま、肩をふるわせている。

「軍曹？」

「ば……」

「ば？」

「ばか──っ！　あんたなんて、大っ嫌いよお──っ！」

　耳まで真っ赤になったイリスの叫びが、風穴の空いた講義室の中に響き渡ったのだった。

「ばかばかばかばか！」

「いで、叩くな、仮面を投げるな。武器は禁止！」

「にやにや笑うなばか！」

「笑ってないって！」

「笑ってるわよ！」

　そうなのか。知らなかった。ならばそれは、心からの安あん堵どだ。

　ケータ・マルミヤに戻れた。魔力がリセットされた。ならばまだもう少し、ここにいられる。それが不ふ謹きん慎しんなくせに嬉しい。そういうことなのだ。





　　　　　＊＊＊






　太陽が、地面の下へと逃げていく。

　ラベンダーから紺色へ。もはや夜としか言いようのない空の下。

　校舎の一番端の屋根に、メイド服を着た少女が腰掛けている。

　涼しい夜風に、猫耳付きの髪をなびかせ、エプロンドレスの裾からは、長い三毛の尻尾しつぽが覗いて揺れる。

　そんな彼女を見下ろすように、より小さな子供の魔族が宙に浮いている。

「──わかった。それじゃあ、今日のところは、ベスティアリだけで帰る」

「うん。ついてく必要なくなったからって。主人が言ってた」

　ヒトの姿を借りた猫の少女は、魔族に伝言するためにここにいた。

　本当なら魔族と、猫の少女と、もう一人の三人で、西大陸へ向かうはずだったのだ。けれどそれは、急きゆう遽きよ取りやめになった。

「なかなか合流場所に来ないって思ったら、そんなことになってたとはねー。変なの」

「意味わかんないです……主人、ヒトにしごかれてるのに嬉しそうなんです」

　少女は言って、遠い目をした。

　猫と魔族の目でなら、判別がつく。眼がん下かに遠く見えるグラウンドには、まだ一部の戦術召喚士が居残っている。

　大半は魔族によって戦闘不能にさせられ、残りはモンスターの駆く除じよに手を取られ、身動きが取れないようだ。

　だが、そんな中で目をひくのは、全身黒ずくめの少年だろう。

　少年は『黒仮面のヴェーレス』の衣装から、マントと仮面を取り去った格好のまま、息をきらせてグラウンドをランニングしている。

　さらに、それを脇で監督しているのは鬼の形相の娘で、少年の足が遅くなるたびに「休むな！」「あと十周！」と檄げきを飛ばしている。なのに、走る少年の顔だけが妙に晴れやかなのだ。

　そんなにここを去らずにいられたことが嬉しいのか。

「こっちはわがまま言える立場じゃないとはいえねー。わだかまるねー。もやるねー」

「……なんていうか、こういうのって、いも、いも」

「きもい」

「そうそれです」

　子供の魔族もそうねとうなずいた。

「かなりきもいよね」

　風が強く吹きつける。魔族は闇に紛れるよう、ヒトに見つからぬよう、さらに高度を上げた。

「でも、忘れないで、三毛猫！　魔王様は、今でもそんなおまえの主人を待ってる」

「ほんとに？」

　少女が問い返した。

　魔族はその草色の目に思う。

　時に獣の魂たましいは、何より鋭いカンを持ち合わせていたりするのだ。

　だから魔族は、決して本当のことを悟られぬよう、極上の笑顔でもって答えた。

「本当だよ。噓じゃない」
















　はた迷惑な魔族が残したものは、大量の買い物の残ざん骸がいと、鍋に煮込まれた豚の足だった。

　朝、食事としてテーブルに出される煮込みを見るたび、ケータはベスティアリのことを思い出した。

「……まだあったのかよ、この地じ獄ごく黒くろ豚ぶた」

「安心してください。今日で最後です」

　給きゆう仕じのミケが答える。

　食べる時に部屋の窓という窓を閉める日課も、今日で終わりのようだ。

「意外ともったな」

「残念ですか？」

「いや、べつに」

　すげなく答えて、ケータは席についた。

　右手でスプーンを動かしながら、配達されたばかりの新聞を読んでいく。

（光の勇者、水すい晶しよう府ふ宮殿にて皇こう女じよの生せい誕たん祭さいに出席、か）

　どうやらベスティアリとケータにやられた傷は、だいぶ癒いえたらしい。

　トーナメントのアフターパーティーの場に現れた魔族と、その後の顚てん末まつについては、詳しい報道も説明もされていない。

　それどころか、学院の候こう補ほ生せいの間でも、『光の勇者』と『白しろの腕かいな』の精鋭が、現れた魔族を撃退したと信じているぐらいだ。

　被害は創そう立りつ祭さい後の学院内におさまっており、居残っていた候補生や関係者は、あらかた一つの講義室に集められていたのだから、情報操作はたやすかっただろう。

（あっちにも、メンツってもんがあるだろうしな。ボロ負けして勝ち逃げされたなんて言えないだろ）

　その割には、不可侵の条約に関して、ちくちくと魔王側をつついて文句を言っているらしい。これは、ベスティアリ筋の情報である。

　西大陸に戻った彼女からは、直接ではないものの、彼女の眷けん属ぞくの魔物を通じて手紙がよこされるようになった。

　皇国側との交こう渉しようの舵かじ取とりは、もともと戻ってやるつもりだった。勝手に名前を出して暴れてしまった負い目もあるので、ちょくちょく返事を出している。

　不本意だが、大だい元げん帥すいの頃と、ほぼ同じ仕事をしてしまっている状況だ。

　過去は過去。今は今などと、割り切って考えることはできないと、今回の件でわかってしまった。

　もしこのまま帰き還かんへの算さん段だんをたてることができたら、一度西大陸に戻って、魔王に挨あい拶さつでもしようと思う。

　拒絶されたことだけを気にしてきたけれど、今ならもう少し、ましな対話ができるような気がする。

　まずはせっかくつかんだ手がかりを、確かなものにするのが先決だ。

（ルクス・アズライト。あんたはなんで、俺をここに呼んだ？）

　ケータがこちらの学院に来て知ったことは、戦せん術じゆつ召しよう喚かん士しにとって、異界の人間を召喚することは、絶対禁忌とまで呼ばれているということだ。

　もし見つかれば、召喚した人間もろとも火あぶりになるという。

　その厳しすぎる過去例を知った時は、ケータを召喚した者は、現役の騎士ではない可能性さえ考えたものだ。

　しかし実際は、騎士中の騎士である、『白の腕』の中に犯人はいた。

　しかもライラが、『正しく誓いを守る騎士である』と信じて疑わなかった、叔お父じのルクス・アズライトなのである。

　彼らにとって、稀人マレビトを召喚することは、罪にはならないのだろうか。ケータはどうしてこの地に呼ばれた？

「秘ひ匿とく名めいレッドリバー、か……」

　謎だらけの断片的なヴィジョンが、今もトゲのように、ケータの体内に残っている。

　あと少し通ったら、学院は長期休暇に入る。本ほん拠きよ地ちたる水晶府にいるはずのやつを問い詰めるには、絶好の機会だろう。

「主人、スープたれてる」

　おお、いけない。

　どす紫のスープが制服についたら、悲ひ惨さんどころの話ではない。あわてて止まっていた手を動かしてスープを飲み干し、ナプキンで口元をぬぐう。

（……にしても）

　その姿勢のまま、ケータはまたも考えこむ。

　今度は未来ではなく、またも過去寄りの話だ。

　四し天てん王のうのベスティアリの手紙には、事務連絡に混じって、ちょくちょく魔王フードゥーの情報なども盛り込まれてくるのだ。

（……なんなんだよ今回のあれは。『魔王様にねー、ヴェーレス君のピアス、外したのに元に戻っちゃったって言ったら、魔王様だまりこんじゃって。どういうことだと思う？』って、俺に聞くなよ。俺が一番聞きたいわ。どういう基準で発動するんだあの魔力リセット）

　まさかケータではなく、『黒仮面のヴェーレス』に惚ほれた場合でも、魔力リセットは発生するのだろうか。

「……みょーにきらっきらしてたんだよな、あの時の軍ぐん曹そう」

　うるんだ瞳と、そこにいたるまでの言動を思い返すと、どうもそうだとしか思えないのだ。大変な事態ではあるが。

　ピアスの製造主の魔王に、詳しいところを相談したいところだが、相談を受けた時の魔王の顔が、なぜか想像できない。顔の部分だけが、ハサミで切り抜いたように真っ白になってしまう。

　唯ゆい一いつの手がかりであるベスティアリの手紙いわく、黙り込むとはどういう意味なのだ。

　怒っているのか。呆れているのか。笑いをこらえているのか。はたまた別の意味なのか。そこのところをしっかり伝えてくれよと言いたい。

　とりあえず、正体がばれた後のイリスには、「だいっっきらい！」と叫ばれたあげく、グラウンドをしこたま走らされた。今も用がない時は口をきくなという、きついお達しを受けている。よって再現実験などできようがない。

　廊下に置かれた柱時計が、出発の時刻を告げた。

「ええい、今はそれどころじゃない」

　ケータは急いで残りの朝食をかきこむと、「いってきます！」と飛び出した。

　日常はしばらく続き、やるべきことは、山ほどあるのだ。
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「……あー、ここで騎士団の基礎を作ったのは、四代皇帝の命を受けた、えー」

　午前中のまぶしい日差しの中に、老教官の声が、溶けてなくなりそうだった。

　今やっている講座、『ジェムナスティア皇国史』は必ひつ修しゆうの授業だけに、朝の早い時間帯にもかかわらず、大講義室はほぼ満員の候補生で埋まっていた。

　もっとも、ライラのいる最後列から見るかぎり、出席して単位を取ることにこそ意い義ぎがあるらしい。受講者の半数近くは、他の講座の内ない職しよくをしていたり、頰ほお杖づえをつくふりをして居眠りをしていた。

　中には派手に舟をこぐ者もいて、他ひ人と事ごとながら心配になってしまう。

「──こぉら、マルミヤ！　寝るならベッドで寝ろ！」

　教官の叱しつ責せきに、斜め前の席のケータが、反射的に立ち上がった。

「すいません、わかりません！」

「なんも質問なんぞしとらん。本気で熟じゆく睡すいしとったようだな」

　あたりが笑いに包まれる。ケータは平身低頭で「すいません」と謝っている。

　あまり眠れていないのだろうか。戦術召喚士候補生としての訓練や勉強に加えて、もう一つの顔があるなら、時間などいくらあっても足りないだろう。

「もうじき休暇だからって、たるんどるのかね」

「そんなまさか。滅めつ相そうもありません」

　ケータはライラのことを腰が低いと言うが、本当に腰が低いのはケータの方ではないだろうか。

　相手を威い圧あつしない、素そ朴ぼくで穏やかな物もの腰ごし。親近感のある話し方。悪い時にはきちんと謝る。

　そんなものを身につけている高位魔族が、どれだけいるだろう。

　はじめはトーナメントの中で見た、ケータの剣の太た刀ち筋すじだった。見れば見るほど、ベルタ城の庭で見た、魔族の剣の振り方に重なった。

　イリスはその時の魔族を、魔王軍大元帥『黒仮面のヴェーレス』だと言っていたが、さすがにありえないと仮説に蓋ふたをした。忘れてふるまおうと思っていた。

　でも、その直後にヴェーレス本人が登場である。

　イリスが仮面を取ったら、中にいたのはケータだった。

　単に舞台の衣装を着ていただけ、本物は飛んでいったとケータは主張していたが、さすがにそれを信じることは難しかった。

　今でも彼を見ていて、胸が締めつけられるような思いは変わらない。優勝メダルは、部屋の一番大事なところに飾ってある。

　だからこそ。

（なにか訳がある──そう思っていいんですよね。魔王軍大元帥……ケータさん）











あとがき





　○水すい晶しよう府ふ宮きゆう殿でんのバルコニー（夜）




　　　勇者ハイラント・ビスマスが、物思いにふけっている。

　　　皇こう女じよアルテンシアが、下手から登場。







　アルテンシア　「夜風は冷えましてよ、ハイラント様」

　ハイラント　　「しかし、月は夜にしか出ない」

　アルテンシア　「彼のことを考えてらっしゃるのね。輝ける太陽の貴方あなたを、そこまで惹ひきつける闇というものが、わたくしは憎くてたまらない。魔王軍大だい元げん帥すい……黒仮面のヴェーレス」

　ハイラント　　「光あらば闇ありき。ならばお笑いだな。この私は、いつまでも奴を倒せぬということになる」

　アルテンシア　「どうしても行かれますの」

　ハイラント　　「止めてくれるな、皇国の輝き石せきよ。これは果たさねばならぬ約やく定じようなのだ。この身に聖剣の定めを受け入れた以上、再戦は避けられない」

　アルテンシア　「このわたくしが、共に在ありたいと願ってもですか。愛より闇に呑のまれる道をお選びになると」

　ハイラント　　「君への愛は不ふ滅めつだ！　それだけは決して忘れないでくれ」







　　　アルテンシア、泣き崩れる。ハイラント、退場。




　　　　　『ディルスマグナの薔ば薇ら　第三幕「俺の名前を呼んでみよ！」より一部抜ばつ粋すい』









　あ、どうもこんにちは。竹たけ岡おかです。

　もうあとがきですので、ご安心ください。よろしくお願いいたします。

　おかげさまで『偉い大だいなる大元帥の転てん身しん』二巻も、無事に出すことができました。

　いやはや、この巻で終わる版のプロットと、まだ続くよ版のプロット二種作って、一巻の売り上げ見てから書き始めたぐらいですので、本当に『皆様のお力添えあって』の気持ちが強いです。ありがたやありがたや。

　あとがきから読む派の方のためにぶっちゃけますと、『まだ続くよ版』の採用です。いえー。




　今回は旅でダンジョンクエストだった前回と違い、街と学院が舞ぶ台たいです。

　創そう立りつ祭さいでトーナメントです。演えん劇げきもあります。

　天才少女ライラのことは、一巻を書いた時から絶対にフォローというか、突っ込んで書いてあげたいと思っていたので、こうしてちゃんと書けて良かったです。

　変化球満まん載さいだった前シリーズの反動でしょうか。個人的に『大元帥』を書き出すにあたっての目標として、『どストレートを決め球にできる』がありました。

　決めてみたはいいものの、実行するのは難しい。努力・友情・勝利。あと謎と恋愛。ずばーんとミットにおさまってくれたらいいのですが。

　ちなみに最初は演劇メインでやろうかとも思っていたのですが、担当さんに『誰得（意訳）』と言われ今回の形に。自じ重ちようしきれずあとがきではみ出ました。ははは。

　作中でケータも突っ込んでますが、実際の人物像とはかけ離れています。非実在○○です。




　次は再びパールバルを離れる話になるのでしょうか。またお会いできますようがんばります。それではでは！
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